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世
界
の
ど
こ
に
い
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も
Ｎ
Ｙ
の
今
が
分
か
る
日
本
語
新
聞
︵
フ
リ
ー
︶©
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米
国
東
海
岸
の
桜
前
線
が
北
上
中

だ
。
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
も
早
咲

き
の
オ
カ
メ
桜
が
満
開
だ
。
こ
の
品

種
は
イ
ギ
リ
ス
の
桜
研
究
家
コ
リ
ン

グ
ウ
ッ
ド
・
イ
ン
グ
ラ
ム
が
カ
ン
ヒ

ザ
ク
ラ
と
マ
メ
ザ
ク
ラ
を
交
配
し
て

作
出
。名
前
は
お
か
め
に
由
来
す
る
。

淡
い
紅
色
の
一
重
咲
き
。
花
が
下
を

向
い
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
そ
し
て

そ
ろ
そ
ろ
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
季
節
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶

で
は
４
月
23
日
︵
土
︶﹁
第
17
回
Ｊ

Ａ
Ａ
さ
く
ら
祭
り
﹂
を
ク
イ
ー
ン
ズ

の
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・
メ
ド
ウ
ズ
・
コ

ロ
ナ
パ
ー
ク
で
開
催
す
る
。
ま
た
同

日
、
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

も
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
の
サ

ク
ラ
パ
ー
ク
︵
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ド
ラ

イ
ブ
、
１
２
２
丁
目
︶
で
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
の
観
桜
会
と
グ
ラ
ン
ト
将
軍
メ

モ
リ
ア
ル
見
学
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
。
２
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
も
よ
う
や
く
お
花
見

シ
ー
ズ
ン
の
到
来
だ
。

                  
︵
関
連
記
事
４
面
に
︶

 

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で

写
真
・
植
山
慎
太
郎

　

本
紙
は
今
月
か
ら
月
１
回
、
前
国
会
議
員

で
民
主
党
国
際
局
長
、
財
務
副
大
臣
を
務
め

た
藤
田
幸
久
・
国
際
Ｉ
Ｃ
日
本
協
会
会
長
に

よ
る
新
企
画
﹁
海
外
日
本
人
サ
ポ
ー
ト
﹂
を

連
載
し
ま
す
。

　

在
外
有
権
者
１
０
０
万
人
の
時
代
、
昨
年

10
月
の
衆
議
院
総
選
挙
で
投
票
し
た
人
は
わ

ず
か
２
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
投
票
し

づ
ら
い
と
い
う
制
度
改
革
を
求
め
、
い
ま
海

外
か
ら
日
本
の
在
外
選
挙
制
度
を
改
善
し
た

い
と
い
う
大
き
な
う
ね
り
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
海
外
で
生
ま
れ
た
日
本
人
の
子
供

の
二
重
国
籍
問
題
な
ど
、
海
外
で
暮
ら
す
在

留
邦
人
の
抱
え
る
悩
み
が
日
本
の
国
政
の
中

心
部
に
伝
わ
り
に
く
い
と
い
う
現
状
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
弊
害
を
除
く
一
助
と
し
て
国
政
と
在

米
読
者
と
を
紙
面
の
パ
イ
プ
で
結
び
ま
す
。

海
外
の
日
本
人
を
支
援
す
る
サ
ポ
ー
ト
と
国

政
の
現
状
を
報
告
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
併
せ
た

連
載
は
毎
月
第
１
週
に
掲
載
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　︵
記
事
は
４
面
に
︶

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社

在米邦人と国政とを紙面で結ぶ

桜前線
北上中
市内各地でお花見

　

Ｎ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
が
３
月
に

行
っ
た
世
論
調
査
に
よ
る
と
バ

イ
デ
ン
大
統
領
の
支
持
率
は
40

％
で
、昨
年
１
月
の
就
任
以
来
、

過
去
最
低
を
記
録
し
た
。
昨
年

４
月
の
調
査
で
の
53
％
か
ら
13

ポ
イ
ン
ト
も
減
少
、
今
年
１
月

の
43
％
も
下
回
っ
た
。
不
支
持

は
55
％
で
、
過
去
最
大
の
不
人

気
ぶ
り
の
結
果
と
な
っ
た
。

　

黒
人
や
女
性
、
無
党
派
層
に

人
気
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
バ

イ
デ
ン
大
統
領
だ
が
、
支
持
率

は
黒
人
で
は
今
年
１
月
の
64
％

か
ら
今
回
62
％
に
、
女
性
は
51

％
か
ら
44
％
に
、
無
党
派
層
も

36
％
か
ら
32
％
と
軒
並
み
減
ら

し
た
。

　

調
査
は
３
月
18
日
か
ら
22

日
の
間
に
行
わ
れ
た
。
成
人

１
０
０
０
人
に
回
答
を
得
た
。

誤
差
率
は
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス

３
ポ
イ
ン
ト
。
外
交
政
策
に
つ

い
て
は
評
価
が
低
く
51
％
が
不

承
認
、
42
％
が
承
認
だ
っ
た
。

特
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の

戦
争
で
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
信
頼
さ
れ
て

お
ら
ず
、
戦
争
へ
の
対
応
能
力

は
、44
％
が﹁
ほ
ど
ん
ど
な
い
﹂、

27
％
が
﹁
ほ
ん
の
少
し
﹂
と
答

え
た
。﹁
よ
く
や
っ
て
い
る
﹂

は
12
％
、﹁
ま
あ
よ
く
や
っ
て

い
る
﹂
は
16
％
に
留
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
16
％
が
米
国
は
す
で

に
ロ
シ
ア
と
戦
争
を
し
て
い
る

と
し
、
41
％
が
来
年
中
に
は
そ

う
な
る
と
答
え
た
。
82
％
が
核

兵
器
の
使
用
に
つ
な
が
る
こ
と

を
懸
念
し
、
74
％
が
米
軍
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
戦
う
こ
と
を
恐
れ

て
い
る
と
答
え
て
い
る
。

　
　
　
　

︵
関
連
記
事
４
面
に
︶

バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
支
持
率
最
低

世
論
調
査
で
ロ
シ
ア
と
の
戦
争
を
懸
念

海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト

藤
田
幸
久 （１）
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(3  )　　 ［総　合］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022 年（令和 4 年）4 月 2 日（土）

4 月 NY 日系人会の行事
COVID-19 のブースターやワクチン接種まだの方は下記から情

報を得てください
・https://covid19vaccine.health.ny.gov/
・https://covid19.nj.gov/pages/vaccine

定期クラス　生徒募集中！ JAA ホールでのクラスを再開します
火曜 10:45am-11:45am 太極拳／火曜 1pm-4pm 書道 @JAA ／

水曜 10am-12pm 裏千家茶道／金曜 1:15pm-3pm JAA コーラス
　
第 14 回サクラ・ヘルスフェア　4/9-5/8　詳細は●ページ参照

■ 4 月 2 日（ 土 ）10am-12pm JAA 日 本 語 教 育 委 員 会 主 催
ZOOM での「春の日本語教育研修会」　日本から同志社大学
の清水泰生先生の「日本語教育におけることわざ教育の現状・
課題・可能性　そして今後への展望について」　参加希望者
は JAA まで

■ 9 日から YouTube「古本タックさんのストーリー：強制収容
所生まれのベトナム帰還兵の 80 年」後日 YouTube を公開

■ 11 日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」田原
ミチさん、佐々木ノリさん、津田やすこさんと小林はるかさ
んが行う。各 30 分。早めに要予約

■ 14 日（木）10am-12pm 「笠野玲子弁護士による無料電話法
律相談」笠野玲子弁護士が移民法以外の諸問題の相談に答え
る。各 30 分。要予約

■ 14 日（木）12pm-2pm「4 月の第一敬老会」BentOn のお弁当、
愛世梨乃（歌・三線）と小川智也（ギタリスト）の演奏をお
楽しみください。会費 5 ドル。要予約

■ 15 日（金）10am-12pm「小林利子さんの折り紙クラス」
■ 21 日（木）10am-12pm 「移民法の無料電話相談室」 寺井真

美弁護士が相談にのる。各 15 分。要予約
■ 23 日（土）第 17 回「JAA さくら祭り　ニューヨーク日系人

会と NY 市公園課共催 at Flushing　Meadows Corona Park」
僧太鼓、JAA コーラス、沖縄三線と琉球踊り、花笠音頭パレー
ド、野点など。バスとお弁当は定員になり次第締め切る。バ
ス：JAA10am 出発、帰着 3pm at JAA　バス代：JAA 会員＄10、
非会員 $15。申し込み・詳細は JAA まで

■ 23 日（土）1:00pm-2:30pm オンライン & at JAA NY シルバー
会共催「リモートお茶会：在宅訪問看護師弓削容子さんと一
緒に楽しくおしゃべりしながら健康から介護まで情報交換し
ましょう！」

■ 28 日（木）12pm-2pm「4 月の第二敬老会」BentOn のお弁当、
IWAKI Band の歌と安西弦医師の「骨の健康についてのお話」。
4 月誕生日の皆さんお集まりください。会費 5 ドル。要予約

＊ JAA 事務局から　第 52 回 JAA 奨学金奨学生募集中
申 込 用 紙 は JAA 事 務 局 又 は www.jaany.org か ら。 対 象 は

NY,NJ, CT に在住する現在高校生で、この秋から米国内の大
学に入学する日本人・日系人の学生。

 The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　

日
本
か
ら
岩
倉
使
節
団
が
米

国
に
渡
っ
て
か
ら
１
５
０
年
。

そ
の
意
義
と
影
響
に
つ
い
て
、

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で

３
月
24
日
夕
、
パ
ネ
ル
・
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

同
日
、
岩
倉
使
節
団
に
関
す
る

特
別
デ
ジ
タ
ル
展
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
も
併
せ
て
行
わ
れ
た
。
岩

倉
使
節
団
は
、
１
８
７
１
年
か

ら
73
年
に
か
け
て
、
１
０
０
人

以
上
の
政
府
首
脳
、
皇
室
関
係

者
、
学
生
か
ら
構
成
さ
れ
、
世

界
各
地
を
周
遊
し
、
著
名
な
国

家
元
首
、
商
工
界
の
大
物
と
面

会
し
、
多
数
の
文
化
施
設
を
訪

問
し
た
。

　

使
節
団
メ
ン
バ
ー
は
欧
米
の

政
治
、
製
造
、
軍
事
、
教
育
な

ど
を
綿
密
に
研
究
し
、
帰
国
後

の
日
本
社
会
の
変
革
に
大
い
に

役
立
て
た
。
さ
ら
に
、
訪
れ
た

場
所
や
人
に
つ
い
て
深
く
観
察

し
、
今
日
ま
で
続
く
多
く
の

繋
が
り
を
築
い
た
。
こ
の
記

念
す
べ
き
１
５
０
周
年
を
祝

し
て
、﹁D

aughters of the 
Sam

urai

﹂
の
著
者
ジ
ャ
ニ

ス
・
ニ
ム
ラ
氏
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ

ウ
ン
大
学
日
本
史
教
授
ジ
ョ
ー

ダ
ン
・
サ
ン
ド
氏
、
ラ
ト
ガ
ー

ス
大
学
助
教
授
若
林
晴
子
氏
の

３
氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
、

岩
倉
使
節
団
の
足
跡
と
、
特
に

日
本
人
の
女
子
留
学
生
に
焦
点

を
あ
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
冒
頭

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
歴
史
評

議
会
の
本
間
俊
一
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
教
授
が
登
壇
し
て
挨
拶
し

た
あ
と
、
こ
の
ほ
ど
着
任
し
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森
美

樹
夫
大
使
が
ス
ピ
ー
チ
し
た
。

大
使
は
、
岩
倉
使
節
団
来
米

１
５
０
年
と
同
じ
く
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
日
本
総
領
事
館
が
設

置
さ
れ
た
の
も
、
日
本
に
野
球

が
紹
介
さ
れ
た
の
も
１
５
０
年

前
だ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
日

米
交
流
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

５
月
14
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る

ジ
ャ
パ
ン
・
パ
レ
ー
ド
へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

ニ
ム
ラ
氏
の
著
書
に
出
て
く
る

初
代
の
日
本
人
女
子
留
学
生
５

人
に
つ
い
て
紹
介
。
大
山
捨
松

︵
１
８
６
０
〜
１
９
１
９
︶
は

米
国
で
大
学
の
学
位
を
取
得

し
た
最
初
の
日
本
人
女
性
で

１
８
８
２
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
ポ
キ
プ
シ
ー
の
ヴ
ァ
ッ
サ
ー

大
学
を
卒
業
、
帰
国
後
は
、
留

学
に
同
行
し
た
最
年
少
の
津
田

梅
子
と
共
に
津
田
塾
大
学
を
創

設
、
日
本
の
女
子
教
育
に
多
大

な
影
響
を
与
え
た
と
述
べ
た
。

　

ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
の
若
林
助

教
授
は
、
岩
倉
使
節
団
の
子
息

た
ち
が
同
大
学
で
学
ん
だ
こ
と

や
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か

け
て
多
く
の
日
本
人
留
学
生
を

同
大
学
が
受
け
入
れ
た
こ
と
を

紹
介
し
、
彼
ら
が
帰
国
後
に
日

本
の
近
代
化
の
夜
明
け
に
大
き

く
貢
献
し
、
歴
史
に
名
を
残
し

た
と
説
明
し
た
。

意
義
と
影
響
語
る

女
子
留
学
生
の
貢
献

岩倉使節団から150年

ジャパン

ソサエティーで
左
か
ら
木
戸
孝
允
、
山
口
尚
芳
、

岩
倉
具
視
、
伊
藤
博
文
、
大
久
保
利
通

新
政
府
の
米
国
留
学
女
学
生 

左
か

ら
、
永
井
繁
子 (

10)

、
上
田
て
い 

(

16)

、
吉
益
り
ょ
う (

16)

、
津
田
う

め (

９)

、
山
川
捨
松 (

12)

。
明
治
４

年
。
姓
名
は
い
ず
れ
も
当
時
の
も
の
、

数
字
は
か
ぞ
え
歳
。

森 NY 総領事・大使

NY 日本人歴史博物館ウェブサイト：www.historyofjapaneseinny.org
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ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
セ
ン
タ

ー
の
中
央
に
３
月
23
日
、
巨
大

な
シ
ャ
ベ
ル
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

ア
ー
ト
が
設
置
さ
れ
た
。 

同

作
品
﹁
プ
ラ
ン
ト
ワ
ー
ル
、
ブ

ル
ー
︵
青
い
シ
ャ
ベ
ル
︶﹂
は

高
さ
約
７
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
１

ト
ン
以
上
、
米
国
在
住
の
彫
刻

家
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
の
ク

レ
ス
・
オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
さ
ん

と
妻
で
オ
ラ
ン
ダ
出
身
の
コ
ー

シ
ャ
・
ヴ
ァ
ン
・
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ

ン
さ
ん
が
制
作
し
た
。
２
人
は

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
の
﹁
チ
ェ
リ
ー

が
乗
っ
た
ス
プ
ー
ン
﹂
や
ケ
ル

ン
の
﹁
ド
ロ
ッ
プ
し
た
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
コ
ー
ン
﹂
ほ
か
安
全

ピ
ン
や
工
具
な
ど
、
同
セ
ン
タ

ー
の
担
当
者
い
わ
く
﹁
活
動
的

な
動
き
の
瞬
間
を
捉
え
た
﹂
遊

び
心
の
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
巨
大

作
品
で
知
ら
れ
る
。
作
品
の
展

示
は
５
月
６
日
ま
で
。 

　

ち
な
み
に
日
本
で
は
、
東
日

本
で
は
植
木
な
ど
に
使
う
小
型

の
も
の
を
﹁
シ
ャ
ベ
ル
﹂、
足

を
か
け
て
土
を
掘
り
起
こ
す
大

型
の
も
の
を
﹁
ス
コ
ッ
プ
﹂
と

呼
ぶ
が
西
日
本
で
は
定
義
が

逆
、
と
よ
く
議
論
に
な
る
が
、

日
本
工
業
規
格
︵
Ｊ
Ｉ
Ｓ
︶
は
、

シ
ャ
ベ
ル
は
﹁
足
を
か
け
る
と

こ
ろ
が
あ
る
も
の
﹂、
そ
れ
以

外
を
ス
コ
ッ
プ
と
し
て
い
る
。 

巨大シャベル
ロックフェラー・センター

パブリック・アート

　

在
外
有
権
者
約
１
０
０
万
人

の
中
で
昨
年
10
月
の
総
選
挙
で

投
票
し
た
人
は
約
2
万
人
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
憲
法
第
15
条

が
定
め
た
選
挙
権
が
行
使
さ

れ
な
い
、
ゆ
ゆ
し
き
事
態
で

す
。
海
外
日
本
人
は
さ
ま
ざ
ま

な
不
平
等
や
被
害
を
受
け
て
い

ま
す
。
そ
の
実
態
を
お
伝
え
し

て
改
革
す
る
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
、
今
月
か
ら
連
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

約
１
％
の
人
し
か
投
票
に
行

け
な
い
在
外
投
票
制
度
に
は
次

の
驚
く
べ
き
実
態
が
あ
り
ま

す
。
①
在
外
公
館
が
遠
い
︵
片

道
8
時
間
。
往
復
に
丸
一
日
。

６
０
０
キ
ロ
︶ 

②
公
館
ま
で
の

費
用
が
高
い
︵
飛
行
機
代
6
万

円
。
交
通
費
3
万
円
︶
③
投
票

期
間
が
短
い
︵
公
館
で
の
投
票

が
１
日
や
、
2
日
間
の
み
可

能
。
土
日
は
投
票
で
き
な
い
公

館
︶
④
郵
便
投
票
機
能
不
全
︵
請

求
書
が
投
票
日
後
に
選
管
に
到

着
。
選
管
が
投
票
用
紙
の
発
送

日
を
間
違
え
。
国
が
コ
ロ
ナ
で

国
際
郵
便
を
停
止
︶

　

こ
れ
ら
に
怒
り
、
昨
年
の
総

選
挙
後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
子
田

雅
子
さ
ん
、
イ
タ
リ
ア
の
田
上

明
日
香
さ
ん
、
ド
イ
ツ
の
シ

ョ
イ
マ
ン
由
美
子
さ
ん
が
オ

ン
ラ
イ
ン
署
名
﹁
在
外
ネ
ッ

ト
投
票
の
早
期
先
行
導
入
を

求
め
ま
す
！
﹂
を
始
め
ま
し

た
。
そ
し
て
１
月
31
日
に
署
名

２
万
６
０
２
７
筆
が
林
芳
正
外

務
大
臣
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

林
大
臣
は
﹁
時
代
が
変
化
し
て

お
り
在
外
選
挙
の
見
直
し
が
必

要
。
２
万
人
投
票
の
現
状
を
一

桁
増
や
し
た
い
﹂
と
応
え
ま
し

た
。

　

早
速
、
4
月
1
日
か
ら
在
外

選
挙
人
名
簿
登
録
が
、
一
定
の

条
件
の
も
と
ビ
デ
オ
通
話
を
通

じ
た
本
人
確
認
及
び
事
前
送
付

さ
れ
た
書
類
の
原
本
確
認
に
よ

っ
て
、
在
外
公
館
に
赴
く
こ
と

な
く
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

署
名
で
は
、
本
年
7
月
の
参

院
選
で
の
在
外
投
票
で
ネ
ッ
ト

投
票
の
実
証
実
験
を
実
施
し
、

２
０
２
５
年
参
院
選
か
ら
の
在

外
ネ
ッ
ト
投
票
の
全
体
運
用
開

始
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
歴
史
的
快
挙
で
す
。

私
も
在
外
投
票
推
進
議
連
の
会

長
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
が
、

行
政
の
不
作
為
と
霞
が
関
の
壁

を
破
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
3
人
の
女
性
の
決
起
が
局
面

を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。
3
人

は
、
日
本
の
問
題
は
外
の
方
が

よ
く
見
え
る
こ
と
と
、
行
動
し

な
け
れ
ば
変
え
ら
れ
な
い
、
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
﹁
禍
﹂
は
、
世
界
中

で
問
題
が
共
有
さ
れ
、
ネ
ッ
ト

で
繋
が
っ
た
人
同
士
が
連
携
し

て
行
動
す
る
と
い
う
武
器
を
提

供
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
新

兵
器
を
﹁
福
﹂
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
日
本
の
問
題
を
外

か
らchange 

し
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
！ 

ネ
ッ
ト
選
挙
は

そ
の
﹁
さ
き
が
け
﹂
で
す
。　
　
　
　
　
　

︵
つ
づ
く
︶

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
水
戸
一

高
、
慶
大
卒
。
世
界
的
な
道
徳

平
和
活
動
Ｍ
Ｒ
Ａ
や
難
民
を
助

け
る
会
で
活
動
し
た
初
の
国
際

Ｎ
Ｇ
Ｏ
出
身
政
治
家
。衆
議
院
・

参
議
院
議
員
各
二
期
。
財
務
副

大
臣
、
民
主
党
国
際
局
長
、
民

進
党
ネ
ク
ス
ト
外
務
大
臣
、
横

浜
国
立
大
講
師
等
歴
任
。
対
人

地
雷
禁
止
条
約
加
盟
、
ア
メ
リ

カ
元
捕
虜
︵
Ｐ
Ｏ
Ｗ
︶
の
訪
日

事
業
を
主
導
。
世
界
52
ヵ
国
訪

問
。
現
在
国
際
Ｉ
Ｃ
︵
旧
Ｍ
Ｒ

Ａ
︶
日
本
協
会
会
長

海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト

藤
田
幸
久 （１）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
は

海
外
か
ら
日
本
を
変
え
る
さ
き
が
け

　

Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
は
４
月
23
日
︵
土
︶
午
前
11

時
30
分
か
ら
午
後
２
時
ま
で
、

ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
の

サ
ク
ラ
パ
ー
ク
︵
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ド
ラ
イ
ブ
、
１
２
２
丁
目
︶

に
て
、
観
桜
と
グ
ラ
ン
ト
将
軍

メ
モ
リ
ア
ル
見
学
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
︵
協
力

：

Ｎ
Ｙ
歴

史
問
題
研
究
会
、B

entO
n

。

協
賛

：

北
米
伊
藤
園
︶。
Ｎ
Ｙ

歴
史
問
題
研
究
会
の
講
師
に
よ

る
サ
ク
ラ
パ
ー
ク
の
名
前
の
由

来
や
グ
ラ
ン
ト
将
軍
に
か
か
わ

る
説
明
、
グ
ラ
ン
ト
将
軍
の
お

墓
見
学
と
、
お
花
見
弁
当
を
食

べ
な
が
ら
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
観

桜
会
が
行
わ
れ
る
。

　

参
加
費
は
大
人
30
ド
ル
、
６

〜
11
歳
が
25 

ド
ル
︵
花
見
弁

当
、
飲
み
物
代
込
み
︶、
５

歳
以
下
無
料
。
雨
天
中
止
だ

が
お
弁
当
と
飲
み
物
は
現
地

で

配

ら

れ

る
。

問

い

合

わ

せ
・
参
加
申
し
込
み
は
電
話

９
１
４
・
７
０
７
・
３
０
１
１
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

n
obu

om
iki@

n
y

jalc.org

︵
三
木
さ
ん
︶
ま
で
。

観
桜
会
23
日
に

Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
支
持
率

は
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
が
３
月

に
行
っ
た
世
論
調
査
に
よ
る

と
、
83
％
が
物
価
上
昇
な
ど
戦

争
が
も
た
ら
す
経
済
悪
化
を
懸

念
し
て
い
た
が
、
79
％
は
た
と

え
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
上
昇
に
な

る
に
し
ろ
ロ
シ
ア
の
石
油
輸
入

禁
止
と
い
う
バ
イ
デ
ン
大
統
領

の
決
定
に
は
同
意
す
る
と
述
べ

た
。 

バ
イ
デ
ン
政
権
の
国
内

の
経
済
政
策
で
は
63
％
が
不
承

認
で
承
認
は
33
％
だ
っ
た
。
物

価
高
騰
・
イ
ン
フ
レ
の
責
任
に

つ
い
て
は
、
38
％
が
大
統
領
に

過
失
が
あ
る
と
答
え
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
28
％
、
企
業
の
値
上

げ
が
23
％
、
ロ
シ
ア
の
侵
攻
は

６
％
だ
っ
た
。

　

政
策
全
体
と
し
て
、
71
％
が

国
は
間
違
っ
た
方
向
に
向
か
っ

て
い
る
と
し
、
正
し
い
方
向
に

向
か
っ
て
い
る
と
し
た
の
は
22

％
だ
っ
た
。
政
党
別
の
支
持
で

は
、
共
和
党
が
今
年
１
月
と
同

じ
46
％
、
民
主
党
は
１
月
の
47

％
か
ら
減
少
し
44
％
だ
っ
た
。

２
％
差
で
は
あ
る
が
、
バ
イ
デ

ン
大
統
領
就
任
以
来
、
初
め
て

民
主
党
支
持
が
共
和
党
支
持
を

下
回
っ
た
。

　

世
論
調
査
で
は
米
国
民
の
間

で
ロ
シ
ア
と
の
戦
争
を
懸
念
す

る
声
が
大
き
い
こ
と
が
示
さ
れ

た
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
ロ
シ

ア
と
の
戦
争
は
第
三
次
世
界
大

戦
に
な
る
た
め
米
軍
の
直
接
介

入
は
な
い
と
こ
と
あ
る
ご
と
に

明
言
し
て
い
る
が
、
26
日
の
ポ

ー
ラ
ン
ド
で
の
演
説
で
﹁
プ
ー

チ
ン
氏
は
権
力
の
座
に
留
ま
る

べ
き
で
は
な
い
﹂
と
発
言
し
波

紋
が
広
が
っ
た
。
27
日
に
バ
イ

デ
ン
氏
は
﹁
ロ
シ
ア
の
体
制
転

覆
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

い
﹂
と
釈
明
し
た
が
、
フ
ラ
ン

ス
の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
が
﹁
言

葉
や
行
動
で
事
態
を
エ
ス
カ
レ

ー
ト
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
﹂

と
述
べ
る
な
ど
、
ロ
シ
ア
と
の

緊
張
を
高
め
た
と
し
て
批
判
す

る
声
が
内
外
で
出
た
。
こ
れ
に

対
し
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
﹁
モ

ラ
ル
上
か
ら
の
発
言
で
あ
り
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
降
格
を
意

図
し
た
も
の
で
は
な
い
し
、
謝

罪
す
る
気
も
な
い
﹂
と
一
蹴
し

た
と
29
日
付
け
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ

が
報
じ
た
。　

︵
１
面
に
記
事
︶

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
前
で
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
に
反
対
す
る
人
々
︵
３
月

20
日
、
高
田
英
紀
さ
ん
撮
影
︶

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶
は
４
月
23
日
︵
土
︶

Ｎ
Ｙ
市
公
園
局
と
共
催
で
﹁
第

17
回
Ｊ
Ａ
Ａ
さ
く
ら
祭
り
﹂
を

ク
イ
ー
ン
ズ
の
フ
ラ
ッ
シ
ン

グ
・
メ
ド
ウ
・
コ
ロ
ナ
パ
ー
ク

で
開
催
す
る
。
同
公
園
で
は
Ｊ

Ａ
Ａ
が
２
０
０
１
年
か
ら
サ
ク

ラ
の
木
を
寄
付
し
て
今
で
は

３
０
０
本
以
上
の
桜
が
咲
く
市

内
屈
指
の
桜
の
名
所
と
し
て
知

ら
れ
る
。

　

当
日
は
、
僧
太
鼓
、
Ｊ
Ａ
Ａ

コ
ー
ラ
ス
、
沖
縄
三
線
と
琉
球

踊
り
な
ど
を
行
う
予
定
。
さ
く

ら
祭
り
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

と
な
っ
て
い
た
た
め
３
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
る
。
当
日
は
Ｎ
Ｙ

日
系
人
会
前
︵
西
45
丁
目
49
番

地
︶
か
ら
午
前
10
時
に
大
型
バ

ス
２
台
が
出
発
す
る
。
午
後
３

時
に
日
系
人
会
前
で
解
散
。
バ

ス
と
弁
当
の
定
員
は
２
０
０
人

で
、
申
し
込
み
が
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
る
。
バ
ス
代
と
弁

当
代
を
合
わ
せ
た
参
加
費
は
、

Ｊ
Ａ
Ａ
会
員
は
10
ド
ル
、
非
会

員
は
15
ド
ル
。
申
し
込
み
と
詳

細
はinfo@

jaany.org

　

を

参
照
。

第 17 回 JAA さくら祭り
フラッシング・メドウズ・コロナパーク

23 日大型バス２台でお弁当付き

ド
ラ
イ
ブ
・
マ
イ
・
カ
ー
の
国
際
長
編
映
画
賞
受
賞
を
大
き
く
報
じ
る
３

月
29
日
付
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙

G7 首脳が対応を協議（25 日付 NY タイムズ紙）

戦
争
対
応
綱
渡
り

バ
イ
デ
ン
政
権
へ
の
支
持
率
が
急
落

mailto:info@jaany.org
http://www.nyseikatsu.com
mailto:nobuomiki@nyjalc.org
mailto:nobuomiki@nyjalc.org
mailto:nobuomiki@nyjalc.org
http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
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第
94
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
授
賞

式
が
３
月
27
日
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド

の
ド
ル
ビ
ー
・
シ
ア
タ
ー
で
行

わ
れ
、
濱
口
竜
介
監
督
︵
43
︶

の
映
画
﹁
ド
ラ
イ
ブ
・
マ
イ
・

カ
ー
﹂
が
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
国

際
長
編
映
画
賞
を
受
賞
し
た
。

同
賞
の
日
本
作
品
と
し
て
の
受

賞
は
、
２
０
０
９
年
の
﹁
お
く

り
び
と
﹂︵
滝
田
洋
二
郎
監
督
︶

以
来
２
作
目
と
な
る
。

　

28
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ

ム
ズ
紙
は
、今
回
の
受
賞
を﹁
日

本
の
映
画
製
作
者
が
国
際
的
に

高
い
評
価
を
得
る
た
め
に
ゆ
っ

く
り
と
戻
っ
て
き
た
こ
と
の
頂

点
の
よ
う
な
も
の
だ
﹂
と
評
し

た
。
日
本
の
映
画
は
黒
澤
明
、

溝
口
健
二
、
小
津
安
二
郎
な
ど

の
監
督
が
世
界
的
に
賞
賛
さ
れ

た
20
世
紀
半
ば
の
栄
光
か
ら
長

い
間
消
え
て
い
た
が
、
３
年
前

に
は
是
枝
裕
和
監
督
の
﹁
万
引

き
家
族
﹂
が
カ
ン
ヌ
映
画
祭
で

パ
ル
ム
ド
ー
ル
を
受
賞
、
黒
沢

清
監
督
が
﹁
ス
パ
イ
の
妻
﹂
で

２
０
２
０
年
の
ベ
ネ
チ
ア
映
画

祭
で
銀
獅
子
賞
︵
監
督
賞
︶
を

受
賞
す
る
な
ど
少
し
づ
つ
評
価

さ
れ
て
き
て
い
た
と
し
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
村
上
春

樹
の
小
説
を
原
作
と
す
る
﹁
ド

ラ
イ
ブ
・
マ
イ
・
カ
ー
﹂
は
﹁
コ

ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
日
本
を
見
せ

つ
つ
社
会
か
ら
孤
立
し
た
人
々

を
描
き
出
し
た
も
の
で
、
日
本

社
会
に
対
す
る
西
洋
の
印
象
と

響
き
合
っ
て
い
る
﹂
と
し
た
。

受
賞
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
濱

口
監
督
が
、
映
画
の
テ
ー
マ
が

国
境
を
超
え
て
う
ま
く
翻
訳
さ

れ
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、﹁
喪

失
に
つ
い
て
の
話
、
そ
の
喪
失

後
の
生
き
方
は
多
く
の
人
々
の

共
感
を
呼
ん
だ
と
思
う
﹂
と
語

っ
た
こ
と
を
紹
介
、
国
を
超
え

た
普
遍
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
ま
た
、
現
在
の
日
本
の

映
画
は
広
告
代
理
店
や
テ
レ
ビ

な
ど
か
ら
製
作
資
金
を
調
達
す

る
の
が
一
般
的
だ
が
、
こ
の
作

品
は
小
さ
な
制
作
会
社
で
資
金

を
集
め
製
作
し
た
点
に
注
目

し
、
今
後
の
日
本
の
映
画
製
作

の
あ
り
方
を
変
え
る
可
能
性
に

触
れ
て
い
る
。

　

28
日
付
Ａ
Ｐ
通
信
は
、
作
品

賞
、
監
督
賞
、
脚
本
賞
な
ど
４

部
門
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
同

映
画
の
国
際
長
編
映
画
賞
受
賞

に
は
﹁
誰
も
驚
か
な
か
っ
た
﹂

と
書
い
た
。
そ
れ
で
も
﹁
イ
タ

リ
ア
の
﹃
神
の
手
﹄、
デ
ン
マ

ー
ク
の
﹃
逃
げ
る
﹄、
ブ
ー
タ

ン
の
﹃
ル
ナ
ナ

：

教
室
の
ヤ

ク
﹄
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
﹃
世
界

最
悪
の
人
物
﹄
な
ど
強
力
な
作

品
を
打
ち
負
か
し
た
﹂
と
そ
の

快
挙
を
強
調
し
た
。

　

ハ
リ
ウ
ッ
ド
・
リ
ポ
ー
タ
ー

誌
は
、
作
品
は
昨
年
の
カ
ン
ヌ

国
際
映
画
祭
で
脚
本
賞
︵
濱
口

竜
介
、
大
江
崇
允
︶、
今
年
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ロ
ー
ブ
賞
で
外

国
語
映
画
賞
、
全
米
映
画
批
評

家
協
会
賞
で
主
演
男
優
賞
︵
西

島
秀
俊
︶
と
脚
本
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
評
論
家
ら
か
ら
す
で
に

高
い
評
価
を
得
て
い
た
と
し
、

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
４
部
門
ノ
ミ

ネ
ー
ト
は
黒
澤
明
の
﹁
乱
﹂
と

並
ぶ
も
の
だ
っ
た
と
紹
介
し
て

い
る
。

　

非
営
利
慈
善
団
体
ハ
ブ
・
パ

ー
ク
︵
本
部
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ)

は
、
４
月
中
、
コ
ロ
ナ
禍

で
苦
し
む
子
供
た
ち
を
支
援
す

る
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
第
3
回
﹁
オ

リ
ガ
ミ
・
キ
ッ
ズ
・
チ

ャ
レ
ン
ジ　

２
０
２
２

︵O
r

ig
a

m
i 

K
id

s 
C

h
allen

g
e 2

0
2

2

︶
﹂

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す

る
。

　

千
羽
鶴
に
癒
し
の
祈
り

を
込
め
る
伝
統
に
な
ぞ
ら

え
て
、
折
り
鶴
を
折
っ
て

写
真
を
撮
り
、
ハ
ッ
シ
ュ

タ

グ#
O

rigam
iK

ids
C

hallenge

を
付
け
て
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
投
稿
す
る
と
、
協

賛
企
業
や
個
人
の
寄
付
に

よ
る
協
力
で
同
団
体
を
通

じ
て
米
国
内
で
支
援
を
必

要
と
す
る
子
供
た
ち
に
食

事
や
本
が
送
ら
れ
る
。
折

り
鶴
１
羽
に
つ
き
１
ド
ル

が
慈
善
団
体
フ
ィ
ー
デ
ィ

ン
グ
・
ア
メ
リ
カ
に
寄
付

さ
れ
、
１
ド
ル
に
つ
き
10

食
分
が
送
ら
れ
る
。
詳
細

は
下
記
を
参
照
。

ド
ラ
イ
ブ
・
マ
イ
・
カ
ー
の
国
際
長
編
映
画
賞
受
賞
を
大
き
く
報
じ
る
３

月
29
日
付
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙

折り鶴で子供たちを支援

食料や本など寄贈
オリガミ・キッズ・チャレンジ２０２２

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ボ
イ
ス
コ

ー
チ
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
バ

ー
バ
ラ
・
マ
イ
ヤ
ー
・
ガ
ス
タ

ー
ン
さ
ん
︵
87
︶
が
３
月
10
日

夜
、
チ
ェ
ル
シ
ー
の
自
宅
近
く

の
路
上
で
タ
ク
シ
ー
を
待
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
背
後
か
ら
突
き

飛
ば
さ
れ
て
死
亡
し
た
事
件

で
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
出
身

の
ロ
ー
レ
ン
・
パ
ツ
ィ
エ
ン
ツ

ァ
被
告
︵
26
︶
が
過
失
致
死
罪

な
ど
で
起
訴
さ
れ
た
。

　

87
歳
の
ガ
ス
タ
ー
ン
さ
ん
は

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
﹁
オ
ク
ラ
ホ
マ
！
﹂
の
リ
バ

イ
バ
ル
公
演
で
キ
ャ
ス
ト
の
ボ

イ
ス
コ
ー
チ
を
務
め
る
な
ど
長

年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
躍
し
て

お
り
、
事
件
の
あ
っ
た
日
は
生

徒
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
観
に

行
く
予
定
だ
っ
た
。
意
識
を
失

う
前
、
ガ
ス
タ
ー
ン
さ
ん
は
警

察
に
﹁
見
知
ら
ぬ
女
性
が
近
づ

い
て
き
て
罵
ら
れ
、
背
後
か
ら

突
き
飛
ば
さ
れ
た
﹂
と
話
し
て

い
た
と
い
う
。
道
路
に
倒
れ
頭

部
を
強
打
し
た
ガ
ス
タ
ー
ン
さ

ん
は
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
が
、

外
傷
性
脳
損
傷
に
よ
り
16
日
に

亡
く
な
っ
た
。
パ
ツ
ィ
エ
ン
ツ

ァ
被
告
は
近
く
で
婚
約
者
と
口

論
し
て
い
る
様
子
が
目
撃
さ
れ

て
お
り
、
救
急
車
が
到
着
す
る

様
子
を
近
く
で
見
て
い
た
と
い

う
。
動
機
は
不
明
。
有
罪
の
場

合
、
最
高
で
25
年
の
禁
固
刑
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
︵
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ)

に
よ
る
と
、
３
月
23
日

午
後
１
時
10
分
ご
ろ
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
地
下
鉄
Ｊ
ラ
イ
ン
の

サ
イ
プ
レ
ス
ヒ
ル
ズ
、
ヴ
ァ
ン

シ
ク
レ
ン
駅
ク
イ
ー
ン
ズ
行
き

車
内
で
、
27
歳
の
男
性
が
、
ほ

か
の
男
性
乗
客
２
人
と
争
い
に

な
り
、
ひ
と
り
か
ら
刃
物
で

左
眉
の
上
を
切
り
つ
け
ら
れ

た
。
被
害
者
の
男
性
は
病
院
に

搬
送
さ
れ
容
態
は
安
定
し
て
い

る
と
い
う
。
２
人
の
犯
人
は
犯

行
後
車
両
を
飛
び
出
し
、
現

在
も
逃
走
中
。
警
察
に
よ
る

と
、
赤
と
青
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

着
て
い
た
と
い
う
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ

で
は
犯
人
逮
捕
に
つ
な
が
る
情

報
提
供
を
求
め
て
い
る
。
電
話

８
０
０
・
５
７
７
・
８
４
７
７

︵
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
︶
ま
た
は
オ
ン

ラ

イ

ンcrim
estoppers.

nypdonline.org

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
は
３
月

23
日
、
さ
る
18
日
午
後
11
時
ご

ろ
ハ
ー
レ
ム
の
路
上
で
女
性
を

襲
っ
た
ラ
シ
ー
ン
・
デ
イ
ビ
ス

容
疑
者
︵
39
︶
を
逮
捕
し
殺
人

未
遂
、
強
姦
未
遂
、
強
盗
、
性

的
虐
待
の
罪
で
起
訴
し
た
。

市
警
に
よ
る
と
被
害
者
の
女

性
︵
43
︶
は
事
件
当
時
レ
ノ
ッ

ク
ス
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
と
ア
ダ

ム
・
ク
レ
イ
ト
ン
・
ブ
ル
バ
ー

ド
の
間
の
西
１
２
３
丁
目
に
い

た
が
、
後
ろ
か
ら
近
づ
い
て
き

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
国
際
長
編
映
画
賞
を
受
賞

濱口竜介監督の「ドライブ・マイ・カー」

日本映画の真髄ゆっくり復活

喪
失
へ
の
国
境
超
え
た
共
感

路
上
で
突
き
飛
ば
し
女
性
死
亡

犯
人
の
女
性
を
起
訴

地
下
鉄
車
内
で

顔
切
ら
れ
る

路
上
で
背
後
か
ら

殴
っ
た
男
を
逮
捕

https://origamikids.org/events/origami-kids-challenge-2022-announcement/

た
デ
イ
ビ
ス
容
疑
者
に
頭
を
殴

ら
れ
、
地
面
に
倒
れ
た
ま
ま
頭

部
と
全
身
を
蹴
ら
れ
た
と
さ
れ

る
。
容
疑
者
は
そ
の
後
レ
イ
プ

し
よ
う
と
し
た
後
、
現
場
か
ら

逃
走
し
た
と
い
う
。
被
害
者
は

重
度
の
頭
部
外
傷
を
負
い
、
危

篤
状
態
と
な
っ
た
。

配
偶
者
の
雇
用
証
明

移
民
局
が
新
ク
ラ
ス

　

米
移
民
局
は
、
Ｅ
ビ
ザ
及

び
Ｌ
ビ
ザ
保
持
者
の
配
偶
者

が
、
雇
用
許
可
証
と
し
て
使

用
で
き
る
書
類
︵I-94

︶
に

関
し
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
発

表
し
、
1
月
30
日
か
ら
Ｅ
お

よ
び
Ｌ
ビ
ザ
の
配
偶
者
と
子

ど
も
を
区
別
す
る
た
め
の

新
し
い
入
国
許
可
ク
ラ
ス

︵C
lass of A

dm
ission

＝

C
O

A

︶
コ
ー
ド
が
記
載
さ

れ
たI-94

の
発
行
を
開
始

し
て
い
る
。E

-1S

、E
-2S

、

E
-3S

、L-2S

の
入
国
許
可

ク
ラ
ス
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ

た
有
効
期
限
内
のI-94

は
、

配
偶
者
の
雇
用
許
可
証
と
し

て
認
め
ら
れ
る
。
詳
細
は
移

民
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照

https://w
w

w
.uscis.gov

©
﹁
ド
ラ
イ
ブ
・
マ
イ
カ
ー
﹂
制
作
委
員
会

Photo courtesy of Sideshow
& Janus Film

s

https://origamikids.org/events/origami-kids-challenge-2022-announcement/
https://www.uscis.gov
https://www.uscis.gov
https://www.uscis.gov
https://www.uscis.gov
tel:2122136069
http://www.yamagatadental.com
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税

金

特

集

⑨

連
邦
政
府
か
ら
の
給
付
金

と
扶
養
子
女
税
額
控
除

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　

C
O

V
ID

-19

の
感
染
拡
大

は
米
国
の
個
人
所
得
税
確
定
申

告
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
皆
様
の
中
に
も
昨
年
連
邦

政
府
か
ら
現
金
給
付
を
受
け
取

ら
れ
た
方
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
給
付
金
も
確
定
申
告

に
影
響
す
る
一
つ
で
す
。
今
回

は
皆
様
の
関
心
の
高
い
連
邦
政

府
か
ら
の
給
付
金
と
扶
養
子
女

税
額
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

▽
米
国
救
済
計
画
法
に
よ
る
給

付
金

　

給
付
金
は
こ
れ
ま
で
３
回
に

わ
た
り
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
回
目
は
納
税
者
１
人
あ
た
り

１
２
０
０
ド
ル
︵
合
算
申
告
で

２
４
０
０
ド
ル
︶
、
２
回
目
は

６
０
０
ド
ル
︵
１
２
０
０
ド

ル
︶
、
３
回
目
は
１
４
０
０
ド

ル
︵
２
８
０
０
ド
ル
︶
の
現
金

給
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

計
３
回
の
現
金
給
付
の
う
ち
、

３
回
目
の
給
付
金
は
、
現
在
申

告
を
行
っ
て
い
る
２
０
２
１
年

の
確
定
申
告
で
の
控
除
の
前
払

い
と
な
り
ま
す
。
こ
の
給
付
金

は
19
年
ま
た
は
20
年
の
確
定
申

告
の
情
報
か
ら
対
象
者
の
算
定

と
給
付
額
が
決
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
実
際
に
は
こ
の
４
月
18
日

に
申
告
期
限
を
迎
え
る
21
年
の

確
定
申
告
で
の
税
額
控
除
の
前

払
い
で
す
の
で
、
申
告
の
際
に

正
し
い
給
付
額
を
請
求
す
る
チ

ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

給
付
さ
れ
た
金
額
が
21
年
の
実

際
の
所
得
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ

た
金
額
よ
り
少
な
い
場
合
は
差

額
分
を
、
今
回
か
ら
申
告
を
始

め
る
な
ど
の
理
由
で
給
付
を
受

け
取
っ
て
い
な
い
方
は
満
額
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

給
付
さ
れ
た
金
額
の
方
が
算
定

し
な
お
し
た
金
額
よ
り
大
き
い

場
合
は
税
額
控
除
を
請
求
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
基
本

的
に
は
超
過
分
を
返
納
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
の
給
付
で
満
額
を

受
け
取
っ
て
い
な
い
方
は
、
21

年
の
調
整
後
総
所
得︵
Ａ
Ｇ
Ｉ
︶

を
元
に
正
し
い
給
付
額
を
算
出

し
、
控
除
請
求
で
き
る
差
額
が

あ
る
か
ど
う
か
把
握
し
て
く
だ

さ
い
。
対
象
者
は
21
年
末
に
米

国
居
住
者
で
、
Ａ
Ｇ
Ｉ
が
独
身

で
７
万
５
０
０
０
ド
ル
︵
合
算

申
告
で
15
万
ド
ル
︶
ま
で
の
方

で
満
額
の
支
給
と
な
り
ま
す

が
、
こ
の
所
得
水
準
か
ら
減
額

が
開
始
さ
れ
、
８
万
ド
ル
︵
合

算
申
告
で
16
万
ド
ル
︶
の
方
で

支
給
額
が
ゼ
ロ
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
片
方
の
配
偶
者
が
Ｓ
Ｓ

Ｎ
を
保
持
し
て
い
る
場
合
は
一

人
分
の
み
と
は
い
え
給
付
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
扶
養
子
女
税
額
控
除

　

21
年
は
前
述
の
給
付
金
に
加

え
て
、
18
歳
未
満
の
適
格
子

女
を
対
象
と
し
て
扶
養
子
女

税
額
控
除
が
拡
充
さ
れ
ま
し

た
。
年
末
時
点
で
６
歳
未
満
の

適
格
子
女
が
い
る
場
合
は
追
加

で
一
人
に
つ
き
１
６
０
０
ド

ル
、
18
歳
未
満
の
場
合
は
追
加

で
１
０
０
０
ド
ル
の
控
除
が
認

め
ら
れ
、
そ
の
全
額
が
還
付
請

求
が
可
能
な
控
除
と
な
っ
て

い
ま
す
。
Ａ
Ｇ
Ｉ
が
独
身
で

７
万
５
０
０
０
ド
ル
︵
合
算
申

告
で
15
万
ド
ル
︶
か
ら
、
Ａ
Ｇ

Ｉ
が
１
０
０
０
ド
ル
超
過
す
る

ご
と
に
50
ド
ル
が
減
額
さ
れ
ま

す
が
、
従
来
か
ら
認
め
ら
れ
て

い
る
基
本
の
扶
養
子
女
税
額
控

除
２
０
０
０
ド
ル
分
は
、
従
来

通
り
の
独
身
で
20
万
ド
ル
︵
合

算
申
告
で
40
万
ド
ル
︶
か
ら
の

減
額
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
税

額
控
除
は
、
そ
の
見
込
み
額
の

半
額
が
21
年
７
月
か
ら
12
月
に

か
け
て
前
払
い
さ
れ
て
い
ま

す
。
前
払
い
さ
れ
た
控
除
は
Ｉ

Ｒ
Ｓ
が
皆
さ
ん
に
支
給
記
録
を

発
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
支

払
記
録
に
記
載
さ
れ
た
金
額
を

Form
 8812

を
通
し
て
報
告

し
ま
し
ょ
う
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒
２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識
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﹁
会
計
基
準
で
読
ん
だ
ん
じ

ゃ
が
、“

あ
ん
こ
が
な
い
け
ど

食
べ
て
ね”

と
は
な
ん
じ
ゃ
？
﹂

会
社
経
営
者
の
鬣
︵
た
て
が
み
︶

は
会
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
譲

矢
謙
吉
︵
ゆ
ず
り
や
け
ん
き
ち
、

通
称
、
譲
謙
ゆ
ず
け
ん
︶
に
た

ず

ね

た
。
﹁U

nrecognized 
T

ax B
enefit (

Ｕ
Ｔ
Ｂ) 

の

こ
と
で
す
ね
﹂
﹁
そ
れ
じ
ゃ
。

わ
し
は
あ
ん
こ
が
好
き
な
ん
じ

ゃ
が
の
ぉ
﹂
﹁
Ｕ
Ｔ
Ｂ
は
決
算

書
の
税
金
計
算
の
数
値
が
税
務

調
査
を
受
け
た
場
合
に
否
認
さ

れ
追
加
計
上
さ
れ
る
可
能
性
の

高
い
税
金
費
用
の
こ
と
で
す
﹂　
　
　
　

　

﹁
そ
れ
っ
て
永
久
差
異
や
一

時
差
異
の
こ
と
か
？
い
わ
ゆ
る

繰
延
税
金
資
産
や
負
債
の
こ
と

か
﹂
﹁
似
て
い
ま
す
が
、
ち
ょ

っ
と
違
い
ま
す
。
税
務
上
と
会

計
上
の
税
金
費
用
の
違
い
で
あ

る
こ
と
は
同
じ
で
す
が
、
税
務

申
告
書
上
で
税
務
調
査
が
行
わ

れ
た
場
合
に
否
認
さ
れ
る
確

率
が
50
％
超
で
あ
る
場
合
の

税
務
費
用
を
言
い
ま
す
。
こ

の
50
％
の
確
率
は
Ｍ
Ｌ
Ｔ
Ｎ 

(M
ore-L

ikely
-T

han
-N

ot 
Standard)

と
い
わ
れ
て
い
ま

す
﹂
﹁
な
ん
じ
ゃ
か
、
よ
く
わ

か
ら
ん
の
う
。
例
を
あ
げ
て
教

え
て
く
れ
ん
か
？
﹂
﹁
例
え
ば

減
価
償
却
費
は
申
告
書
で
税
務

上
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
行
っ

て
い
れ
ば
、
た
と
え
帳
簿
上
と

税
務
上
の
減
価
償
却
方
法
が
異

な
っ
て
い
て
も
税
務
申
告
書
上

の
減
価
償
却
費
は
否
認
さ
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

を
税
法
上
認
め
ら
れ
な
い
短
い

減
価
償
却
期
間
で
処
理
し
て
い

た
場
合
に
は
税
務
調
査
で
否
認

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
場
合
に
は
Ｕ
Ｔ
Ｂ
が
計
上
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ
る

会
社
が
減
価
償
却
費
を
会
計
上

10
万
ド
ル
、
税
務
上
50
万
ド
ル

計
上
し
て
い
た
場
合
、
税
務
上

の
利
益
︵T

ax benefit

︶
は

８
万
４
０
０
０
ド
ル 

︵= 

50
万

ド
ル - 

10
万
ド
ル) 

× 

21
％
︶

で
す
が
、
税
法
上
は
減
価
償
却

費
が
本
来
20
万
ド
ル
し
か
認
め

ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
30
万

ド
ル
︵= 

50
万
ド
ル- 

20
万
ド

ル
︶
が
税
務
調
査
に
入
ら
れ
る

と
否
認
さ
れ
て
し
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
６
万
３
０
０
０
ド

ル (= 

30
万
ド
ル
× 

21
％
︶
が

Ｕ
Ｔ
Ｂ
と
し
て
税
金
費
用
が
会

計
上
計
上
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
﹂

　

﹁
そ
れ
っ
て
、
繰
延
税
金
で

調
整
さ
れ
る
よ
な
？
﹂﹁
そ
の

通
り
で
す
。
一
時
差
異
は
た
と

え
Ｕ
Ｔ
Ｂ
を
計
上
し
て
も
税
金

費
用
の
影
響
は
損
益
に
は
な

く
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
や
支
払
税
金

利
子
の
み
が
損
益
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
そ
れ
ら
も
見
積
計
上

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
そ
れ
ら
は
、
Ｕ
Ｔ
Ｂ
の
金

額
と
と
も
に
注
記
で
も
開
示
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
﹂﹁
じ
ゃ

あ
、
Ｕ
Ｔ
Ｂ
で
実
質
的
に
問
題

と
な
る
の
は
永
久
差
異
の
み

か
？
﹂﹁
そ
の
通
り
で
す
﹂﹁
ど

ん
な
も
の
が
あ
る
の
じ
ゃ
？
﹂

﹁
例
え
ば
、
繰
越
欠
損
金
︵
Ｎ

Ｏ
Ｌ
︶
の
利
用
金
額
の
税
務
調

整
に
よ
る
減
額
、
移
転
価
格
ポ

ジ
シ
ョ
ン
の
税
務
調
査
に
よ
る

変
更
な
ど
で
す
﹂﹁
そ
れ
は
大

き
な
影
響
が
あ
る
な
﹂﹁
そ
の

通
り
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
監

査
を
受
け
て
い
る
会
社
は
移
転

価
格
に
つ
い
て
は
、
内
国
歳
入

法
に
準
拠
し
た
移
転
価
格
ス
タ

デ
ィ
を
必
ず
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
﹂﹁
わ
し
の
会
社
は

監
査
を
受
け
て
い
な
い
か
ら
必

要
な
い
な
。
あ
り
が
と
う
よ
く

わ
か
っ
た
﹂

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務
所

(www.saikos.com, info@
saikos.com)

：

齊
藤
幸
喜

あ
ん
こ
が
な
い
け
ど
食
べ
て
ね

　

恒
例
の
世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ

ン
グ
が
３
月
18
日
に
報
告
さ

れ
、
調
査
対
象
の
１
４
６
か
国

の
う
ち
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
５
年

連
続
で
１
位
の
座
を
維
持
し
、

米
国
は
昨
年
か
ら
３
位
上
昇
の

19
位
、
日
本
は
54
位
だ
っ
た
。 

　

同
報
告
は
、
世
論
調
査
会
社

ギ
ャ
ラ
ッ
プ
が
各
国
の
１
人
当

た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
寿
命
、
社
会

的
支
援
、
選
択
の
自
由
を
含
む

６
項
目
を
調
査
し
た
結
果
を
基

に
、
国
連
の
持
続
可
能
開
発
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
分
析
し
、
各
国
の
国
民
が

感
じ
て
い
る
幸
福
度
を
格
付
け

し
て
い
る
。
10
回
目
と
な
る
今

年
の
報
告
は
、
さ
ら
に
正
確

な
数
値
を
把
握
で
き
る
よ
う

２
０
１
９
〜
21
年
の
３
年
間
の

調
査
結
果
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て

い
る
。
以
下
上
位
５
位
は
、
２

位
デ
ン
マ
ー
ク
、
３
位
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
、
４
位
ス
イ
ス
、
５
位

オ
ラ
ン
ダ
。 

　

今
回
の
報
告
に
関
し
、
同
報

告
書
の
編
集
者
で
あ
る
ジ
ェ
フ

リ
ー
・
サ
ッ
ク
ス
氏
は
﹁
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
と
戦
争
の
時
世
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
幸
福
度
の
調

査
に
尽
く
す
必
要
が
あ
っ
た
。

幸
福
に
は
、
社
会
的
支
援
、
お

互
い
の
思
い
や
り
、
政
府
の
誠

意
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
過

去
10
年
間
で
分
か
っ
た
。
政
治

は
、
昔
か
ら
指
導
者
の
権
力
で

は
な
く
人
々
の
幸
福
の
た
め
に

指
揮
さ
れ
る
べ
き
だ
っ
た
こ
と

を
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
認

識
す
る
べ
き
だ
﹂
と
伝
え
て
い

る
。
ま
た
同
じ
く
編
集
者
の
ジ

ョ
ン
・
ヘ
リ
ウ
ェ
ル
氏
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
﹁
博
愛
と
信
頼
﹂
が

幸
福
感
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と

が
新
た
に
分
か
っ
た
と
話
し
て

い
る
。
同
氏
に
よ
る
と
、
21
年

に
は
﹁
知
ら
な
い
人
で
も
助
け

る
﹂﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
﹂

﹁
寄
付
を
す
る
﹂
の
３
つ
の
慈

善
行
為
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前

に
比
べ
25
％
増
加
し
た
。

　

詳
細
はw

orldhappiness.
report

を
参
照
す
る
。

コロナ禍
ランク

新たな幸福要素

　

ジ
ェ
ト
ロ
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い

る
米
国
の
日
系
企
業
の
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
在

北
米
各
ジ
ェ
ト
ロ
事
務
所

に
相
談
窓
口
を
設
置
し
て

い
る
。

　

在
北
米
各
ジ
ェ
ト
ロ
事

務
所
で
活
動
を
掌
握
し
て

い
る
弁
護
士
、
会
計
士
等

現
地
専
門
家
を
活
用
し
、

現
地
日
系
企
業
が
抱
え
る

労
務
・
法
務
・
税
務
な
ど

の
課
題
に
対
す
る
個
別
相

談
︵
無
料
︶
も
受
け
付
け

て
い
る
。
同
事
務
所
で
は

活
用
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
所
在
州
に
よ
り
担
当

す
る
ジ
ェ
ト
ロ
事
務
所
が

異
な
る
た
め
、
下
記
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
該
当
事
務

所
を
確
認
す
る
。

ジ
ェ
ト
ロ
が
相
談
窓
口

在
北
米
日
系
企
業
向
け

https://www.jetro.go.jp/jetro/overseas/us_newyork/info/20200403.

http://www.saikos.com
http://www.saikos.com
http://www.saikos.com
https://www.jetro.go.jp/jetro/overseas/us_newyork/info/20200403
https://www.takenakapartners.com/
https://www.maxjob.com/
https://www.mtckitchen.com
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リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
と
企
業
文
化
の
維
持

〜
ア
ポ
ロ
宇
宙
船
基
地
の
ト
イ
レ
清
掃
員
の
目
的
意
識
と
通
ず
る
と
こ
ろ

クイック USA

85

で
は
、
す
べ
て
の
従
業
員
が
高

い
目
的
意
識
の
元
に
働
い
て
お

り
、
ト
イ
レ
の
清
掃
係
ま
で
が

﹁
自
分
は
ト
イ
レ
を
掃
除
し
て

い
る
の
で
は
な
い
、
人
類
が
月

に
立
つ
こ
と
を
助
け
て
い
る
ん

だ
﹂
と
言
う
ほ
ど
目
的
意
識
が

強
か
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ

こ
ま
で
目
的
意
識
が
共
有
さ
れ

て
い
れ
ば
組
織
内
で
は
お
の
ず

と
ベ
ク
ト
ル
が
合
い
、
そ
れ
が

渦
を
巻
く
よ
う
に
強
い
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
、
あ
ら
ゆ

る
社
員
の
あ
ら
ゆ
る
タ
ス
ク
に

強
い
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る

は
ず
で
す
。
で
も
リ
モ
ー
ト
環

境
で
は
、
ど
の
様
に
し
た
ら
そ

の
よ
う
な
強
い
ビ
ジ
ョ
ン
の
共

有
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

C
hristensen

は
﹁
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
が
け
る
こ

と
の
み
﹂
と
言
い
ま
す
。
経
営

陣
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
こ
と
を
心
か
ら
大
事
だ
と

思
い
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
な

っ
て
自
然
と
で
き
て
し
ま
っ
た

壁
を
取
る
よ
う
な
努
力
を
、
日

常
の
仕
事
と
し
て
い
つ
も
心
が

け
る
こ
と
、と
言
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
リ
モ
ー
ト
下
で
、
企
業
文

化
を
伝
え
、
維
持
す
る
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ス

ト
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
ビ
デ
オ
と
音
声
の
選
択
肢
が

あ
っ
た
ら
、
必
ず
ビ
デ
オ
を
選

ぶ
こ
と
。
当
然
な
が
ら
全
員
に

ビ
デ
オ
を
オ
ン
に
し
て
も
ら
う

事
。
そ
し
て
、
最
新
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
積
極
的
に
使
っ
て
い

く
こ
と
。
現
在
は
20
人
が
ス
ク

リ
ー
ン
シ
ェ
ア
を
行
え
る
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
も
出
て
い
る
そ

う
で
す
。
そ
し
て
機
会
が
あ
る

ご
と
に
、
そ
の
企
業
ら
し
さ
や

文
化
を
み
ん
な
に
発
信
し
ま

す
。

・
チ
ー
ム
ハ
ド
ル
と
言
わ
れ
る
、

チ
ー
ム
の
一
体
感
と
モ
チ
ベ
ー

伝
説
の
ホ
テ
ル

チ
ェ
ル
シ
ー
新
装

　

先
月
は
、
意
識
改
革
に
つ
い

て
日
系
企
業
の
お
客
様
の
動
き

に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
が
、
先

日T
rainingM

ag

と
い
う
ウ

エ
ビ
ナ
ー
研
修
を
毎
日
実
施
し

て
い
る
米
国
の
大
手
研
修
会

社
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で”

C
om

-
pany C

ulture for V
irtual 

W
orkplace”

と
い
う
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

　

米
国
で
も
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
下
で
の
意
識
改
革
、
並
び
に

企
業
文
化
の
維
持
、
企
業
文
化

の
発
露
の
難
し
さ
、
ま
た
企
業

文
化
を
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
合

わ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
、
な
ど
の
疑
問
が
上
が
っ
て

き
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

講
師
のJill C

hristensen

は
、
リ
モ
ー
ト
下
で
の
組
織
文

化
の
定
着
、
維
持
に
つ
い
て
、

１
９
７
０
年
代
の
ア
ポ
ロ
宇
宙

船
を
製
造
し
て
い
る
現
場
で
の

話
を
持
ち
出
し
ま
し
た
。
そ
こ

シ
ョ
ン
を
上
げ
る
た
め
の
モ
ー

ニ
ン
グ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
持
つ

こ
と
。
ト
ッ
プ
は
で
き
る
だ
け

社
員
と
話
し
た
り
、
一
緒
に
い

る
時
間
を
作
っ
て
、
企
業
の
文

化
を
保
つ
努
力
を
す
る
こ
と
。

・O
ne on O

ne

：
チ
ー
ム
だ

け
で
は
な
く
、
一
人
一
人
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
時
間

を
持
つ
こ
と
。

・
リ
ー
ダ
ー
Ｑ
＆
Ａ
セ
ッ
シ
ョ

ン
：
経
営
陣
に
気
軽
に
質
問
で

き
る
時
間
を
設
け
る
。
組
織
の

方
向
性
が
保
た
れ
る
う
え
、
経

営
陣
も
社
員
が
考
え
て
い
る
こ

と
を
よ
く
理
解
で
き
る
。

・
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

リ
ー
ダ
ー
を
持
ち
回
り
に
す

る
：
同
じ
人
が
い
つ
も
司
会
を

す
る
の
で
は
な
く
、
違
う
人
が

違
う
や
り
方
、
違
う
視
点
か
ら

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と

で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
お
い

て
も
組
織
内
の
風
通
し
を
向
上

さ
せ
る
結
果
と
な
る
。

・E
m

ail box for ideas

：

メ
ー
ル
で
意
見
箱
に
ア
イ
デ
ア

を
ド
ロ
ッ
プ
す
る
。

・
フ
ォ
ー
カ
ス
グ
ル
ー
プ
：
経

営
陣
が
社
員
に
対
し
て
、
会
社

は
ど
う
い
う
文
化
を
持
っ
て
い

る
か
、
ど
の
様
な
方
向
性
を
望

ん
で
い
る
か
な
ど
、
社
員
か
ら

意
見
を
聴
く
。

　

こ
こ
ま
で
や
る
の
か
、
と
い

う
ほ
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー

で
す
。
こ
ん
な
こ
と
ば
か
り
し

て
い
た
ら
、仕
事
が
出
来
な
い
、

と
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

　

C
hristensen

は
、
こ
れ
ら

を
経
営
陣
が
日
常
の
仕
事
に
組

み
入
れ
る
と
い
う
発
想
の
転
換

こ
そ
、
企
業
文
化
の
維
持
、
発

露
に
つ
な
が
る
と
強
調
し
ま
し

た
。
何
事
も
、
ト
ッ
プ
が
手
を

付
け
な
け
れ
ば
変
化
は
期
待
で

き
ま
せ
ん
。

　

３
月
20
日
付
の
Ｎ
Ｙ
ポ
ス
ト

紙
電
子
版
の
記
事
は
、
著
名
人

た
ち
が
定
宿
と
し
た
老
舗
ホ
テ

ル
・
チ
ェ
ル
シ
ー
が
11
年
の
閉

館
を
経
て
営
業
を
再
開
す
る
と

伝
え
た
。 

　

１
８
８
３
年
創
業
の
同
ホ
テ

ル
は
、
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ

ル
や
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
、
マ
ド

ン
ナ
ほ
か
多
数
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
作
家

た
ち
が
別
宅
と
し
て
長
期
滞

在
し
、
作
家
ア
ー
サ
ー
・
Ｃ
・

ク
ラ
ー
ク
は
滞
在
中
に
小
説

﹃
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
﹄
を

執
筆
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る

な
ど
、
数
々
の
伝
説
が
残
さ
れ

て
い
る
。
１
９
６
６
年
に
Ｎ
Ｙ

市
歴
史
建
造
物
、
77
年
に
米
国

家
歴
史
登
録
財
に
登
録
さ
れ

た
。
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
は
、
長

年
同
ホ
テ
ル
に
勤
め
た
名
物
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ス
タ
ン
レ
ー
・

バ
ー
ド
氏
の
２
０
１
７
年
の
訃

報
を
﹁
宿
屋
主
人
の
ロ
ビ
ン
・

フ
ッ
ド
死
去
﹂
と
伝
え
た
。 

　

同
ホ
テ
ル
は
す
で
に
宿
泊
の

予
約
受
付
を
始
め
て
い
る
が
、

い
ま
だ
改
装
工
事
が
行
わ
れ
て

お
り
騒
音
が
あ
る
た
め
、
料
金

に
関
し
て
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上

で
﹁
通
常
よ
り
安
め
の
ハ
ー
ド

ハ
ッ
ト
︵
安
全
ヘ
ル
メ
ッ
ト
︶

値
段
で
提
供
﹂
と
し
て
い
る
。

工
事
は
今
夏
完
了
予
定
で
、
全

１
５
５
室
が
利
用
可
能
と
な

る
。 

　

Ｎ
Ｙ
市
運
輸
局
︵
Ｄ
Ｏ
Ｔ
︶

は
３
月
12
日
、
巨
大
な
直
方
体

の
﹁
駐
輪
ポ
ッ
ド
﹂
の
試
験
的

利
用
を
開
始
し
た
。
箱
型
で
移

動
式
の
同
駐
輪
ポ
ッ
ド
を
製
作

す
る
の
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
拠

点
と
す
るO

onee
で
、
同
局

は
天
井
部
分
に
は
草
花
が
植
え

ら
れ
Ｎ
Ｙ
の
街
並
み
に
合
う
デ

ザ
イ
ン
の
﹁
ミ
ニ
﹂
を
発
注
し

た
。
同
製
品
は
、
路
上
駐
車
場

１
台
分
に
収
ま
る
サ
イ
ズ
で
、

自
転
車
６
台
を
収
納
で
き
る
。 

　

Ｎ
Ｙ
市
で
は
、
試
験
期
間
が

29
日
を
超
え
る
場
合
は
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
＆
特
許
審
査
委
員
会

の
承
認
が
必
要
と
な
る
た
め
、

同
駐
輪
ポ
ッ
ド
は
７
月
ま
で
の

試
験
期
間
中
、マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、
ク
イ
ー
ン
ズ

の
自
転
車
量
の
多
い
地
区
５
か

所
を
29
日
毎
に
移
動
す
る
。
利

用
料
金
は
発
生
し
な
い
。
最
初

の
設
置
場
所
と
な
っ
た
ミ
ー
ト

パ
ッ
キ
ン
グ
地
区
で
、
同
企
画

の
発
表
会
見
を
行
っ
た
イ
ェ
ダ

ニ
ス
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
同
局
長
は

﹁
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
に
自
転
車

利
用
者
が
増
加
し
た
が
、
安
全

な
駐
輪
場
を
見
つ
け
る
の
は
容

易
で
は
な
い
。
サ
イ
ク
リ
ス
ト

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
ミ

ニ
を
利
用
し
て
感
想
を
伝
え
て

ほ
し
い
﹂
と
話
し
た
。 

移動式駐輪場
サイクリスト増で設置

　

Ｎ
Ｙ
公
立
図
書
館
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｌ
︶
は
３
月
16
日
、
Ｎ
Ｙ
市
内

と
し
て
は
初
の
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
図
書
館
を
ス
タ

テ
ン
島
に
開
館
し
た
。
ネ
ッ

ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、

省
エ
ネ
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
設
備
を
備
え
て
建
物
内
で
消

費
す
る
電
力
を
自
給
自
足
す
る

も
の
で
、
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
第
14
館
目

と
な
る
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
分
館

︵
ブ
リ
ッ
ク
タ
ウ
ン
・
ウ
エ
ー

２
２
５
番
地
、
ブ
リ
ッ
ク
タ
ウ

ン
・
コ
モ
ン
ズ
内
︶
の
屋
根
に

は
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ

﹁
年
間
消
費
す
る
ほ
ぼ
１
０
０

％
の
電
力
を
供
給
す
る
﹂
と
い

う
。

　

建
設
費
１
７
０
万
ド
ル
を
投

じ
た
同
図
書
館
内
で
は
、
読
み

聞
か
せ
エ
リ
ア
や
ベ
ビ
ー
カ
ー

置
場
の
あ
る
子
ど
も
室
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
完
備
の
テ
ィ
ー
ン
ル

ー
ム
、
成
人
セ
ク
シ
ョ
ン
が
利

用
で
き
る
ほ
か
、
建
築
家
ジ
ョ

ン
・
Ｍ
・
カ
レ
ー
ル
と
ト
ー
マ

ス
・
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ス
が
42

丁
目
本
館
の
た
め
に
１
９
０
７

年
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
椅
子
を
メ

イ
ン
州
の
手
製
家
具
メ
ー
カ

ー
、
ト
ス
・
モ
ー
ザ
ー
が
復
元

し
た
﹁
ブ
ラ
ン
チ
・
チ
ェ
ア
﹂

が
置
か
れ
て
い
る
。 

同
図
書

館
の
建
設
過
程
の
63
％
に
、
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
及
び
女
性
が
経
営

す
る
事
業
が
参
加
し
た
。

電
力
は
自
給

自
足
図
書
館

　

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
通
勤
時

間
が
減
っ
た
分
だ
け
、
経
営
陣

こ
そ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
量
と
質
を
心
掛
け
る
こ
と
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え

る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
に
は

特
に
敏
感
に
な
る
こ
と
。
そ
し

て
、
経
営
陣
こ
そ
が
企
業
文
化

と
会
話
を
重
視
し
て
い
る
姿
勢

を
積
極
的
に
、
機
会
あ
る
ご
と

に
示
し
て
い
く
こ
と
。
こ
れ
ら

が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
下
に
お
い

て
も
、
健
全
な
組
織
文
化
が
維

持
さ
れ
、
醸
成
さ
れ
る
条
件
と

な
り
ま
す
。

今
泉
江
利
子

Waterview Consulting 
Group, Inc.

　CEO
www.919usa.com

楽しい
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2021 年（令和 3 年）4 月 2 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［総　合］　　(8  )

テーマ：COVID-19 の今、サクラの下、安全で健康なライフを過ごすには！　無料　どなたでも参加できます！
期間： 4 月 9 日（土）から 5 月 8 日（日） 
共催： ニューヨーク日系人会（ＪＡＡ）、邦人医療支援ネットワーク (JAMSNET)　後援：在ニューヨーク日本国総領事館  　　　 
 Online & JAA Hall: ニューヨーク日系人会 /JAA, 49 West 45th St., 11th Floor, New York, NY 10036　(Between 5th & 6th Ave.)　　

＊お申し込みはニューヨーク日系人会 212-840-6942 / info@jaany.org （但し、指定の連絡先以外）（企画により食事代・材料代の徴収があります）

第
14
回
サ
ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
・
フ
ェ
ア

支援：米国三井物産基金、米国日本人医師会

4 月 時間 タイトル 企画担当　講師 / 指導者（敬称略） 定員

9 日
（土）

4/9 から
YouTube 配信

お好きな時間に
視聴できます

オンライン YouTube
日系人強制収容の歴史「古本武司さんのストーリー」

強制収容所生まれのベトナム帰還兵〜強制収容から 80 年

取材：津山恵子（ジャーナリスト）
撮影・編集：柏原雅弘（ビデオグラファー）
企画：JAA

視聴ご希望の方は JAA にお申込みください。YouTube リンクを E メールで送ります。

14:00-16:00
コミュニティーカフェ @ JAA Hall（お茶・お菓子付き）

どなたでも参加できる雑談の場です。居合わせた方と楽しく
お話したり Activity をしましょう。マスクは持参ください。

担当：坂神けいこ (NY 市保健精神衛生局 )　 
企画：高齢者問題協議会

15

19:00-20:00 オンライン (ZOOM) 講座：「チョムスキーと言語脳科学」読後討論会　 講師：杉村真美　企画：HEIAN
10 日（日） 13:00-16:00 オンライン (ZOOM) & JAA Hall：『春の句会』 企画：俳句会「方舟」ハコ句会

11 日
（月）

10:00-12:00 春らしいヘアスタイルにしましょう！　シニアへの無料へアカット
担当：田原ミチ、佐々木ノリ、津田やすこ、
小林はるか（ヘアスタイリスト）

20

13 日（水） 11:30-12:30 裏千家茶道デモンストレーション 講師：真田宗知、鈴木宗律 ( 裏千家助教授 )

14 日
（木）

10:00-12:00 電話個別相談室「法律相談室（移民法以外）」（各 30 分） 担当：笠野玲子（弁護士）　企画：JAA 4

12:00-14:00
春の敬老会〜 BentOn のお弁当〜

愛世梨乃さんの歌とギタリスト小川智也さんの演奏で民謡やアニメソング
をお楽しみください。参加費：会員 $5

企画：JAA 社会福祉部

15 日
（金）

10:00-12:00 折り紙クラス 
〜世代を超えて折り紙を楽しみましょう〜　会場：JAA Hall

講師：小林利子 (ATR-BC, ATCS, LCAT)
企画：OrigamiTherapy Association 10

19 日
（火）

19:00-21:00 オンライン (ZOOM) ＆ JAA Hall：
ニューヨーク混声合唱団による公開リハーサル

指揮・指導：嶋田あや、ピアノ：浅沼里香子 
企画：ニューヨーク混声合唱団

21 日（木） 10:00-12:00 電話個別無料相談「米国の移民法」（各 15 分） 担当：寺井真美（弁護士）　企画：JAA 8

22 日
（金）

11:00-12:00 墨画 　会場：JAA Hall 指導：萩原敏子 5

13:15-15:00 オンライン (ZOOM) & JAA Hall：JAA コーラス 指導ディレクター：田中智弥
企画：JAA コーラス部

　

23 日
（土）

11:00-14:00 第 17 回『桜祭り』at Flushing Meadows Corona Park バス・お弁当代：JAA 会員 $10/ 非会員 $15

10:00-11:30 オンライン (ZOOM) 講座：『子育て期の女性の体の変化と健康管理』
講師：澤井未央（産婦人科医） 
企画：NY すくすく会

13:00-14:30 オンライン (ZOOM) & JAA Hall：『リモート茶話会』
弓削看護師と話そう�身体の不調や介護・認知症その他

講師：弓削容子（在宅訪問看護師）
企画：NY シルバー会

19:00-20:30 オンライン (ZOOM) 講座：アドバンスケア
講師：中川俊一（コロンビア大学病院緩和ケ
ア医師）　企画：Japanese SHARE & JAA

4/23
（土）
から
5/9

（月）
配信

オンライン
(YouTube)

講座

ライオンズ大学：大人の教養講座シリーズ　大好評のインターネット配信！第 4 弾！
日本で大人気の有名講師陣が YouTube で講演配信！　4 月 23 日（土）〜 5 月 9 日（月）まで公開中

★ 4/23（土）15:00-17:00   JAA ホールの TV にて公開視聴！　ご自宅で視聴できない方はご参加ください★
各講師 30 分の凝縮セミナー。全てご自由に視聴できます。　申込先：NY 日系人会 info@jaany.org

「これで安心！おひとりさまの永住帰国」　
講師：山口里美（一般社団法人日本リレーショ
ンサポート協会 代表理事）

「kimono と五感で楽らく認知症ケアと予防！
コロナの嗅覚低下改善にも効果的」

講師：石川立美子（介護研究家）

「心と身体もスッキリ！イスを使って簡単にできる古典ヨガと瞑想」 講師：中里えみこ（古典ヨガインストラクター）

「タオルからぬいぐるみを作る〜『たおるマジックセラピー講座』」　 講師：占部千代子（心と身体のカウンセラー）

24 日
（日）

10:00-11:30 オンライン (ZOOM) 講座：
不妊治療中の前向きな心と体の作り方講座

講師：表西 恵 (Ph.D)、澤井未央（産婦人科医）
企画：YM メディカルネットワーク

17:00-18:00 オンライン (ZOOM) 講座：『子供の目について』
講師：遊馬 吉右衛門（眼科医） 
企画：NY すくすく会

25 日
（月）

13:00-15:00 ボランティアセミナー＆浴衣着付け体験会 @ JAA Hall 企画：NY de Volunteer

16:00-18:00 オンライン (ZOOM) & JAA Hall
身体と心の落ち着きを得る静坐実習会

講師：名倉幹（東本願寺僧侶）

18:00-19:00 オンライン (ZOOM) 講座：心身のバランスを整える呼吸法、
簡単なヨガのポーズ、臼井式レイキの練習と実践（初心者向け）

講師：渡辺奈月（ホリスティックヘルス・インストラクター）
企画：一般社団法人ホールフード・ライフスタイル研究所

26 日
（火）

10:00-11:30 オンライン (ZOOM) 講座：『ニューヨークすくすく会　お茶会』
〜お産の流れと産後の生活〜

講師：野村有視、宮所明菜　
企画：ニューヨークすくすく会

10:45-11:45 太極拳とバランスエクササイズ　会場：JAA Hall 講師：髙橋悦子　企画：JAA 10
13:00-14:00 書道クラス体験　会場： JAA Hall 講師：書道部師範　企画：JAA 10

27 日
（水）

10:00-11:30 オンライン (ZOOM) 講座：
パートナーとの健康的な関係の作り方講座

講演者：窪田絵里 (Ph.D), 
ノーラ・コーリ (LCSW, LMSW, MSW),  
永尾香織 (ATR-BC),  澤田美希子 (LSCW)　
企画：YM メディカルネットワーク

15:00-16:00 オンライン (ZOOM) & JAA Hall：
邦人安全対策虎の巻〜 NYPD 現役担当官が教えてくれる身の守り方

講師：NYPD
企画：在 NY 日本国総領事館、
NY 日系ライオンズクラブ

18:00-19:00 オンライン (ZOOM) 講座：心身のバランスを整える呼吸法、
簡単なヨガのポーズ、臼井式レイキの練習と実践（中級者向け）

講師：渡辺奈月（ホリスティックヘルス・インストラクター）
企画：一般社団法人ホールフード・ライフスタイル研究所

19:00-20:30 オンライン (ZOOM) 講座：ライフ・バランス・ワークショップ
講師：ブロディー愛子

（ICF 認定ライフコーチ） All Is Well Coaching

28 日
（木）

12:00-14:00
4 月の第 2 敬老会〜 BentOn のお弁当〜
安西弦医師の「健康についてのお話」、

Iwaki Band の音楽をお楽しみください。参加費：会員 $5
企画：JAA 社会福祉部

29 日
（金）

10:00-11:15 オンライン (ZOOM) 講座：お家でできる子供の体と心の発達を促す遊び
◆申込み、問合せ：appletimeny@hotmail.co.jp

講師：スバシュニック松田直子（米国作業療法士）
企画：アップルタイム

15:00-16:00 オンライン (ZOOM) 講座：NY 州の公的医療保険（オバマケア）について
講師：井口 愛　企画：日米ソーシャルサー
ビス (JASSI)

30 日
（土）

10:00-12:00 オンライン (ZOOM) 講座：『妊婦さんとパパの懇親会』
講師：加納麻紀（内科・小児科医）、新場裕美（国
際認定ラクテーション・コンサルタント、助
産師）　企画：NY すくすく会

13:00-14:00 オンライン (ZOOM) 講座：おうちでできる簡単養生レシピ
講師：浅野祥子＆マイヤ・ロビンソン （クリ
ニカル・ハーバリスト）

19:00-20:00 オンライン (ZOOM) 講座：夏目漱石「こころ」読後討論会　 講師：杉村真美　企画：HEIAN
5 月 時間 タイトル 企画担当　講師 / 指導者（敬称略） 定員

1 日
（日）

13:00-16:45

第 3 回乳がんシンポジウム＠イーストコースト・サウス　　　　　　　　　　
＜最新の科学治療法と遺伝子検査との関係＞

医師講演　『最新の検査による乳がん個別化治療』　　　　　
『更年期と閉経と婦人科系がん』

経験者トーク『乳がん再発患者としての 16 年』
参加申込は BC ネットワークホームページから  http://bcnetwork.org 

参加申込BCネットワークHPで配信 (ZOOM)招待URLを4/23（土）に発表。
オンライン (ZOOM) 参加人数制限なし、会場参加 40 名迄　

会場：NY 日系人会 49 West 45th St., 11th Floor, NYC

企画：BC ネットワーク
司会：久下香織子キャスター
講師：上野直人 医師

（腫瘍内科教授・テキサス MD アンダーソン
がんセンター）
講師：常盤真琴 医師

（産婦人科准教授・コロンビア大学病院 ）
講師：山本眞基子（BC ネットワーク代表）

4 日
（水）

13:00-15:00 子供の歯科＆医療セミナー 　会場： JAA Hall 講師：ロバート・リム（歯科医）、
加納麻紀（小児科医）　企画：NY すくすく会

20

6 日
（金）

10:30-11:30 オンライン (ZOOM) 講座：
ウォームアップ＆リラクゼーションストレッチ

講師：オシオリ依子
(AFAA 公認 Aerobics Instructor)

8 日
（日）

10:00-12:00 乳幼児＆成人の心肺蘇生 (CPR) ワークショップ
〜意識不明、呼吸困難など、緊急事態の対応〜　会場：JAA Hall

講師：加納麻紀＆金原聡子（内科・小児科医）
企画：ニューヨークすくすく会

15:00-17:00 唄と舞（よさこい） 梨乃＆天手古舞 　会場：JAA Hall 企画：Mar Creation, Inc.

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶
は
邦

人
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︵
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
︶
と
共
催
で
第
14
回
サ
ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
・
フ

ェ
ア
︵
後
援
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
︶

を
４
月
９
日
︵
土
︶
か
ら
５
月
８
日
︵
日
︶
ま
で
、

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で

開
催
す
る
。
23
日
︵
土
︶
に
は
３
年
ぶ
り
に
桜

祭
り
が
開
催
さ
れ
る
。
会
場
と
な
る
ク
イ
ー
ン

ズ
の
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・
メ
ド
ウ
・
コ
ロ
ナ
パ
ー

ク
で
は
Ｊ
Ａ
Ａ
が
２
０
０
１
年
か
ら
サ
ク
ラ
の

木
を
寄
付
し
て
今
で
は
３
０
０
本
以
上
の
桜
が

咲
く
市
内
屈
指
の
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

当
日
は
、
僧
太
鼓
、
Ｊ
Ａ
Ａ
コ
ー
ラ
ス
、
沖

縄
三
線
と
琉
球
踊
り
な
ど
を
行
う
予
定
。
さ
く

ら
祭
り
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て
い

た
た
め
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
。
当
日
は
Ｎ

Ｙ
日
系
人
会
前
︵
西
45
丁
目
49
番
地
︶
か
ら
午

前
10
時
に
大
型
バ
ス
２
台
が
出
発
す
る
。
午

後
３
時
に
日
系
人
会
前
で
解
散
。
バ
ス
と
弁
当

の
定
員
は
２
０
０
人
で
、
申
し
込
み
が
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
る
。
バ
ス
代
と
弁
当
代
を

合
わ
せ
た
参
加
費
は
、
Ｊ
Ａ
Ａ
会
員
は
10
ド

ル
、
非
会
員
は
15
ド
ル
。
申
し
込
み
と
詳
細
は

info@
jaany.org

　

を
参
照
。

mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:appletimeny@hotmail.co.jp
http://bcnetwork.org
mailto:info@jaany.org
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    The Japanese American Association 
of New York, also known as the “JAA”, 
and the Consulate-General of Japan in 
New York have jointly organized the 
“Japanese Food Drive”. The food was 
donated to the Food Bank offi ce in Har-
lem at 2:00 p.m. on Friday, March 11th. 
The donation included 700 pounds of 
rice (half of which was Tohoku rice), 
snacks, instant noodles and cup noodles. 
Ito En North America also donated 300 
bottles of Japanese tea. A total of $8,400 
in food and donations was delivered.
    The donation ceremony was attended 
by Ms. Natsuko Oku, Deputy Director 
of the Japan Information Center of the 
Consulate-General of Japan in New 
York, Mr. Koji Sato, President of the 
JAA, Ms. Suki Terada Ports, Director 
Emeritus of the JAA, Mr. Gary Mori-
waki, honorable chairman, Mr. Kazuo 
Koshi, Executive Chairman of the Board 
of MUFG, and Mr. Joshua W. Walker, 
President of the Japan Society, attend-
ed on behalf of Japanese companies. 
This campaign has been held every 
year since 2014 to express gratitude for 
New York’s support during the Great 
East Japan Earthquake, however it was 
canceled in 2020 and 2021 due to the 

pandemic. This was the fi rst time in two 
years that a donation had been made.
     At the ceremony, Ms. Oku, Deputy 
Director of the Japan Information Cen-
ter of the Consulate-General of Japan in 
New York, said, “I would like to express 
my gratitude to the people of New York, 
who experienced the 9/11 terrorist at-
tacks, and to the people of Japan, who 
experienced the Great East Japan Earth-
quake on 3/11. I hope that we Japanese 
can support each other and deepen the 
friendship between Japan and the U.S. 
through this activity. Let us do our best 
for each other. Gambarimasho!”.
     The President of the JAA, Mr. Sato, 
said, “The Japanese American communi-
ty is grateful to the people of New York 
for their support 11 years ago at the time 
of the Great East Japan Earthquake.
MUFG Chairman Mr. Koshi thanked the 
visitors, saying, “We were able to make 
this event possible with the cooperation 
of many parts of the Japanese American 
community”.
     Ms. Sultana Ocasio, Director of 
Food Bank NYC’s Community Kitch-
en, thanked the Japanese American 
community for their continued support, 
saying, “Food assistance is an activity 
that depends on the support of many 
different communities, and we sincerely 
appreciate the continued support from 
the Japanese American community.”
 (Photo and article by Ryoichi Miura, 　
translated by Marie Koss)

   There is a neighborhood in Manhattan’s 
East Village known as “Little Ukraine”, 
home to about 60,000 Ukrainian citizens 
who run restaurants and form the largest 
community on the East Coast.
     Three weeks have passed since Russia 
invaded Ukraine. The war situation contin-
ues to get worse, and many citizens in New 
York City are doing everything they can to 
assist their country’s tragedy. One of them 
is RAZOM, a Ukrainian aid organization. 
Since the beginning of the war, they have 
been sending medical supplies and other 
items through their local network.
     On Tuesday, March 15th, Mr. Bon Yagi, 

73, president of T.I.C. Restaurant Group, 
a Japanese businessman that has been 
doing business near Veselka, a long-es-
tablished Ukrainian restaurant started 
in 1954. There, Mr. Yagi delivered a 
$11,000 check in support of Ukraine to 
RAZOM. This amount was a portion 
of the revenues from Hasaki, Sakagu-
ra, Curryya, Rairaiken, Sobaya, Hai 
Kara, Deshiberu, Cha-an, and Shabu-
tatsu, all of which are part of his T.I.C. 
Restaurant Group in New York City. 
“We received support from the local 
community during the Great East Japan 
Earthquake,” said Mr. Yagi, who came 

up with the idea of donating on the day 
Russia invaded Ukraine.
    “We sincerely appreciate the support 
from our Japanese friends who also live 
in the East Village. We will use it to stop 
the bloodshed of those who are bleeding 
locally” said Dora Chomiak, a represen-
tative of RAZOM.  “We’ll utilize it to 
put an end to the slaughter among those 
who are bleeding in the area.” 
  Jason Birchard, second generation 
owner of Veselka, said, “Sending love 
and peace to Ukraine is the greatest 
thing we can do right now,” . (Ryoichi 
Miura, translated by Marie Koss)

From left Mr,Yagi, Ms. Chomiak of RAZOM, Mr. Birchard of Veselka and volunteers of RAZOM. Photo by Ryoichi Miura

JAPAN VOICE
THE

Japanese Food Drive 
donated to FOOD BANK

in Harlem NYC

SUPPORT TO UKRAINE FROM EAST VILLAGE
Japanese “T.I.C. Restaurant Group” donated $11,000 to RAZOM

Cool Japan fron the New Yorker’s View point

https://america-keitai.com/
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コロナ禍を生き抜いてきた旅行業界の「今」
日
系
旅
行
会
社
の
ス
タ
ッ
フ
が

現
場
で
感
じ
た
２
年
間

　
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
の
２
年
、
苦
難
を
強
い
ら
れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
。
そ
の
中
で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
旅
行
業
界
に
お
い
て
、
仕
事
の
進
め
方
に
起
き
た
大
き
な
変
化
や
、
規
制
が
緩
ま
っ
て
少
し
ず
つ
旅
に
出

る
人
も
増
え
つ
つ
あ
る
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、全
米
に
展
開
す
る
日
系
旅
行
会
社
﹁
ア
ム
ネ
ッ
ト
﹂
に
話
を
聞
い
た
。

│
│
コ
ロ
ナ
禍
も
早
2
年
が
過

ぎ
、
振
り
返
っ
て
み
て
ど
う
で

す
か
？

千
葉
氏

：

私
ど
も
旅
行
代
理

店
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
猛
威
に
よ
り
こ
れ
ま
で
に
な

い
打
撃
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

で
す
が
、
こ
の
２
年
と
い
う
長

い
間
も
い
つ
か
明
る
い
光
が
見

え
る
と
信
じ
、
暗
い
ト
ン
ネ
ル

の
中
を
必
死
に
走
り
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
も
お

客
さ
ま
、
お
取
引
先
さ
ま
の
温

か
い
ご
支
援
の
お
か
げ
だ
と
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
に
安
心
し

て
笑
顔
で
ご
旅
行
い
た
だ
け
る

よ
う
、
誠
心
誠
意
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

│
│
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
ど
ん
な

変
化
が
あ
り
ま
し
た
か
？

北
村
氏

：

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
弊
社
で
は
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
や

ニ
ュ
ー
ス
の
生
配
信
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
の
情
報
発
信
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
取
り
組
み

に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

お
か
げ
も
あ
り
、
対
面
で
お
会

い
す
る
の
が
難
し
い
状
況
下
に

も
関
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

鈴
木
氏

：

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ

か
け
に
弊
社
を
知
っ
て
い
た
だ

い
た
方
も
多
く
、
苦
し
い
こ
と

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

岩
﨑
氏

：

皆
さ
ま
に
少
し
で

も
安
心
し
て
ご
旅
行
い
た
だ
け

る
よ
う
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
で
情
報
を
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

│
│
先
日
水
際
対
策
が
一
部
緩

和
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
へ
の

帰
国
の
状
況
は
ど
う
で
す
か
？

石
黒
氏

：

ま
ず
は
﹁
お
待
た

せ
し
ま
し
た
！
﹂
と
お
伝
え
し

た
い
で
す
。
今
年
３
月
１
日
の

水
際
対
策
緩
和
の
発
表
以
降
、

お
か
げ
さ
ま
で
た
く
さ
ん
の
お

問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
首
を
長
く
し
て
待
っ

て
こ
ら
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
﹁
や

っ
と
日
本
に
帰
れ
る
﹂
と
喜
び

の
声
を
い
た
だ
き
、
自
分
の
こ

と
の
よ
う
に
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
引
き
続
き
陰
性
証
明
や
ア

プ
リ
、
外
国
籍
の
方
の
入
国
制

限
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ

ま
が
一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
禍
前

の
よ
う
に
故
郷
に
戻
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

│
│
ア
メ
リ
カ
国
内
外
の
観
光

地
の
状
況
は
ど
う
で
す
か
？

杉
浦
氏

：

こ
の
長
い
自
粛
生

活
の
中
、
旅
行
を
我
慢
し
て
き

た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
で
は
多
く
の
観
光
地
が
再
開

し
て
お
り
、人
気
の
フ
ロ
リ
ダ
・

デ
ィ
ズ
ニ
ー
で
は
新
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
や
パ
レ
ー
ド
も
再
開
、

ア
メ
リ
カ
の
お
隣
カ
リ
ブ
海
諸

国
で
は
入
国
に
ワ
ク
チ
ン
・
陰

性
証
明
が
不
要
な
国
も
増
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
現
在
予
約

が
集
中
し
、
２
〜
３
カ
月
先
の

予
約
も
取
り
に
く
い
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
連
休

や
夏
休
み
の
ご
旅
行
を
お
考
え

の
方
は
、
早
め
の
計
画
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

 

│
│
最
後
に
一
言
お
願
い
し

ま
す
。

千
葉
氏

：

ア
ム
ネ
ッ
ト
に
は

全
米
中
に
﹁
家
族
﹂
と
も
呼
べ

る
社
員
た
ち
が
い
ま
す
。
オ
ン

ラ
イ
ン
が
普
及
す
る
中
、﹁
人
﹂

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
、こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
に﹁
感

動
﹂
と
﹁
体
験
﹂
を
お
届
け
し

て
参
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
も
少
し
ず

つ
落
ち
着
き
を
見
せ
始
め
た

今
、
今
後
の
旅
行
業
界
の
展
開

に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

  統括マネージャー 千葉氏   日本行き航空券予約 石黒氏   営業 北村氏

  マスコットキャラクター アムニーくん  マーケティング 岩﨑氏  バケーションデスク 杉浦氏  営業 鈴木氏

旅行会社アムネット
TEL:  1(800)929-2663（Toll Free）

WEB: amnet-usa.com

NYコミュニティに参加して、楽しいアクティブアダルトライフを！
　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ
て
２
０

２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日
本
帰
国
支
援

サ

ー

ビ

ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 PRO
JECT

﹂

の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
が
、
お
陰
様
で

こ
の
１
年
で
約
１
０
０
名
が
参
加
頂
け
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ

ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ

か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
た

り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し
て
、﹁
お
金
・

健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂
の
4
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩
み
を
解
決
し
て
い

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
毎
月
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル

ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強
み
を
活
か
し

て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本
の
若
者
を
一
緒

に
元
気
に
し
た
い
! !
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
一
変
し
ま
し
た
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し

た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築

き
、
人
生
よ
り
幸
せ
に
歩
ん
で
い

き
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
将
来

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
現
役
世

代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

て
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な

い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に
相
談

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

　

FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱
え
て
い

る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら
に

特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は　

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.com

︶

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
︵
日
本

語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
有
料
・
無

料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
希
望

か
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

無料NYコミュニティ参加の特典

有料NYコミュニティ会員の特典

「ワークショップ・アクティブアダルトライフ～日本帰国を考える7回シリーズ～第3弾」（無料）

・日本の情報などこれからの老後生活に有益な情報
がメルマガで得られる

・オンラインのワークショップ等のセミナー案内が
優先的に届く

・ワークショップに参加できなかった方は、セミ
ナー動画の閲覧が可能

・お悩みに対して相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報

・オンラインでの健康コンサルティングの料金特別
割引

無料会員の特典をさらにパワーアップし、有料会員
限定の特典をご提供します。

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員
の方同士でオンライン・オフラインで繋がれる）

・有料会員向けメルマガ（月1回の有料会員限定の
日本帰国に関する有益情報）

・セミナー優先案内と優先申込（事務局が主催する
セミナーを先行案内）

・有料会員限定イベント（今後一時帰国プランや住
まい探しイベントなどを企画予定）

・FURUSATO PROJECTサービスを特別価格にてご
提案

・少人数制イベントへの参加費は無料（一般参加は
2000円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受け
られます

＜有料コミュニティ会費＞　月1,650円（税込）

FURUSATO PROJECT NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　　久松　茂　(hisamatsu@nyseikatsu.com)

FURUSATO PROJECT では、将来のご帰
国に向けた準備をスムーズにしていただ
くため、お客様それぞれのニーズに合わ
せた、「リアル一時帰国・視察 & 体験ツ
アー」と「バーチャル一時帰国・視察 &
体験ツアー」をご提案いたしております。
詳細は事務局までお問合せください。

NY コミュニティに登録すると、全 7 回シリーズのオンラインワークショップなどのイベントに参加できます。

◆ 3 月：日本に帰国するために必要なチェックリストと解決方法（終了）
◆ 5 月：帰国準備の進め方〜これからのキャッシュフローを万全にする〜
◆ 7 月：帰国準備の進め方〜 401K や年金、税金対策〜
◆ 9 月：帰国準備の進め方〜健康を手に入れる 今から取り組むべきこと〜
◆ 11月：帰国準備の進め方〜最適な賃貸・分譲を見つける対策〜
◆ 1 月：帰国準備の進め方〜最適な介護施設を見つける対策〜

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://www.amnet-usa.com/


(11  )　　 ［ローカル面］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022 年（令和 4 年）4 月 2 日（土）

 ローカル
  スクランブル　
 WESTCHESTER & CT

　

イ
ー
ス
タ
ー
︵
復
活
祭
︶
は

十
字
架
に
架
け
ら
れ
て
死
ん
だ

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
３
日
目

に
復
活
し
た
こ
と
を
祝
う
も
の

で
、
キ
リ
ス
ト
教
に
於
け
る
最

も
重
要
な
祝
日
。
ク
リ
ス
マ
ス

と
違
い
、
年
に
よ
っ
て
日
付
が

変
わ
る
移
動
祝
日
︵
春
分
の
後

の
最
初
の
満
月
の
次
の
日
曜

日
︶
で
、
今
年
の
イ
ー
ス
タ
ー

は
４
月
17
日
︵
東
方
教
会
は
24

日
︶
。
そ
し
て
イ
ー
ス
タ
ー
と

い
え
ば
子
供
た
ち
が
大
好
き
な

エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
！　

他
の
イ
ベ

ン
ト
同
様
、
コ
ロ
ナ
の
た
め
に

中
止
と
な
っ
て
い
た
エ
ッ
グ
ハ

ン
ト
が
各
地
で
２
年
ぶ
り
に
復

活
す
る
。

w
w

w
.stew

leo
n

a
rd

s.
co

m
/ev

en
ts-at-stew

-
leo

n
ard

s/d
etails/?e-

bid=291490665427

■
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
・
ハ
イ
ツ
で

エ
ッ
グ
ハ
ン
ト

　

町
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
共

催
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
12
歳
以
下

の
子
供
対
象
。
ス
ペ
シ
ャ
ル
エ

ッ
グ
を
見
つ
け
た
子
供
に
は
賞

品
が
出
る
。
イ
ー
ス
タ
ー
バ
ニ

ー
と
写
真
撮
影
も
。
参
加
費
無

料
。

日
時
：
４
月
９
日
︵
土
︶
午
前

９
時
半
、
10
時
半
、
11
時
半
の

３
回　

︵
雨
天
の
場
合
16
日
に

順
延
︶。
予
約
不
要
。

場

所

：D
ow

ning Park 

(C
rom

pon
d R

d. Y
ork

-
tow

n H
eights)

■
農
園
で
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト

　

ノ
ー
ス
セ
ー
ラ
ム
に
あ
る
家

族
経
営
の
農
園
で
楽
し
む
エ
ッ

グ
ハ
ン
ト
。
ア
ッ
プ
ル
ピ
ッ
キ

ン
グ
農
場
と
し
て
人
気
が
高
い

が
、
リ
ン
ゴ
の
シ
ー
ズ
ン
以
外

で
も
農
場
産
の
新
鮮
な
野
菜
や

卵
、
肉
類
の
ほ
か
地
元
産
の
チ

ー
ズ
、
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
、

ハ
ニ
ー
な
ど
が
買
え
る
。
エ
ッ

グ
ハ
ン
ト
は
８
歳
以
下
が
対
象

で
３
歳
以
下
、
４
〜
６
歳
、
７

〜
８
歳
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
行
わ
れ
る
。参
加
費
18
ド
ル
。

日
時
：
４
月
９
日
︵
土
︶、
10

日︵
日
︶、15
日︵
土
︶、16
日︵
日
︶

時
間
は
年
齢
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

異
な
る
。

場

所

：H
arvest M

oon 
F

arm
 &

am
p; O

rch
ard 

(130 H
ardscrabble R

d. 
N

orth Salem
) 

チ
ケ
ッ
ト
購
入
：https://

h
arv

estm
oon

farm
an

-
dorchard.com

/egg-hunt

■
ヨ
ン
カ
ー
ス
で
エ
ッ
グ
ハ
ン

ト
　

ヨ
ン
カ
ー
ス
市
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
で
、
広
々
し
た
原
っ
ぱ
で

エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
を
楽
し
む
。
10

歳
以
下
の
子
供
対
象
で
年
齢
ご

と
に
時
間
を
分
け
て
３
回
行
わ

れ
る
。
参
加
費
無
料
。

日
時
：
４
月
16
日
︵
水
︶
午
前

10
時
４
歳
以
下
、
午
前
10
時
半

５
〜
７
歳
、
午
前
11
時
８
〜
10

歳
。
予
約
不
要
。

場

所

：M
ar M

em
orial 

F
ield 

︵285 N
epperhan 

A
ve.

の
公
園
事
務
所
裏
側
の

C
opcutt Lane

︶
雨
天
決
行
。

■
イ
ー
ス
タ
ー
バ
ニ
ー
と
一
緒

に
写
真
撮
影

　

ヨ
ン
カ
ー
ス
の
ク
ロ
ス
カ
ウ

ン
テ
ィ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
い
か
に
も
ア
メ
リ
カ
ン

な
う
さ
ぎ
の
着
ぐ
る
み
と
写
真

撮
影
。
参
加
費
無
料
。

日
時
：
４
月
16
日
︵
土
︶
ま
で

エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
情
報

月
〜
土
午
前
11
時
か
ら
午
後
７

時
、
日
の
み
正
午
〜
午
後
６
時

場

所

：C
ross C

ounty 
Shoppin

g C
en

ter

︵

旧

Sprint

店

舗

︶8000 M
all 

W
alk, Y

onkers　

週
末
は
混

雑
す
る
の
で
事
前
予
約
が
お
す

す
め
。　

予

約

：　

w
w

w
.cross-

c
o

u
n

ty
c

e
n

te
r.c

o
m

/
e

v
e

n
t/E

a
s

te
r-B

u
n

-
ny-Photos/2145558448/

■
遊
園
地
で
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト

　

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
の
創
業

１
１
４
年
目
を
迎
え
る
遊
園
地

で
楽
し
む
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
。
ク

ァ
ッ
シ
ー
は
19
世
紀
初
頭
に
全

米
に
２
０
０
０
近
く
あ
っ
た
ト

ロ
リ
ー
パ
ー
ク
の
一
つ
。
ト
ロ

リ
ー
パ
ー
ク
と
は
ト
ロ
リ
ー

Caffe Ammi 
Roasting Co.
109 6th St, Pelham
電話：914-738-2511

月〜金　7：00 〜 17：00
土　8：00 〜 17：00
日　9：00 〜 14：00
http://caffeammi.com/

オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ー
ス
ト
の

コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ

　

時
は
１
９
６
３
年
。
イ
ー
ス

ト
ハ
ー
レ
ム
に
住
む
ア
ミ
ラ
ッ

テ
ィ
・
シ
ニ
ア
が
イ
タ
リ
ア
か

ら
業
務
用
の
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
マ

シ
ン
を
輸
入
し
始
め
た
の
が
始

ま
り
。
今
で
こ
そ
家
庭
用
マ
シ

ン
が
普
及
す
る
ほ
ど
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
に
な
っ
た
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
や

カ
プ
チ
ー
ノ
だ
が
当
時
の
Ｎ
Ｙ

で
は
ま
だ
珍
し
い
飲
み
物
で
、

ア
ミ
ラ
ッ
テ
ィ
氏
は
イ
タ
リ
ア

の
老
舗
チ
ン
バ
リ
社
の
マ
シ
ン

を
米
国
に
輸
入
し
た
最
初
の
人

と
な
る
。
70
年
代
に
入
り
、
ア

ミ
ラ
ッ
テ
ィ
氏
と
息
子
の
ト
ミ

ー
は
自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
豆
の

販
売
を
開
始
。
世
界
中
の
産
地

か
ら
厳
選
し
た
良
質
の
ア
ラ
ビ

ア
豆
を
少
量
ず
つ
自
家
焙
煎
・

い
、
コ
ー
ヒ
ー
好
き
は
た
ま
ら

な
く
幸
せ
な
気
分
に
な
る
。
カ

フ
ェ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
ド
リ
ッ
プ

コ
ー
ヒ
ー
、
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
、

マ
キ
ア
ー
ト
、
コ
ル
タ
ー
ド
、

カ
プ
チ
ー
ノ
、
ラ
テ
、
モ
カ
、

水
出
し
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
。
値
段

は
２
ド
ル
50
セ
ン
ト
か
ら
４
ド

ル
50
セ
ン
ト
と
と
て
も
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
。
も
ち
ろ
ん
豆
も
直
売

し
て
い
る
。
焙
煎
方
法
は
ラ
イ

ト
か
ら
ダ
ー
ク
ま
で
５
種
類
、

産
地
、
単
一
か
ブ
レ
ン
ド
か
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
選

ぶ
の
が
大
変
。
コ
ー
ヒ
ー
好
き

の
人
は
是
非
一
度
お
越
し
あ

れ
。
現
在
は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の

み
。

︵
路
面
電
車
︶
会
社
が
週
末
の

利
用
客
誘
致
の
た
め
始
め
た
も

の
で
、
元
々
は
ピ
ク
ニ
ッ
ク
エ

リ
ア
や
果
樹
園
を
備
え
た
公
園

が
後
に
観
覧
車
、
回
転
木
馬
を

設
置
し
て
遊
園
地
と
な
っ
た
。

現
在
残
っ
て
い
る
ト
ロ
リ
ー
パ

ー
ク
は
全
米
で
11
か
所
の
み
。

エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
の
エ
リ
ア
に
は

子
供
の
み
入
場
可
。
参
加
者
は

卵
を
入
れ
る
袋
持
参
の
こ
と
。

日
時
：
４
月
24
日
︵
日
︶
午
後

３
時
か
ら
。

遊
園
地
入
園
料
：
29
ド
ル
99
セ

ン
ト
。

場

所

：Q
uassy A

m
use-

m
ent &

am
p; W

aterpark 
(2132 M

iddlebu
ry

 R
d, 

M
id

d
leb

u
ry

)　
w

w
w

.
quassy.com

/

販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
確
立
し

た
。
現
在
は
ペ
ル
ハ
ム
の
内
陸

側
、
商
店
街
で
は
な
い
妙
な
場

所
に
店
を
構
え
る
。

　

カ
フ
ェ
に
近
づ
く
に
つ
れ
香

ば
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
が
漂

■
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
エ

ッ
グ
ハ
ン
ト

　

自
社
の
農
場
産
農
産
物
を
販

売
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ス
チ
ュ
ゥ
・
レ

オ
ナ
ル
ド
店
内
で
楽
し
む
エ
ッ

グ
ハ
ン
ト
。
８
歳
以
下
の
子
供

対
象
で
、
店
内
５
か
所
に
設
置

さ
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
回
っ

て
卵
を
集
め
る
。
全
参
加
者
の

う
ち
５
人
に
レ
オ
ナ
ル
ド
特
製

の
イ
ー
ス
タ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
が

当
た
る
。
参
加
費
無
料
。

日
時
：
４
月
５
日
︵
火
︶
午
後

４
時
か
ら
。
要
予
約
。

場
所
：Stew

 Leonard’
s 

(1
 S

tew
 L

eon
ard

 D
r. 

Y
onkers)

ＮＹ州トリビア

ＮＹ州で一番小さい町
　アルバニーから約８マイル北のハ
ドソン川沿いにある「グリーンアイ
ランド」がＮＹ州で最も狭い市町村
で、面積はわずか 1.8 平方キロメー
トル。現在は隣町と地続きだが以
前はチベットアイランドと呼ばれる
島だった。1920 年代にフォード社
の工場が建設され、1000 人近い雇
用を生み出した。工場は 2004 年に
取り壊されたが、工場所有だったダ
ムは所有権が町に移され、現在も電
力を供給している。現在の人口約
2600 人。

食べ歩き

https://harvestmoonfarman-dorchard.com/egg-hunt
https://harvestmoonfarman-dorchard.com/egg-hunt
https://harvestmoonfarman-dorchard.com/egg-hunt
https://harvestmoonfarman-dorchard.com/egg-hunt
https://harvestmoonfarman-dorchard.com/egg-hunt
http://www.cross-co
http://www.cross-co
http://www.cross-co
http://caffeammi.com/
www.quassy.com/
www.stewleonards.com/events-at-stew-leonards/details/?ebid=291490665427
http://www.jwsny.org
http://www.ojfd.com
https://on-timelimo.com/
http://www.kishuya.com/
http://www.kodomony.org
tel:9147771543


2022 年（令和 4 年）4 月 2 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［総　合］　　(12  )

　

ヨ
ガ
講
師
の
ス
パ
ド
ー
ニ
ゆ

か
り
さ
ん
が
４
月
16
日
︵
土
︶

午
後
１
時
30
分
か
ら
と
午
後
８

時
か
ら
の
２
回
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ヨ
ガ
２
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
﹁
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
︵
寄
付
︶
ヨ
ガ 

﹂
を

開
催
す
る
。
イ
ベ
ン
ト
の
前
半

は
、
夫
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の

野
沢
綾
子
さ
ん
に
よ
る
ス
ピ
ー

チ
、
夫
のV

lad

さ
ん
の
テ
レ

ビ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
後
半
は
リ

ス
ト
ラ
テ
ィ
ブ
ヨ
ガ
が
行
わ
れ

る
。
ヨ
ガ
の
レ
ベ
ル
は
問
わ
な

い
、
ま
た
こ
の
日
参
加
で
き
な

い
が
イ
ベ
ン
ト
に
賛
同
す
る
場

合
は
１
か
月
間
有
効
の
録
画
が

送
ら
れ
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

の
参
加
費
は
す
べ
て
﹁H

elp 
V

lad Support U
krainian 

R
efugees

﹂
に
寄
付
さ
れ
る
。

　

参
加
費
は
寄
付
制
︵
推
奨
25

ド
ル
︶。
申
し
込
み
は

https://yukarisyoga.com
/ 

Ｅ

メ

ー

ルyukarispa@
gm

ail.com

に
そ
の
旨
を
メ

ー
ル
す
る
と
イ
ベ
ン
ト
の
リ
ン

ク
が
送
ら
れ
る
。

ウクライナ支援
ヨ
ガ
イ
ベ
ン
ト

　

春
を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
！ 

フ
ィ
レ
肉
と
旬
の
味

覚
に
ピ
ッ
タ
リ
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
ラ
ブ
。
そ
の
味
は
菜
の
花
そ

っ
く
り
で
苦
く
香
り
高
く
美
味

し
い
。
生
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー

ズ
添
え
て
自
然
塩
で
赤
ワ
イ
ン

と
一
緒
に
召
し
上
が
れ
！

作
り
方

①
フ
ィ
レ
肉
は
塩
・
粒
胡
椒
を

振
っ
て
お
く

②
鍋
に
水
を
入
れ
、
沸
騰
し
た

ら
塩
を
少
し
入
れ
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
ラ
ブ
を
１
分
間
茹
で
、
冷
水

に
入
れ
て
冷
ま
す
。
モ
ッ
ツ
ァ

レ
ラ
チ
ー
ズ
の
水
分
を
取
っ
て

ス
ラ
イ
ス
す
る

③
テ
フ
ロ
ン
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
入
れ
、
中
火
で
①
の

フ
ィ
レ
肉
に
焼
色
を
付
け
る
。

火
を
止
め
、
５
分
位
ふ
た
を
し

て
ミ
デ
ィ
ア
ム
レ
ア
に
仕
上
げ

て
お
く

④
お
皿
に
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
ラ
ブ
を
盛
り
、
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
か
け
る
。
ス

ラ
イ
ス
フ
ィ
レ
肉
、
自
然
塩
を

添
え
る

■材料２人分　

フィレ肉 ............80 ×２個
ブロッコリーラブ .......1 束

（根元を切る）
モッツァレラ .120g ×１個
自然塩 .................大さじ２
オリーブオイル ......... 適量

Fillet Beef Slider W/broccoli Rabe, 
Mozzarella cheese

フ
ィ
レ
肉
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
ラ
ブ
、
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ

https://yukarisyoga.com/
https://yukarisyoga.com/
https://yukarisyoga.com/
http://www.keenecenter.org/
tel:2122136069
https://shopnyseikatsu.com/
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3
月
1
日
発
表
の
水
際
対
策

の
緩
和
に
よ
り
、
つ
い
に
日
本

へ
帰
国
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
！
今
年
の
夏
は
日
本
一
時
帰

国
や
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
予
定
を
計
画

し
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
方
に
、

日
本
入
国
最
新
情
報
と
ア
メ
リ

カ
国
内
外
の
お
す
す
め
旅
行
先

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
待
ち
に
待
っ
た
「
日
本
」
一

時
帰
国

　

3
月
か
ら
の
水
際
対
策
の
緩

和
に
よ
り
、
地
方
へ
も
帰
国
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
季
節
は
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り

だ
く
さ
ん
、
ご
家
族
や
ご
友
人

と
の
再
会
を
待
ち
望
ん
で
い
る

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

記
事
作
成
時
現
在
ア
メ
リ
カ

か
ら
日
本
へ
の
入
国
は
、
ブ
ー

ス
タ
ー
︵
ワ
ク
チ
ン
3
回
目
︶

接
種
済
み
の
方
は
入
国
後
の
自

宅
等
で
の
待
機
が
不
要
、
公
共

交
通
機
関
も
使
用
可
能
と
な
り

ま
す
。
ブ
ー
ス
タ
ー
未
接
種
の

方
は
引
き
続
き
7
日
間
の
自
主

待
機
を
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
3

日
目
以
降
の
検
査
結
果
が
陰
性

か
つ
厚
生
労
働
省
か
ら
許
可
が

下
り
次
第
待
機
終
了
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
入
国
後
24
時
間
以

内
に
限
り
、
自
主
待
機
先
へ
の

公
共
交
通
機
関
も
使
用
可
能
で

す
。

　

引
き
続
き
、
陰
性
証
明
書
や

ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
、
入

国
時
の
検
査
な
ど
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、ウ
ェ
ブ
手
続
き︵
フ

ァ
ス
ト
ト
ラ
ッ
ク
︶
で
事
前
登

録
を
済
ま
せ
て
お
く
こ
と
で
、

入
国
時
の
時
間
を
短
縮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

入
国
者
数
や
便
数
に
制
限
が

あ
る
た
め
、
日
本
へ
の
一
時
帰

国
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、

早
め
に
座
席
を
確
保
し
て
お
く

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。︵
外

国
籍
の
方
は
、
引
き
続
き
観
光

目
的
で
の
入
国
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。︶

■
ア
メ
リ
カ
の
お
隣
の
ビ
ー
チ

リ
ゾ
ー
ト
「
カ
ン
ク
ン
」

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
身
近
な
カ
リ

ブ
海
リ
ゾ
ー
ト
﹁
メ
キ
シ
コ
・

カ
ン
ク
ン
﹂。
２
０
２
１
年
夏

に
は
な
ん
と
３
０
０
万
人
以
上

の
旅
行
者
が
カ
ン
ク
ン
︵
キ
ン

タ
ナ
ロ
ー
州
︶
を
訪
れ
ま
し

た
。
各
国
で
入
国
制
限
が
続
く

中
、
メ
キ
シ
コ
入
国
に
は
質
問

票
へ
の
回
答
の
み
で
、
ワ
ク
チ

ン
・
陰
性
証
明
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。︵
※
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

ホ
テ
ル
エ
リ
ア
で
は
、
家
族

向
け
か
ら
カ
ッ
プ
ル
に
人
気
の

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
大
人
専
用

ホ
テ
ル
ま
で
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
ホ
テ
ル
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
オ
ー
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
プ
ラ
ン
な
ら
、
食
事
や
ア
ル

コ
ー
ル
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

な
ど
の
費
用
が
コ
ミ
コ
ミ
で
、

お
財
布
い
ら
ず
で
過
ご
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

ビ
ー
チ
や
ホ
テ
ル
以
外
に

も
、
カ
ン
ク
ン
の
魅
力
と
言
え

ば
世
界
遺
産
や
本
場
メ
キ
シ
コ

料
理
。
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

も
豊
富
で
、
こ
れ
か
ら
の
シ
ー

ズ
ン
は
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
と
泳
ぐ

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
な

ど
貴
重
な
体
験
も
で
き
ま
す
。

※
一
部
の
方
を
除
き
、
海
外
か

ら
ア
メ
リ
カ
に
入
国
す
る
外
国

籍
の
方
は
、
搭
乗
前
に
検
査
証

明
書
に
加
え
ワ
ク
チ
ン
接
種
完

了
証
明
書
の
提
示
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
カ
ン
ク
ン
の
空
港
や

市
内
の
検
査
所
、
ホ
テ
ル
な
ど

で
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
自
宅

ご
と
旅
先
へ
「
国
立
公
園
」

　

ア
メ
リ
カ
に
は
50
か
所
以
上

も
の
国
立
公
園
が
存
在
し
、
そ

の
中
で
も
特
に
人
気
な
の
が

﹁
グ
ラ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
﹂。
ア
リ

ゾ
ナ
州
と
ユ
タ
州
に
ま
た
が
る

パ
ウ
エ
ル
湖
を
中
心
と
し
た
、

半
径
２
３
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

円
︵
サ
ー
ク
ル
︶
の
中
に
あ
る

8
の
国
立
公
園
と
16
の
国
定
公

園
が
集
中
す
る
エ
リ
ア
で
す
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ジ
ャ

ー
シ
ー
ン
の
代
名
詞
の
一
つ

﹁
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
﹂。
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
グ
ラ
ン
ド
サ

ー
ク
ル
を
周
遊
す
る
場
合
、
ル

ー
ト
は
自
由
自
在
。
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
有
名
な
﹁
セ
ド

ナ
﹂
や
大
迫
力
の
﹁
グ
ラ
ン
ド
・

キ
ャ
ニ
オ
ン
﹂、
当
選
し
た
人

だ
け
が
行
け
る
﹁
ザ
・
ウ
ェ
ー

ブ
﹂
な
ど
、
行
き
た
い
人
気
ス

ポ
ッ
ト
を
好
き
な
ル
ー
ト
で
巡

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

家
族
連
れ
な
ら
や
っ
ぱ
り

「
フ
ロ
リ
ダ
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
」

　

50
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
真
っ
最

中
の
﹁
フ
ロ
リ
ダ 

ウ
ォ
ル
ト
・

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
リ

ゾ
ー
ト
﹂。
50
周
年
仕
様
に
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
シ
ン
デ

レ
ラ
城
の
前
で
記
念
撮
影
を
し

た
り
、
記
念
グ
ッ
ズ
を
買
っ
た

り
で
き
る
の
は
今
だ
け
で
す
。

さ
ら
に
、
約
2
年
間
休
止
し
て

い
た
﹁
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
・
オ
ブ
・
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
・
パ
レ
ー
ド
﹂
も
つ
い
に

再
開
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
夢
の
世
界
を
存
分
に
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
部
屋
か
ら
敷
地
内
で

暮
ら
す
本
物
の
動
物
が
見
え
る

﹁
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ア
ニ
マ
ル
キ

ン
グ
ダ
ム
・
ロ
ッ
ジ
﹂
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
色
の
あ
る

直
営
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
こ
と

で
、
30
分
早
く
入
園
で
き
る
な

ど
の
特
別
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

日
米
間
の
移
動
が
し
や
す
く

な
っ
た
今
、
日
本
へ
の
一
時
帰

国
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
か
ら
ご

家
族
や
ご
友
人
を
呼
び
寄
せ
て

ア
メ
リ
カ
国
内
外
の
旅
行
に
行

く
な
ど
、
今
ま
で
よ
り
気
軽
に

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
大
切
な
人
と
の
再
会
旅

行
、
計
画
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
？

※
記
事
作
成
時
の
情
報
と
な
り

ま
す
の
で
、
最
新
情
報
は
各
公

式
機
関
に
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
現
在
地
域
に
よ
り
移
動
制
限

等
が
発
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
各
州
の
最
新
情
報
や
現
地

大
使
館
・
総
領
事
館
か
ら
の
安

全
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

旅
行
会
社 

ア
ム
ネ
ッ
ト 

バ
ケ

ー
シ
ョ
ン
／
テ
ー
マ
パ
ー
ク
デ

ス
ク

amnet-usa.com

日
本
or
ア
メ
リ
カ
、
あ
な
た
は
ど
っ
ち
？
夏
休
み
旅
行
4
選

つ
い
に
水
際
対
策
も
緩
和
！　

今
年
の
夏
の
旅
行
計
画
は
お
早
め
に
！

 第 435 回

　

昨
年
末
、
福
岡
県
小
竹
町
に

あ
る
﹁
兵
士
・
庶
民
の
戦
争
資

料
館
﹂
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

同
館
は
、
陸
軍
兵
士
と
し
て
満

州
や
ビ
ル
マ
な
ど
に
出
征
し
た

武
富
登
巳
男
さ
ん
︵
１
９
１
７

〜
２
０
０
２
︶
が
、
１
９
７
９

年
7
月
1
日
に
飯
塚
市
の
自
宅

を
改
造
し
て
、
私
財
を
投
じ
て

戦
争
に
ま
つ
わ
る
品
々
の
展
示

を
開
始
し
た
の
が
始
ま
り
で
、

96
年
に
小
竹
町
御
徳
に
移
転

し
ま
し
た
。
登
巳
男
さ
ん
の
逝

去
後
、
妻
の
智
子
さ
ん
が
館
長

を
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
智
子

さ
ん
の
逝
去
後
は
息
子
の
慈
海

︵
じ
か
い
︶
さ
ん
が
館
長
と
な

り
、
個
人
博
物
館
と
し
て
運
営

を
続
け
て
い
ま
す
。
入
館
無
料
、

水
・
木
曜
休
館
、
来
館
前
の
連

絡
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

同
館
に
は
、
三
代
に
わ
た
っ

て
﹁
戦
争
体
験
者
よ
、
真
実
を

語
れ
﹂
と
呼
び
か
け
、
元
兵
士

や
遺
族
か
ら
寄
贈
を
受
け
、
千

人
針
や
鉄
兜
、
軍
票
、
な
ど
兵

士
が
使
用
し
た
も
の
だ
け
で
な

く
、
配
給
切
符
や
戦
争
一
色
の

当
時
の
雑
誌
な
ど
庶
民
の
生
活

を
伝
え
る
資
料
を
ふ
く
め
て
、

約
３
０
０
０
点
を
所
蔵
し
て
い

ま
す
。
特
徴
的
な
の
は
、﹁︵
展

示
品
に
︶
手
に
触
れ
て
く
だ
さ

い
、
触
っ
て
く
だ
さ
い
﹂
と
書

か
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
あ
る
こ
と

で
す
。
実
際
に
事
物
に
触
れ
る

こ
と
で
、
戦
争
の
体
験
を
伝
え

て
い
る
こ
と
で
す
。
わ
ず
か
約

30
平
方
メ
ー
ト
ル
の
館
内
に
並

べ
ら
れ
た
遺
品
の
数
々
に
は
、

そ
の
手
触
り
、
重
さ
、
硬
さ
。

実
際
に
触
れ
て
み
て
は
じ
め
て

辿
れ
る
戦
争
の
記
憶
を
平
和
へ

の
願
い
を
語
り
継
い
で
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
歩
兵
が
行
軍
の
時

に
装
備
品
を
詰
め
て
運
ん
だ
背

嚢
︵
は
い
の
う
︶
は
、
展
示
室

に
あ
る
も
の
は
5
キ
ロ
の
重
り

し
か
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
実

際
に
は
30
キ
ロ
、
時
に
は
50
キ

ロ
を
担
い
で
、
長
距
離
を
行
軍

し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
砲
弾

の
破
片
や
銃
弾
か
ら
頭
部
を
守

る
た
め
の
鉄
兜
は
重
さ
が
約
1

キ
ロ
あ
り
、
頭
に
直
接
乗
せ
る

と
安
定
し
な
い
の
で
、
戦
闘
帽

と
い
う
小
さ
な
帽
子
を
中
に
か

ぶ
り
、
そ
れ
で
も
グ
ラ
グ
ラ
す

る
と
き
は
、
出
征
時
に
贈
ら
れ

た
寄
せ
書
き
の
日
の
丸
旗
を
丸

め
て
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
す
る
。
そ

こ
ま
で
し
て
か
ぶ
っ
た
鉄
兜
も

小
銃
弾
や
機
銃
弾
に
は
弱
く
、

兵
士
の
命
を
守
る
に
は
不
十
分

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
実
際
に
手
に
取
っ
て
、
か
ぶ

っ
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
太
平

洋
戦
争
末
期
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

レ
イ
テ
島
で
戦
っ
た
兵
士
の
水

筒
に
は
、
穴
が
2
つ
開
い
て
い

ま
す
。
お
そ
ら
く
砲
弾
の
破
片

で
開
い
た
も
の
で
す
が
、
ど
ち

ら
も
木
片
で
器
用
に
ふ
さ
い
で

あ
り
、
補
給
が
途
絶
え
、
飢
え

と
疫
病
に
苦
し
む
戦
場
で
、
貴

重
な
水
を
蓄
え
る
た
め
の
水
筒

は
、
命
の
次
に
大
切
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

最
も
印
象
的
な
資
料
は
、
赤

い
日
の
丸
部
分
が
切
り
抜
か
れ

た
日
章
旗
で
す
。
外
地
か
ら
引

き
揚
げ
て
き
た
兵
士
た
ち
は
、

戦
犯
追
及
を
お
そ
れ
、
文
字
が

記
さ
れ
た
も
の
な
ど
は
す
べ
て

廃
棄
す
る
よ
う
命
令
が
出
ま
し

た
が
、
こ
の
所
有
者
は
、
白
地

に
書
か
れ
た
郷
土
の
方
々
の
寄

せ
書
き
を
焼
却
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
日
の
丸
部
分
だ
け
切
り

抜
い
て
、
肌
着
の
よ
う
に
装
着

し
て
持
ち
帰
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。
ま
さ
に
﹁
庶
民
の
戦
争
﹂

の
記
憶
だ
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
で
多
く
の
市
民
が
犠
牲
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

資
料
館
を
見
学
す
る
と
、
考
え

さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ

り
ま
す
。

︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国
立
博

物
館
副
館
長
︶

兵士・庶民の
戦争資料館

©Disney
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ポ

ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
︵
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

／
在
籍
数
１
８
０
人
、　

藤
田

真
祐
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶で
は
、

３
月
12
日
未
就
園
児
を
対
象
と

し
た
親
子
ク
ラ
ス
を
行
っ
た
。

　

同
校
で
の
未
就
園
児
対
象
の

親
子
ク
ラ
ス
は
初
め
て
の
試

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
レ

ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
は
４
月
19

日
、
20
日
、
21
日
に
小
学
生

向
け
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

と
、
幼
児
部
向
け
体
験
入
園

を
開
催
す
る
。
小
学
生
対
象

は
﹁
ア
メ
リ
カ
に
い
な
が
ら
日

本
の
様
式
を
楽
し
む
﹂
を
テ
ー

マ
に
、
わ
ら
べ
歌
や
日
本
の
遊

び
を
通
し
て
﹁
日
本
の
春
﹂
を

体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
。
幼
児
は

た
ん
ぽ
ぽ
幼
稚
園
︵
３
歳
か
ら

５
歳
︶
の
ク
ラ
ス
、
い
ち
ご

組
︵
２
歳
か
ら
３
歳
︶
の
ク
ラ

ス
に
入
り
、
製
作
や
日
本
の
保

育
を
体
験
す
る
。
現
地
校
の
ス

プ
リ
ン
グ
ブ
レ
イ
ク
期
間
に
合

わ
せ
た
開
催
で
、
１
日
か
ら
参

加
可
能
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
９
３
５
・
８
５
３
５
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルfriends.

nyikuei@
gm

ail.com

ま
で
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

体
験
入
園
を
開
催

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

育
英
サ
タ
デ
ー

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校

卒
園
・
卒
業
式

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ポ

ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
︵
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

／
在
籍
数
１
８
０
人
、
藤
田
真

祐
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶
で
は
、

３
月
19
日
、
ウ
ェ
バ
ー
ミ
ド
ル

ス
ク
ー
ル
の
講
堂
で
卒
園
卒
業

式
を
行
っ
た
。

　

心
躍
る
春
風
に
誘
わ
れ
る
か

の
よ
う
に
、
満
面
の
笑
顔
で
こ

の
日
を
迎
え
た
幼
児
部
卒
園

児
、
小
学
部
、
中
学
部
卒
業
生
、

高
等
部
修
了
生
の
合
計
40
人
が

保
護
者
や
教
員
に
祝
福
さ
れ
な

が
ら
証
書
を
受
け
取
っ
た
。
一

緒
に
お
弁
当
を
食
べ
た
こ
と
、

運
動
会
や
百
人
一
首
大
会
の
楽

し
か
っ
た
思
い
出
、
遠
足
の
バ

ス
で
の
語
り
合
い
な
ど
を
感
謝

の
気
持
ち
で
綴
っ
た
在
校
生
か

ら
の
言
葉
に
、
卒
業
生
は
後
輩

の
た
め
に
行
事
を
計
画
し
、
そ

れ
が
い
つ
の
間
に
か
自
分
た
ち

の
一
番
の
楽
し
み
に
な
っ
た
と

語
っ
た
。
高
等
部
修
了
生
は
、

様
々
な
分
野
の
研
究
を
し
発
表

し
た
課
題
研
究
授
業
が
、
楽
し

く
も
有
意
義
で
あ
っ
た
こ
と
が

一
生
忘
れ
な
い
思
い
出
と
な
っ

た
と
話
し
た
。
式
の
後
、
す
ぐ

に
日
本
へ
帰
国
す
る
生
徒
も
い

る
。
こ
れ
か
ら
世
界
で
活
躍
し

て
い
く
若
者
た
ち
の
門
出
に
ふ

さ
わ
し
い
、
温
か
く
厳
か
な
ひ

と
と
き
と
な
っ
た
。

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

ニューヨーク日本人歴史博物館クイズ

日本人で最初にアメリカへ行った人は誰？
江戸幕府の使節団がやってきたのは何年？
明治時代に日本人留学生を一番多く受け入れ
た大学は、なんという大学でしょうか？
岩倉使節団（いわくらしせつだん）ってどん
な使節ですか？

答え　ニューヨーク日本人歴史博物館のサイ
トにあります！　見てね！
　　　　　　　　↓
https://www.historyofjapaneseinny.org/

み
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
日
本
人

同
士
の
交
流
が
難
し
か
っ
た

り
、
就
園
を
考
え
な
が
ら
も
様

子
が
分
か
ら
ず
躊
躇
し
て
い
た

り
す
る
家
庭
を
対
象
に
、
日
本

文
化
を
継
承
し
、
日
本
語
で
活

動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
楽
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
思
い
の
も
と
に
開
催
さ
れ

た
。

　

当
日
は
五
組
の
親
子
が
参

加
。
最
初
は
緊
張
し
た
面
持
ち

で
集
ま
っ
た
子
供
た
ち
も
、
日

本
語
の
歌
を
一
緒
に
歌
っ
た

り
、
手
遊
び
を
し
た
り
す
る
う

ち
に
、
笑
顔
で
意
欲
的
に
活
動

に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

一
番
人
気
は
、
ク
ッ
キ
ン
グ
。

﹁
お
う
ち
に
帰
っ
て
お
兄
ち
ゃ

ん
に
フ
ル
ー
ツ
サ
ラ
ダ
の
作
り

方
を
教
え
て
い
ま
し
た
﹂、
満

開
の
桜
の
木
を
折
り
紙
と
ク
レ

ヨ
ン
画
で
作
成
し
た
工
作
で

は
、﹁
木
を
描
く
と
こ
ろ
が
難

し
か
っ
た
け
れ
ど
上
手
に
で
き

ま
し
た
﹂
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
た
。ま
た
他
の
保
護
者
は﹁
た

め
に
な
る
情
報
が
た
く
さ
ん
で

勉
強
に
な
り
ま
し
た
﹂
と
話
し

た
。﹁
毎
月
で
も
開
催
し
て
ほ

し
い
﹂と
い
う
感
想
を
受
け
て
、

同
校
担
当
者
は
今
後
も
活
動
の

様
子
を
紹
介
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
た
い
と
話
す
。

 

楽しい
親子クラス

育英サタデー
ポートワシントン校

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:nyikuei@gmail.com
mailto:nyikuei@gmail.com
mailto:nyikuei@gmail.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.historyofjapaneseinny.org/
https://www.englishlanguagesuccess.org/
http://www.seido.com
http://ze-edu.com
https://satoricollegeplanning.com/
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３
月
末
現
在
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
の
戦
争
の
切
迫
し
た
状
況
や

悲
惨
な
映
像
が
日
々
メ
デ
ィ
ア

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
映
し
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
状
態
が
悪
化
す
る

可
能
性
も
高
く
、
第
３
次
世
界

大
戦
と
な
る
の
で
は
と
い
う
懸

念
も
耳
に
し
ま
す
。
そ
ん
な
シ

ョ
ッ
キ
ン
グ
な
映
像
を
目
に
し

た
り
大
人
の
会
話
を
聞
き
、
強

い
恐
怖
や
怒
り
を
感
じ
た
り
、

ス
ト
レ
ス
反
応
が
起
こ
る
子
ど

も
が
い
て
も
不
思
議
は
あ
り
ま

せ
ん
。
親
が
子
供
の
状
態
に
目

を
向
け
、
必
要
な
時
に
ケ
ア
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

安
心
で
き
る
環
境
づ
く
り
：
ま

ず
は
子
供
が
こ
の
戦
争
に
つ
い

て
ど
う
理
解
し
、
ど
の
よ
う
に

感
じ
て
い
る
の
か
聞
き
ま
し
ょ

う
。
年
齢
が
幼
い
子
は
大
人
が

思
い
も
か
け
な
い
こ
と
を
考
え

て
い
た
り
し
ま
す
。
例
え
ば
﹁
自

分
や
家
族
も
殺
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
﹂
と
恐
れ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
子
供
の
話
を
じ

っ
く
り
聞
く
時
間
を
定
期
的
に

取
り
、
誤
っ
た
思
い
込
み
が
あ

れ
ば
正
し
、
安
心
さ
せ
て
あ
げ

て
下
さ
い
。
地
球
儀
等
具
体
的

な
物
を
見
せ
、
戦
争
は
飛
行
機

で
何
時
間
も
か
か
る
遠
く
離
れ

た
国
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
、

米
国
や
日
本
に
住
む
子
供
自
身

や
家
族
は
安
全
な
こ
と
を
伝
え

ま
し
ょ
う
。
こ
の
戦
争
に
つ
い

て
話
し
た
い
こ
と
や
聞
き
た
い

こ
と
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
そ
う

し
て
よ
い
こ
と
を
伝
え
る
と
安

心
で
き
ま
す
。

　

 

子
供
の
﹁
知
り
た
い
﹂
と

い
う
気
持
ち
に
従
い
、
信
頼
性

の
高
い
情
報
源
か
ら
得
た
事
実

を
、
子
供
の
年
齢
や
発
達
段
階

に
沿
っ
て
最
小
限
に
伝
え
る
と

い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
よ
い
と
思

い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦

争
や
そ
の
背
景
は
複
雑
で
、
大

人
で
も
理
解
や
解
釈
が
困
難
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
質
問
の
答

え
が
わ
か
ら
な
く
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
小
学
生
以
上
な
ら
親

子
一
緒
に
調
べ
て
み
る
姿
勢
も

よ
い
で
し
ょ
う
。
親
自
身
が
落

ち
着
い
て
子
供
と
向
き
合
え
る

よ
う
、
ご
自
身
の
ス
ト
レ
ス
反

応
や
ケ
ア
に
も
十
分
ご
注
意
下

さ
い
。

気
持
ち
の
ケ
ア: 

子
供
と
話
す

時
間
を
定
期
的
に
設
け
、
悲
し

み
や
怒
り
他
、
ど
ん
な
感
情
が

あ
っ
て
も
自
然
な
こ
と
を
伝
え

ま
し
ょ
う
。
﹁
許
せ
な
い
、
ロ

シ
ア
人
殺
し
て
や
り
た
い
﹂
な

ど
と
強
い
感
情
や
極
端
な
考
え

が
出
て
き
て
も
﹁
そ
ん
な
風
に

思
う
の
止
め
な
さ
い
﹂
と
話
を

遮
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
一
旦
は
子
供

の
気
持
ち
を
受
け
止
め
、
﹁
そ

う
、
怒
る
気
持
ち
わ
か
る
よ
﹂

と
寄
り
添
っ
て
あ
げ
て
下
さ

い
。
そ
の
上
で
親
の
価
値
感
に

基
づ
き
、
例
え
ば
暴
力
は
長
い

目
で
見
て
本
当
の
解
決
に
な
ら

な
い
こ
と
、
我
々
の
日
常
で
も

人
と
い
さ
か
い
が
起
こ
っ
た
時

は
落
ち
着
い
て
話
し
合
い
、
平

和
に
解
決
策
を
見
つ
け
る
の
が

大
事
な
こ
と
な
ど
親
の
考
え
を

伝
え
、
子
ど
も
の
意
見
も
聞
き

親
子
で
話
し
合
う
の
も
よ
い
と

思
い
ま
す
。

　

戦
争
で
破
壊
さ
れ
た
街
並
み

や
家
族
を
亡
く
し
号
泣
す
る
人

の
映
像
は
過
度
な
不
安
や
恐
怖

な
ど
の
感
情
を
煽
り
、
心
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
人
も
同

じ
で
す
。
必
要
な
情
報
を
得
た

後
は
そ
の
よ
う
な
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
メ
デ
ィ
ア
視
聴
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

　

戦
争
の
悲
惨
な
情
報
だ
け
で

な
く
、
世
界
で
ど
ん
な
支
援
や

対
策
が
さ
れ
て
い
る
か
等
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
側
面
も
伝
え
て
あ
げ

て
下
さ
い
。
先
進
国
の
ト
ッ
プ

の
政
治
家
が
団
結
し
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
を
守
る
た
め
に
力
を
尽
く

し
て
い
る
こ
と
、
世
界
中
で
多

く
の
人
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
安

全
や
生
活
を
守
る
た
め
立
ち
上

が
り
支
援
に
尽
力
し
て
い
る
こ

と
も
伝
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
よ

う
な
活
動
の
映
像
を
一
緒
に
見

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
 

毎
日
同
じ
時
間
に
同
じ
こ

と
が
あ
る
の
は
安
心
に
つ
な
が

り
ま
す
。
日
常
の
ル
ー
テ
ィ
ン

を
で
き
る
だ
け
維
持
し
ま
し
ょ

う
。
た
だ
ス
ト
レ
ス
反
応
か
ら

勉
強
の
能
率
や
や
る
気
が
低
下

し
た
り
、
普
段
問
題
な
く
で
き

て
い
た
こ
と
が
一
時
的
に
同
じ

よ
う
に
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
子
供
の
状
態
や
ニ

ー
ズ
に
よ
っ
て
、
勉
強
や
習
い

事
の
練
習
等
の
要
求
度
を
柔
軟

に
調
整
す
る
の
も
心
の
ケ
ア
に

は
大
切
で
す
。

思
い
を
行
動
に
移
す
：
子
供
が

望
め
ば
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
の

た
め
に
何
か
さ
せ
る
の
も
よ
い

で
し
ょ
う
。
お
手
伝
で
稼
い
だ

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
自
ら
募

金
を
募
る
の
も
よ
い
と
思
い
ま

す
。﹁
自
分
も
役
に
立
て
て
る
﹂

と
い
う
達
成
感
を
感
じ
ら
れ
、

心
落
ち
着
け
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

過
去
に
ト
ラ
ウ
マ
を
経
験
し

た
り
、
う
つ
や
不
安
症
状
が
あ

る
、
あ
る
い
は
戦
地
に
家
族
や

大
事
な
人
が
い
る
子
供
達
は
特

に
注
意
し
て
見
守
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
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4
月
9
日
︵
土
︶
の
イ
ベ
ン

ト
で
58
回
目
と
な
る
日
本
の
街

フ
ェ
ス
﹁
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
﹂

は
今
年
度
12
回
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
。
こ
れ
ま
で
日
本
全

国
か
ら
60
店
舗
以
上
の
レ
ス
ト

ラ
ン
が
参
加
し
、
ラ
ー
メ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
や
粉
物
コ
ン
テ
ス

ト
、
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
、

夏
祭
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
企
画

を
実
施
。
現
地
メ
デ
ィ
ア
や
日

本
の
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
、
今

年
も
日
本
か
ら
た
く
さ
ん
の
出

店
者
が
海
外
挑
戦
の
第
一
歩
と

し
て
﹁
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
﹂
へ

の
参
加
が
決
定
し
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
は
コ
ロ
ナ
の
状

況
下
だ
っ
た
も
の
の
過
去
最
多

の
来
場
者
数
を
記
録
。
現
地
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
日
本
食
、
日

本
文
化
へ
の
熱
が
感
じ
ら
れ

た
。
今
年
8
月
の
夏
祭
り
な

ど
、
す
で
に
出
店
枠
が
埋
ま
っ

て
し
ま
っ
た
日
程
も
あ
る
が
、

出
店
・
参
加
興
味
の
あ
る
人
は

ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
公
式
サ
イ
ト

https://w
w

w
.japan

fes.
com

ま
で
問
い
合
わ
せ
を
。

会
場
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、

ク
イ
ー
ン
ズ
周
辺
。
出
店
対
象

は
日
本
関
連
の
商
品
を
取
り
扱

っ
て
い
る
、
ま
た
は
日
本
人
が

運
営
し
て
い
る
店
な
ど
。

■
２
０
２
２
年
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▽
4
月
9
日
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス

＝
チ
ェ
ル
シ
ー
６
番
街
24
丁
目

〜
26
丁
目
▽
4
月
31
日
／
５
月

1
日
ヌ
ー
ド
ル
フ
ェ
ス
▽
5
月

22
日
春
祭
り
▽
6
月
19
日
ジ
ャ

パ
ン
フ
ェ
ス
▽
7
月
16
日
ジ
ャ

パ
ン
フ
ェ
ス
▽
8
月
28
日 

夏

祭
り
▽
9
月
10
日
／
11
日 

粉

物
コ
ン
テ
ス
ト
▽
10
月
8
日
／

9
日
ラ
ー
メ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
▽

10
月
23
日
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス

　

米
国
移
民
局(

Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ

Ｓ)

は
、
特
急
審
査
サ
ー
ビ

ス(Prem
ium

 Processing 
Service)

の
適
用
が
可
能
と

な
る
申
請
の
種
類
を
拡
大
す
る

最
終
規
則
を
行
政
管
理
予
算
局

(O
ffice of M

anagem
ent 

and B
udget)

に
提
出
し
た

こ
と
で
、
当
規
則
の
実
施
に
近

づ
い
た
こ
と
を
発
表
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
当
規
則
は

I-765 E
A

D

︵
労
働
許
可
申

請
︶
及
び
非
移
民
ビ
ザ
申
請
者

の
扶
養
家
族
に
よ
る
ビ
ザ
及
び

滞
在
延
長
申
請
延
長(I-539)

を
含
む
ケ
ー
ス
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

　

特
急
審
査
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
の
審
査
制
度
で
特

定
の
移
民
ビ
ザ
、
及
び
非
移
民

就
労
ビ
ザ
申
請
の
審
査
を
迅
速

化
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

通
常
正
式
な
受
領
か
ら
２
週
間

以
内
に
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
か
ら
申
請

結
果
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ま
た
、

当
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
こ
と
に
よ

り
、
雇
用
主
は
通
常
審
査
の
場

合
に
か
か
る
長
時
間
の
待
機
を

回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

通
常
審
査
期
間
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ

Ｓ
及
び
ケ
ー
ス
︵
就
労
ビ
ザ
の

タ
イ
プ
︶に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
特
急
審
査
サ
ー
ビ
ス

は
、
Ｈ-

１
Ｂ
、
Ｌ-

１
、
Ｅ
、

Ｏ
、
Ｐ
な
どI-129

請
願
書
に

基
づ
く
特
定
の
非
移
民
ビ
ザ
申

請
とI-140

請
願
書
に
基
づ
く

特
定
の
移
民
ビ
ザ
請
願
申
請
の

み
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。Form
 I-129

請
願
書
は
、

雇
用
主(Petitioner)

が
用
い

る
請
願
書
の
一
種
と
な
っ
て
お

り
、
非
移
民
の
就
労
ビ
ザ
の
大

部
分
に
用
い
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

I-140

請
願
書
は
永
住
権
︵
グ

リ
ー
ン
カ
ー
ド
︶
申
請
の
た
め

の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
り
同

様
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
特
急
審
査
サ
ー
ビ
ス
申

請
一
通
に
つ
き
、
２
５
０
０
ド

ル
の
追
加
申
請
料
金
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
急
審
査
の
対
象
と

な
る
ケ
ー
ス
︵
ビ
ザ
︶
の
種
類
、

申
請
料
金
、
実
施
日
な
ど
と
い

っ
た
詳
細
等
は
、
現
時
点
で
は

ま
だ
不
明
で
は
あ
り
ま
す
が
、

弊
社
で
は
引
き
続
き
、
皆
様
に

こ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
最
新

情
報
を
、
随
時
報
告
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
本
記
事
は
３
月
時
点
に
発
表

さ
れ
た
内
容
で
、
こ
の
記
事
が

皆
様
に
読
ま
れ
て
い
る
頃
に
は

異
な
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
可

能
性
も
ご
ざ
い
ま
す
こ
と
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

︵
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
シ
ン
デ
ル
／

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
︶

米
国
移
民
局
︵U

SC
IS)

に
よ
る
特
急
審
査

︵Prem
ium

 Processing Service

︶

サ
ー
ビ
ス
の
拡
大

ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス

今
年
は
12
回
開
催

4 月 9 日チェルシーで
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３
月
に
入
っ
て
か
ら
な
ん
と

な
く
国
内
の
コ
ロ
ナ
の
収
束
感

は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
安
堵
を

感
じ
て
い
ま
す
。
さ
す
が
に
２

年
も
続
く
と
、
人
々
は
慣
れ
る

と
い
う
の
か
、
飽
き
た
と
い
う

の
か
、
そ
れ
と
、
医
療
・
保

健
・
薬
・
財
政
出
動
も
、
国
も

地
域
も
想
定
の
範
囲
で
上
下
し

て
い
る
感
じ
で
す
。
介
護
の
現

場
で
も
﹁
ま
た
出
ち
ゃ
い
ま
し

た
﹂
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て

き
て
も
、
例
年
の
季
節
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な
感

覚
に
近
い
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
ち
な
み
に
季
節
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
毎
年
の
感
染
者
数

１
０
０
０
万
人
、
死
亡
者
数
は

約
１
万
人
で
す
の
で
、
そ
う

判
断
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

︵
参
考
：
厚
生
労
働
省H

P 
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ
の
Ｑ
10
︶
２
０
２
２
年

３
月
時
点
で
コ
ロ
ナ
感
染
者
累

計
約
５
９
０
万
人
、
死
亡
者
約

２
万
６
千
人
。

こ
こ
数
ヶ
月
の
日
本
の
介
護

事
情
を
勘
案
し
て
感
じ
る
の

は
、
上
記
で
も
示
し
た
よ
う
に

﹁
起
き
る
こ
と
へ
の
心
配
﹂
と

﹁
起
き
な
い
こ
と
へ
の
妄
想
、

思
い
込
み
、
取
越
し
苦
労
﹂
の

溝
を
ど
う
埋
め
て
い
く
の
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
地
震
だ
っ
て
い
つ
起
き

る
か
わ
か
ら
な
い
、
戦
争
だ
っ

て
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
独
裁
者

が
い
る
く
ら
い
で
す
か
ら
、
心

身
と
も
に
心
配
性
バ
イ
ア
ス
を

人
生
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

働
か
せ
て
﹁
備
え
る
﹂
に
越
し

た
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
行

き
過
ぎ
る
バ
イ
ア
ス
は
自
分
自

身
の
精
神
状
態
の
混
乱
や
、
周

囲
へ
の
不
安
を
無
秩
序
に
広
げ

て
い
く
テ
ロ
性
も
あ
る
の
で
、

そ
の
ち
ょ
う
ど
い
い
と
こ
ろ
を

心
配
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
た
だ
﹁
ち
ょ
う
ど
い
い
﹂

と
い
う
の
が
難
し
い
。

そ
こ
で
参
考
に
し
た
の
が
、
国

際
認
知
療
法
学
会
会
長
ロ
バ
ー

ト
・
リ
ー
ヒ
氏
の
ア
メ
リ
カ

人
を
対
象
と
し
た
研
究
発
表

︵
２
０
０
６
年
︶。
毎
日
不
安
を

感
じ
て
い
る
37
％
の
人
を
抽
出

し
て
、﹁
何
が
心
配
な
の
か
﹂

を
２
週
間
記
録
。
そ
の
心
配
事

の
85
％
は
逆
に
﹁
よ
い
こ
と
﹂

が
起
こ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に

残
り
の
15
％
の
心
配
事
が
当
た

っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
中
の
79

％
は
、
予
想
し
て
い
た
不
安
よ

り
は
、
よ
い
結
果
だ
っ
た
と
い

う
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
を
計
算

す
る
と
、
不
安
的
中
率
は
３
％

で
し
か
な
か
っ
た
。
97
％
が
心

配
妄
想
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
同
様
に
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ

ア
大
学
の
ボ
ル
コ
ヴ
ェ
ッ
ク
ら

の
研
究
結
果
で
も
、
心
配
事
が

現
実
化
す
る
の
は
５
％
と
い
う

結
果
を
導
き
出
し
ま
し
た
。
そ

の
他
、
不
安
感
情
は
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
強
く
な
る
︵
ミ
シ
ガ
ン

州
立
大
学

ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
モ

ー
ザ
ー
氏
２
０
１
４
年
︶、
も

の
ご
と
を
ざ
っ
く
り
記
憶
す

る
人
の
方
が
思
考
力
は
高
い

︵
ト
ロ
ン
ト
大
学

リ
チ
ャ
ー

ド
・
フ
ロ
リ
ダ
氏
２
０
１
６

年
︶、
考
え
な
い
よ
う
に
し
よ

う
と
す
る
よ
り
も
、
行
動
で
打

ち
消
し
た
ほ
う
が
い
い
︵
カ
ン

ザ
ス
大
学
タ
ラ
・
ク
ラ
フ
ト
氏

２
０
１
２
年
︶
と
い
う
研
究
結

果
と
声
明
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

さ
て
、
高
齢
に
な
る
こ
と
へ

の
不
安
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。﹁
お
金
﹂﹁
病
気
﹂﹁
認
知
症
﹂

﹁
別
れ
﹂。
さ
ら
に
、
最
近
で
は

﹁
災
害
﹂
も
﹁
感
染
症
﹂
も
﹁
戦

争
﹂
も
。
反
対
に
、﹁
自
分
だ

け
は
大
丈
夫
﹂
と
い
う
正
常
性

バ
イ
ア
ス
と
い
う
心
理
状
態
も

あ
り
ま
す
。
自
分
だ
け
は
大
丈

夫
。
そ
れ
も
絶
対
に
あ
り
え
な

い
の
で
、結
局
、﹁
不
安
﹂
も
﹁
心

配
事
﹂
も
自
分
の
日
常
の
ひ
と

つ
。
栄
養
素
や
活
力
、
習
慣
と

し
て
身
に
着
け
る
﹁
訓
練
﹂
が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
か
な
と
思

う
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
、ひ
ら
め
い
た
の
は
、

昔
な
が
ら
の
﹁
日
記
﹂
の
よ
う

に
、﹁
今
日
よ
か
っ
た
こ
と
﹂

﹁
不
安
に
思
っ
た
こ
と
﹂
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
、
ち
ま
ち
ま
と
早

い
う
ち
に
書
き
溜
め
て
い
く
こ

と
で
精
神
の
バ
ラ
ン
ス
と
﹁
備

え
﹂
の
大
切
さ
に
気
づ
く
の
で

し
た
。
い
や
﹁
日
記
﹂
と
い
う

よ
り
﹁
自
分
の
人
生
訓
﹂
で
す

か
ね
。
今
で
い
う
な
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
ん

な
感
じ
で
﹁
世
情
不
安
﹂
の
﹁
始

ま
り
﹂
に
気
づ
い
た
こ
と
で
し

た
。︵
暗
証
番
号
と
か
、
み
ら

れ
た
ら
ヤ
バ
い
も
の
と
か
、
誰

な
ら
信
用
で
き
る
か
、
と
い
っ

た
あ
た
り
は
押
さ
え
て
お
か
な

き
ゃ
︶

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル

プ
ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業

者
連
盟

大
阪
支
部
監
査
役

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

　

現
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ダ
ン

サ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
、

関
口
し
ょ
う
た
。
来
米
後
、
最

初
は
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
ダ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
で
１
年
学
ん
だ
。
そ

の
後
、
日
本
に
帰
ら
ず
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
さ
ら
に
プ
ロ
の
指
導

を
受
け
る
こ
と
を
希
望
し
て
志

を
貫
き
、
名
門
ア
ル
ビ
ン
エ
イ

リ
ー
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受

け
見
事
合
格
、
３
年
間
学
ん
で

昨
年
５
月
に
卒
業
。
Ｏ
Ｐ
Ｔ
で

現
在
、
米
国
に
滞
在
中
だ
。

　

在
学
中
は
、
日
本
へ
帰
る
た

び
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
学

ん
だ
こ
と
を
日
本
に
持
っ
て
帰

っ
た
り
、
自
主
公
演
を
し
た
り
。

ま
た
、
エ
イ
リ
ー
の
生
徒
代
表

と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
に
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
し
た
ほ
か
、
メ
イ

シ
ー
ズ
の
感
謝
祭
パ
レ
ー
ド
や

テ
レ
ビ
に
出
演
し
て
ダ
ン
サ
ー

と
し
て
の
経
験
を
積
ん
だ
。
現

在
は
事
務
所
に
所
属
し
、
プ
ロ

の
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
自
立
を
し

て
い
る
。

　

ダ
ン
ス
で
自
分
が
表
現
し
た

い
テ
ー
マ
は
﹁
常
に
感
情
で
踊

る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。
綺

麗
で
す
ご
い
と
思
わ
れ
る
よ
り

も
、
驚
か
れ
る
方
が
自
分
と
し

て
は
嬉
し
い
。
言
葉
で
表
現
で

き
な
い
こ
と
が
ダ
ン
ス
だ
と
。

ダ
ン
ス
は
自
分
に
と
っ
て
一
つ

の
表
現
手
段
な
ん
で
す
ね
﹂

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。﹁
思
い
描

い
た
生
涯
像
を
形
に
し
て
い
く

街
。
毎
日
全
く
違
う
刺
激
を
受

け
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
の
可

能
性
を
証
明
し
て
く
れ
る
素
敵

な
場
所
だ
と
思
っ
て
い
る
﹂
ま

だ
将
来
の
夢
は
分
か
ら
な
い

が
、﹁
関
口
し
ょ
う
た
と
し
て
、

表
現
者
と
し
て
、
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
確
実
な

最
終
目
標
だ
と
思
う
。
可
能
性

は
無
限
大
だ
と
本
当
に
そ
う
だ

と
思
う
。
で
き
な
い
こ
と
は
、

挑
戦
し
て
な
い
だ
け
。
前
を
向

い
て
自
分
を
信
じ
て
い
れ
ば
、

チ
ャ
ン
ス
は
絶
対
に
来
る
﹂。

群
馬
県
出
身
。
祖
父
も
叔
父
も

元
プ
ロ
野
球
選
手
。
運
動
神
経

は
天
性
の
も
の
が
あ
る
。︵
三
︶

MEN’S COLUMN
NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.

ダンサー

関口しょうた

感
情
で
踊
る

　

伊
藤
さ
ち
よ
舞
踊
団
は
３
月

31
日
か
ら
６
月
30
日
︵
木
︶
ま

で
の
毎
週
木
曜
午
前
11
時
か

ら
午
後
１
時
ま
で
、
ワ
シ
ン

ト
ン
パ
ー
ク
北
側
に
あ
る
シ

ニ
ア
セ
ン
タ
ー
︵
ワ
シ
ン
ト

ン
ス
ク
エ
ア
ノ
ー
ス
20
番
地
、

グ
リ
ニ
ッ
チ
ハ
ウ
ス
。
電
話

２
１
２
・
７
７
７
・
３
５
５
５
︶

で
シ
ニ
ア
向
け
の
無
料
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
﹁
日
本
の
舞
踊
と
詩

歌
﹂
を
開
催
す
る
。
舞
扇
・
着

物
ま
た
は
浴
衣
・
足
袋
を
持
参

す
る
︵
持
っ
て
い
な
い
場
合
は

舞
踊
団
か
ら
借
り
る
こ
と
も
可

能
︶。
日
本
文
化
に
つ
い
て
の

説
明
、
詩
歌
、
俳
句
、
連
句
は

英
語
に
て
行
わ
れ
る
。

シ
ニ
ア
向
け

日
舞
と
詩
歌

問い合わせ・参加申し込みはＥメール
sachiyoitoandccompany@gmail.com

舞
台
演
出
家
・
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
河
村
早

規
が
４
月
27
日
︵
水
︶
か
ら
30

日
︵
土
︶
ま
で
の
４
日
間
、
Ａ

Ｓ
Ｄ
Ｓ

Ｒ
Ｅ
Ｐ
劇
場
︵
グ
リ

ニ
ッ
チ
通
り
80
番
地
︶
で
安
部

工
房
の
作
品
﹁
棒
に
な
っ
た
男

︵T
he M

an W
ho T

urned 
Into a B

rick

︶﹂
を
上
演
す

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
役
者
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
達
と
共
に
安
部
工

房
の
独
特
な
世
界
観
を
届
け

る
。
あ
る
男
の
死
を
通
し
て
社

会
の
仕
組
み
や
あ
り
方
に
一
頭

を
投
じ
る
作
品
。
ド
ナ
ル
ド
・

キ
ー
ン
翻
訳
。
上
演
開
始
時
間

は
水
〜
金
曜
が
午
後
７
時
、
土

曜
が
午
後
３
時
と
７
時
。

　

河
村
は
演
技
の
名
門
校
、
ア

ク
タ
ー
ズ
ス
タ
ジ
オ
ド
ラ
マ
ス

ク
ー
ル
修
士
課
程
演
出
専
攻
に

日
本
人
で
２
人
目
と
し
て
合

格
、
２
０
１
９
年
に
Ｎ
Ｙ
に
拠

点
を
移
し
た
。
舞
台
演
出
家
と

し
て
活
動
す
る
傍
ら
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
映
像
の

世
界
に
も
興
味
を
持
ち
、
20
年

のA
ustralian Q

uarantine 
Film

 Festival

に
て
作
品
を

出
展
、
優
秀
賞
を
受
賞
。
今
回

同
じ
劇
場
で
他
に
も
３
作
品
を

演
出
し
て
い
る
。

　

入
場
無
料
、
要
予
約
。
希

望
者
は
予
約
サ
イ
トhttps://

a
sd

srep
sea

so
n

.co
m

/
reservations

か
ら
申
し
込

む
。

安部公房作品

「棒になった男」
27 日に上演

　一般財団法人ドリーム夜さ来い祭りグ
ローバル振興財団（扇谷ちさと理事長）
は７日（木）午後８時から（座学）と
９日（土）午前 10 時から正午まで（演
舞指導）、未経験者対象のよさこい鳴
子踊りワークショップを開催する。９
日の会場は西 38 丁目 305 番地 312 号
室。参加無料。詳細はＥメール info@
dreamyosacoy.jp  糸 川 さ ん。 ま た は
http://www.dreamyosacoy.jp

よさこいワークショップ
NY で７日と９日に開催

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を

務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 

Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:sachiyoitoandccompany@gmail.com
https://a
https://a
http://www.dreamyosacoy.jp
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
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ぼ
く
は
、
北
海
道
で
す
。
ぼ

く
は
、
寒
い
の
が
に
が
手
で
、

雪
も
大
き
ら
い
で
す
。
だ
か
ら

沖
縄
へ
り
ょ
行
す
る
事
に
し
ま

し
た
。
沖
縄
は
、
冬
で
も
あ
っ

た
か
い
の
で
、
と
て
も
楽
し
み

で
す
。
水
着
と
浮
き
輪
も
持
っ

て
行
き
ま
す
。

　

ま
ず
函
館
か
ら
は
や
ぶ
さ
に

乗
っ
て
、
東
京
へ
行
き
ま
し

た
。
東
京
は
雪
が
降
っ
て
い
ま

し
た
。
次
に
東
京
か
ら
の
ぞ
み

に
乗
っ
て
、
博
多
へ
行
き
ま
し

た
。
静
岡
も
名
古
屋
も
京
都
も

大
阪
も
神
戸
も
岡
山
も
広
島
も

福
岡
も
、
ど
こ
も
雪
が
降
っ
て

い
ま
し
た
。

　

次
に
、
博
多
か
ら
さ
く
ら
に

乗
っ
て
鹿
児
島
中
央
へ
行
き
ま

し
た
。
佐
賀
も
熊
本
も
鹿
児
島

も
め
ず
ら
し
く
雪
が
降
っ
て
い

ま
し
た
。

　

さ
い
後
に
、
鹿
児
島
か
ら
船

で
沖
縄
へ
わ
た
り
ま
し
た
。
な

ん
と
！
沖
縄
も
雪
が
降
っ
て
い

ま
し
た
。
と
て
も
ざ
ん
ね
ん
で

し
た
。

　

そ
の
時
気
が
付
き
ま
し
た
。

ぼ
く
は
北
海
道
な
の
で
、
ぼ
く

が
通
る
所
は
雪
が
降
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
せ
っ
か
く
水
着
と
浮

き
輪
を
持
っ
て
き
た
の
に
、
ビ

ー
チ
で
雪
だ
る
ま
を
作
っ
て
、

北
海
道
に
帰
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

　

わ
た
し
の
友
達
は
何
か
家
で

お
手
伝
い
を
す
る
と
お
こ
づ
か

い
が
も
ら
え
る
と
聞
き
ま
し

た
。
そ
の
お
金
で
新
し
い
お
も

ち
ゃ
や
、
ほ
し
い
も
の
を
買
っ

て
も
い
い
そ
う
で
す
。
残
っ
た

お
金
は
貯
金
箱
に
入
れ
て
貯
め

て
い
る
そ
う
で
す
。
わ
た
し
は
、

そ
れ
を
聞
い
て
い
い
ア
イ
デ
ィ

ア
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
わ
た

し
も
お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん

に
、
何
か
し
た
ら
お
こ
づ
か
い

が
も
ら
え
な
い
か
と
聞
い
て
み

ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
は
、

は
じ
め
は
あ
ん
ま
り
乗
り
気
で

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
テ
ス
ト

と
し
て
二
回
ぐ
ら
い
な
ら
試
し

て
み
て
も
い
い
と
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
わ
た
し
は
そ
れ
を
聞

い
て
、
飛
び
上
が
っ
て
よ
ろ
こ

び
ま
し
た
。

　

最
初
に
や
っ
た
お
手
伝
い

は
、
四
才
の
弟
の
健
を
お
母
さ

ん
が
仕
事
を
し
て
い
る
間
、
三

時
間
め
ん
ど
う
を
み
る
こ
と

と
、
弟
の
宿
題
を
手
伝
う
こ
と

で
し
た
。
お
母
さ
ん
が
仕
事
を

し
て
い
る
間
、
健
に
牛
乳
を
コ

ッ
プ
に
入
れ
て
あ
げ
た
り
、
お

や
つ
を
出
し
て
あ
げ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
ト
イ
レ
に
連
れ
て
行

っ
て
あ
げ
た
り
、
お
も
ち
ゃ
で

遊
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
弟
の
く

も
ん
の
宿
題
は
、
と
っ
て
も
か

ん
た
ん
な
の
で
、
弟
と
遊
び
な

が
ら
や
っ
た
ら
す
ぐ
終
わ
り
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
が
い
な
く
て

も
健
は
泣
か
な
か
っ
た
の
で
、

お
母
さ
ん
も
す
ご
く
助
か
っ
た

と
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
手
伝
い
で
わ
た
し
は
五

ド
ル
も
ら
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に

そ
の
お
金
は
貯
金
箱
に
入
れ
ま

し
た
。

　

次
に
や
っ
た
お
手
伝
い
は
、

三
十
六
本
の
鉛
筆
を
現
地
校
に

持
っ
て
行
く
た
め
に
、
鉛
筆
け

ず
り
で
全
部
け
ず
る
こ
と
で
し

た
。
た
ぶ
ん
十
分
く
ら
い
で
終

わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
終
わ
っ

た
ら
ゴ
ム
で
結
ん
で
、
自
分
の

か
ば
ん
に
入
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
学
校
に
持
っ
て
行

く
い
ろ
い
ろ
な
文
ぼ
う
具
に
自

分
の
名
前
と
ク
ラ
ス
を
入
れ
た

り
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
あ
っ

た
の
で
書
く
の
が
大
変
で
し

た
。
最
後
に
お
父
さ
ん
が
、
け

ず
っ
た
鉛
筆
と
文
ぼ
う
具
に
書

い
た
私
の
名
前
と
ク
ラ
ス
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
、
全
部
よ
く
で
き

た
の
で
、
三
ド
ル
も
ら
え
ま
し

た
。
そ
の
お
金
も
す
ぐ
に
貯
金

箱
に
入
れ
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
お
手
伝
い
を
し

て
お
金
が
も
ら
え
る
の
が
楽
し

く
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
や
り

た
い
か
ら
こ
れ
か
ら
も
お
手
伝

い
を
や
ら
せ
て
ほ
し
い
と
お
母

さ
ん
と
お
父
さ
ん
に
言
い
ま
し

た
。
お
母
さ
ん
が
、﹁
ち
ゃ
ん

と
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
な
ら
や

っ
て
も
い
い
よ
。﹂
と
言
っ
て

く
れ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
そ
れ
か
ら
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
﹁
お
こ
づ
か
い
帳
﹂
を
作

り
ま
し
た
。
こ
の
﹁
お
こ
づ
か

い
帳
﹂
に
も
ら
っ
た
お
金
と
使

っ
た
お
金
を
書
い
て
、
自
分
が

い
く
ら
お
金
を
持
っ
て
い
る
か

す
ぐ
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
今
は
ま
だ
お
金
が
あ
ま
り

な
い
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
ど
ん

ど
ん
お
手
伝
い
を
し
て
、
た
く

さ
ん
お
金
を
貯
め
た
い
で
す
！

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
９
年
︶

　

ぼ
く
は
六
年
生
で
日
本
の

歴
史
を
勉
強
し
て
、
今
の
日

本
が
あ
る
の
は
昔
の
人
達
が

た
く
さ
ん
の
戦
い
を
し
て
、

た
く
さ
ん
の
人
が
多
く
の
こ

と
を
考
え
て
、
い
い
国
に
し

よ
う
と
が
ん
ば
っ
た
か
ら
な

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

昔
の
何
も
な
い
よ
う
な
縄

文
時
代
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な

作
業
を
す
る
道
具
を
発
明
し

ま
し
た
。
奈
良
、
平
安
、
鎌
倉
、

室
町
、
安
土
桃
山
時
代
の
中

に
は
、
多
く
の
戦
い
で
領
地

を
取
り
合
っ
た
時
代
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に

い
ろ
い
ろ
な
文
化
も
発
達
し

ま
し
た
。
紫
式
部
な
ど
の
女

性
歌
人
が
か
つ
や
く
し
た
り
、

狂
言
や
能
と
い
っ
た
日
本
独

特
の
シ
ョ
ウ
が
行
わ
れ
た
り
。

今
で
も
人
気
の
あ
る
生
け
花

が
始
ま
っ
た
の
も
こ
の
時
代

で
す
。

　

ぼ
く
は
安
土
桃
山
時
代
の

武
士
、
豊
臣
秀
吉
に
つ
い
て

調
べ
て
、
学
習
発
表
会
で
発

表
し
ま
し
た
。
豊
臣
秀
吉
の

生
ま
れ
は
恵
ま
れ
て
い
な
く

て
も
、
が
ん
ば
っ
て
出
世
し

て
、
最
終
的
に
天
下
統
一
で

き
た
こ
と
、
ま
た
検
地
の
た

め
に
も
の
さ
し
を
作
っ
た
こ

と
、
刀
狩
り
を
し
て
武
士
と

農
民
の
身
分
を
は
っ
き
り
と

分
け
た
こ
と
な
ど
、
と
て
も

興
味
深
か
っ
た
で
す
。

　

江
戸
時
代
は
江
戸
や
大
阪

の
人
々
が
楽
し
そ
う
に
生
活

し
て
い
て
、
食
べ
物
と
か
も

お
い
し
そ
う
で
、
昔
の
時
代

に
戻
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
江

戸
時
代
に
行
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
江
戸
の
街
の

様
子
は
、
な
ん
だ
か
ぼ
く
の

大
好
き
な
夏
祭
り
の
屋
台
に

似
て
い
て
、
食
べ
物
が
い
ろ

い
ろ
な
所
で
売
ら
れ
て
い
そ

う
で
す
。
お
寿
司
も
屋
台
で

売
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

明
治
に
な
る
と
西
洋
の
生

活
様
式
を
取
り
入
れ
て
、
馬

車
が
走
っ
た
り
、
ガ
ス
灯
が

出
て
き
た
り
、
洋
服
を
着
出

す
人
が
い
た
り
し
て
、
世
の

中
が
一
気
に
変
わ
り
ま
し
た
。

大
き
な
製
糸
工
場
が
つ
く
ら

れ
た
り
、
電
車
が
走
り
出
し

た
り
、
電
報
が
始
ま
っ
た
の

も
こ
の
時
期
で
す
。
ど
ん
ど

ん
街
の
中
が
変
わ
っ
て
い
く

様
子
は
人
々
を
び
っ
く
り
さ

せ
た
と
思
い
ま
す
。
海
外
と

の
関
わ
り
も
大
き
く
な
っ
て

き
て
、
ど
の
よ
う
に
外
国
と

関
わ
っ
て
い
く
の
か
、
た
く

さ
ん
考
え
た
時
期
で
す
。
こ

の
こ
ろ
か
ら
日
本
国
内
で
領

地
を
取
り
合
っ
た
の
と
同
じ

よ
う
に
、
今
度
は
世
界
の
中

で
領
地
の
取
り
合
い
が
始
ま

り
、
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争

の
勝
利
に
よ
っ
て
、
台
湾
、

韓
国
、
満
州
︵
中
国
東
北
部
︶

と
日
本
の
領
土
を
広
げ
て
い

き
ま
し
た
。

　

昭
和
に
入
っ
て
、
世
界
中

で
戦
争
が
始
ま
り
、
そ
の
戦

争
中
の
人
々
の
暮
ら
し
も
学

び
ま
し
た
。
３
年
生
の
学
習

発
表
会
で
や
っ
た
﹁
ち
い
ち

ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り
﹂
の
時

の
話
だ
と
思
い
ま
し
た
。
食

べ
る
も
の
が
な
か
っ
た
り
、

原
爆
の
話
や
戦
争
で
多
く
の

人
が
死
ん
だ
話
を
聞
い
て
、

戦
争
は
本
当
に
や
っ
て
は
い

け
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。
こ
の
第
二
次
世
界
大
戦

後
が
祖
母
の
時
代
に
な
り
ま

す
。

　

こ
う
や
っ
て
、
昔
の
人
が

つ
ら
い
思
い
を
し
た
り
、
大

変
な
思
い
を
し
て
、
そ
の
中

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
発

展
し
て
今
が
あ
る
の
だ
と
気

が
付
き
ま
し
た
。
話
が
聞
け

る
う
ち
に
祖
母
か
ら
も
っ
と

話
を
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

  　
︵
米
国
生
ま
れ
︶

 ﹁
初
め
て
の
お
こ
づ
か
い
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I

校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
阪　

理
奈
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自
然
災
害
が
起
き
た
時
の
た
め

に
、
必
要
な
も
の
を
用
意
し
た

り
、
実
際
に
災
害
が
起
き
た
時

に
ど
う
す
る
か
を
家
族
と
相
談

し
、
近
所
の
人
達
を
ど
う
助
け

ら
れ
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
わ
た
し
が
読
ん
だ

本
に
は
、
豪
雪
地
帯
で
は
毎
日

雪
掘
り
を
し
て
い
る
こ
と
が
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
雪
掘
り
を

し
な
い
と
家
が
雪
で
う
も
れ
た

り
、
雪
の
重
さ
で
家
が
つ
ぶ
れ

る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ

し
て
、﹁
雪
掘
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
隊
﹂
が
お
年
よ
り
の
家
の
雪

掘
り
を
し
、
お
年
よ
り
を
助
け

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

わ
た
し
の
家
の
斜
め
向
か
い

家
は
、
お
年
よ
り
の
女
の
人
が

一
人
で
住
ん
で
い
ま
す
。
雪
が

つ
も
っ
た
日
に
は
、
わ
た
し
は

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
そ
の
家
の

雪
掘
り
に
行
き
ま
す
。
わ
た
し

達
だ
け
で
な
く
、
他
の
近
所
の

人
も
雪
掘
り
を
手
伝
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
雪
の
日
に

は
わ
た
し
も
雪
掘
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
て
、
お
年
よ
り
を
助

け
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
あ
m

す
。
み
な
さ
ん
も
自
然
災
害
が

起
き
た
時
に
、
助
け
合
う
事
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

︵
滞
米
６
年
８
か
月
︶

 ﹁
昔
が
あ
る
か
ら
今
が
あ
る
﹂

　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ダ
イ
ヤ
ー　

ア
レ
ッ
ク
ス

 「北海道のりょ行」
　　　ニューヨーク育英学園サタデースクール小２

　　　　　　　　　　　　　　　石原　昌幸

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

 ﹁
も
し
も
の
と
き
に

　
　
　
　

そ
な
え
よ
う
﹂

　
　
　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
尾　

有
璃
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グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
か
ら
電
車
で
30
分
〜
1

時
間
程
度
の
地
域
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
の
通
勤
圏
で

あ
り
、
ア
メ
リ
カ
東
北
部
の
都
市
近
郊
ら
し
い
住
宅

地
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

基
本
は
車
社
会
。
１
９
２
０
年
代
に
開
発
さ
れ
た

地
域
の
家
は
す
で
に
築
１
０
０
年
だ
し
、
50
年
代
〜

70
年
代
に
建
売
住
宅
と
し
て
販
売
さ
れ
、
未
だ
ず
ら

り
と
同
じ
形
式
の
家
が
並
ん
で
い
る
よ
う
な
通
り
も

あ
る
。

　

こ
ん
な
古
い
住
宅
で
も
、
ま
た
同
じ
家
が
並
ん
で

い
る
通
り
で
も
、
数
十
年
〜
百
年
を
経
過
し
て
い
る

と
多
く
は
所
有
者
が
何
代
も
代
わ
り
、
家
自
体
も
建

築
当
初
か
ら
随
分
改
築
・
増
築
さ
れ
て
ピ
ッ
カ
ピ
カ

の
ま
る
で
新
築
住
宅
の
よ
う
だ
っ
た
り
、
元
は
隣
と

全
く
同
じ
平
屋
が
、
上
に
二
階
を
作
り
同
じ
だ
っ
た

と
は
思
え
な
い
よ
う
な
外
観
に
な
っ
て
い
る
家
も
多

い
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
の
地
で
は
身
近
な
も
の

で
あ
る
。

　

元
の
所
有
者
が
ひ
と
時
代
を
過
ご
し
た
思
い
出
の

詰
ま
っ
た
家
を
、
次
の
世
代
に
譲
る
際
﹁
こ
こ
で
私

た
ち
は
良
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
っ
た
わ
。
あ
な

た
も
ね
﹂
と
言
っ
て
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
が
終
わ
る
シ
ー

ン
は
ア
メ
リ
カ
文
化
の
一
コ
マ
に
立
ち
会
っ
て
い
る

気
分
に
な
る
。

　

写
真
の
物
件
は
敷
地
が
ハ
ー
フ
エ
ー
カ
ー
と
広

く
、
横
に
伸
ば
す
も
上
に
二
階
を
作
る
も
、
た

く
さ
ん
の
可
能
性
が
あ
る
一
戸
建
て
住
宅
で
あ

る
。
現
在
は
最
近
購
入
し
た
新
オ
ー
ナ
ー
が
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
テ
ナ
ン
ト
募
集
中
。
そ
れ
だ

け
で
も
と
て
も
雰
囲
気
が
変
わ
る
室
内
総
新
ペ
イ

ン
ト
、
バ
ス
ル
ー
ム
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
の

他
排
管
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
と
ツ
ボ
を
押
さ
え
た
仕

事
が
間
も
な
く
完
了
。
３
寝
室
、
２
浴
室
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
ル
ー
ム
で
広
々
と
し
た
ワ
ン
フ
ロ
ア
の
住

宅
は
家
族
が
近
く
に
感
じ
ら
れ
、
風
通
し
の
良
い

住
ま
い
で
あ
る
。
家
賃
は
５
８
５
０
ド
ル
。 R

ye 
B

rook

・B
lind B

rook

学
校
区
。
問
い
合
わ
せ

は
電
話
２
０
３
・
５
３
６
・
０
２
６
１
、
Ｅ
メ
ー
ル

sonom
iakino@

shoenrealty.com

　

秋
野
さ
ん

︵
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
︶

　

夏
時
間
に
な
り
、
不
動
産
の

ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着

い
て
日
常
生
活
が
戻
り
つ
つ
あ

る
の
に
伴
い
、
通
勤
や
生
活
に

便
利
な
駅
近
物
件
の
人
気
が
再

燃
し
て
い
ま
す
。
郊
外
ウ
エ
ス

ト
チ
ェ
ス
タ
ー
の
賃
貸
ア
パ
ー

ト
は
１
寝
室
８
０
０
平
方
フ
ィ

ー
ト
、
２
寝
室
１
２
０
０
平
方

フ
ィ
ー
ト
前
後
と
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
に
較
べ
て
広
く
、
駐
車
料
金

も
1
台
１
８
５
ド
ル
前
後
と

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
の
が
魅
力

で
す
。
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
ン
ラ
イ

ン
の
ハ
リ
ソ
ン
に
は
新
築
の

A
valon H

arrison

︵

１

寝

室
３
０
０
０
ド
ル
前
後
。
２
寝

室
４
３
０
０
ド
ル
〜
４
６
０
０

ド
ル
。
諸
経
費
、
駐
車
料
金
別
︶

やH
arrison

 P
lay

hou
se 

Lofts

︵
１
寝
室
３
４
７
０
ド

ル
〜
３
７
７
０
ド
ル
。
２
寝
室

４
５
７
０
ド
ル
〜
６
２
０
０
ド

ル
。
３
寝
室
５
４
２
０
ド
ル
。

駐
車
料
金
込
み
︶
さ
ら
に
現
在

建
築
中
の
物
件
も
あ
り
ま
す
。

　

ハ
リ
ソ
ン
駅
は
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ワ
ー
に
始
発
が
あ
り
グ
ラ
ン
ド

セ
ン
ト
ラ
ル
駅
ま
で
47
分
く
ら

い
。
売
買
市
場
の
激
化
で
戸
建

て
が
賃
貸
に
出
て
こ
な
い
こ
と

も
あ
り
、
駅
近
デ
ュ
プ
レ
ッ
ク

ス
︵
３
寝
室
４
３
０
０
ド
ル
〜

６
５
０
０
ド
ル
︶
と
共
に
人
気

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
空
室
が

増
え
た
ハ
ー
レ
ム
ラ
イ
ン
の

ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
は

15 B
an

k A
partm

en
ts

、 C
ontinuum

55

、O
ne C

ity 
Place

︵
そ
れ
ぞ
れ
１
寝
室

２
５
０
０
ド
ル
〜
３
５
０
０
ド

ル
。
２
寝
室
３
８
０
０
ド
ル
〜

４
５
０
０
ド
ル
。
諸
経
費
、
駐

車
料
金
別
︶
は
稼
働
率
が
完

全
回
復
し
、
動
き
も
活
発
で

す
。
駅
前
に
は
来
年
完
成
予
定

の
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
建
築
が
始

ま
り
、
駅
周
辺
は
更
な
る
発
展

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ホ
ワ
イ
ト

プ
レ
ー
ン
ズ
駅
は
停
車
本
数
が

多
く
、
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル

駅
ま
で
急
行
な
ら
35
分
前
後
で

す
。

　

賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
契
約
期
間

は
最
短
３
か
月
く
ら
い
か
ら
と

選
択
肢
が
あ
り
、
１
年
未
満
で

中
途
解
約
で
き
る
も
の
が
多

く
、
設
備
が
充
実
し
て
い
て
修

理
対
応
も
迅
速
な
の
で
中
短
期

の
賃
貸
に
も
適
し
て
い
ま
す
。

駅
ま
で
の
距
離
は
グ
ー
グ
ル
マ

ッ
プ
検
索
で
簡
単
に
わ
か
り
ま

す
が
、
契
約
の
際
は
市
場
環
境

や
オ
フ
ァ
ー
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、

物
件
や
契
約
の
注
意
点
を
把
握

し
て
い
る
不
動
産
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
へ
の
ご
相
談
を
お
勧
め
し
ま

す
。

︵
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク
　
ウ
エ
ス

ト
チ
ェ
ス
タ
ー
オ
フ
ィ
ス
　
中

村
紘
子
︶

人
気
再
燃 

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
の
駅
近
賃
貸
ア
パ
ー
ト

不
動
産

ト
レ
ン
ド

天
井
に
埋
め
込
み
式
の
ラ
イ
ト
が
付
い
た
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
。
キ
ッ
チ
ン
は
扉
を
白
く
塗
装
し
、
新
ス

テ
ン
レ
ス
家
電
に
替
え
た
だ
け
だ
が
、
雰
囲
気
は
ガ
ラ
リ
と
一
新
、
ピ
カ
ピ
カ
の
新
築
住
宅
の
よ
う
だ

改
装
し
た
て
。
ピ
カ
ピ
カ
の
郊
外
住
宅

すまいと暮らし
NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.

mailto:sonomiakino@shoenrealty.com
https://www.redacinc.com/
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今
年
は
10
月
４
日
が
カ
ー
ネ

ギ
ー
ホ
ー
ル
で
の
﹁
第
10
回 

kajiki’
s show

﹂

の

開

催

が
決
ま
り
嬉
し
い
限
り
で
す
。

ま
だ
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
あ
り
ま

す
が
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
の

公
演
が
奇
跡
的
に
10
回
目
︵
コ

ロ
ナ
で
２
年
間
中
止
︶
が
今
年

再
開
で
す
。
２
０
１
9
年
は
私

が
小
学
生
の
頃
に
憧
れ
た
エ
ド

サ
リ
バ
ン
シ
ョ
ー
に
出
て
ビ
ー

ト
ル
ズ
と
も
競
演
し
た
ブ
ル
ー

コ
メ
ッ
ツ
の
三
原
綱
木
さ
ん
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
総
領
事
の
山
野
内
大
使
を

表
敬
訪
問
し
ま
す
。
大
使
と
繋

い
で
く
だ
さ
っ
た
本
紙
﹃
週
刊

Ｎ
Ｙ
生
活
﹄
の
三
浦
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に

感
謝
で
す
。
行
政
と
の
連
動
は

無
料
招
待
イ
ベ
ン
ト
で
続
け
た

結
果
で
す
。
そ
の
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
の
苦
労
の
思
い
出
は
公

演
が
当
日
の
夜
の
大
雪
予
報
で

突
然
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
が

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
な
り
公
演
が

中
止
に
な
り
ま
す
。
し
か
も
中

ホ
ー
ル
の
ザ
ン
ケ
ル
ホ
ー
ル
で

す
。
６
５
０
人
の
観
客
は
満
杯

の
予
想
で
す
。
日
本
か
ら
総
勢

50
人
の
出
演
者
と
ス
タ
ッ
フ
は

愕
然
と
し
ま
す
。
そ
の
中
に
２

度
目
の
出
演
の
小
柳
ゆ
き
さ
ん

も
い
ま
す
。
御
一
行
の
中
に
は

日
本
の
最
高
の
舞
台
制
作
の
カ

リ
ス
マ
監
督
の
本
田
さ
ん
も
み

え
て
ま
す
。
し
か
し
芸
能
チ
ー

ム
の
方
は
あ
る
種
こ
の
よ
う
な

事
態
は
慣
れ
て
い
ら
れ
る
の

か
？ 

さ
す
が
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
で
私
を
気
遣
う
余
裕

さ
え
あ
り
ま
す
。
経
験
値
が
違

い
ま
す
。
次
回
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

調
整
も
難
し
く
そ
れ
が
興
行
公

演
の
怖
さ
で
す
。
そ
し
て
そ
の

他
の
出
演
予
定
者
の
中
に
青
森

県
三
沢
市
在
住
の
ピ
ジ
ョ
ン
ズ

ミ
ル
ク
の
﹁
工
藤
も
も
﹂
さ
ん

が
い
ま
す
。
遡
る
こ
と
10
年
前

の
あ
る
冬
の
夕
方
に
渋
谷
駅
の

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
の
前
で
新
曲

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
﹃
北
風
﹄
を

聞
き
ま
す
。
私
と
数
人
し
か
観

客
は
い
ま
せ
ん
。
ま
だ
私
が
パ

ニ
ッ
ク
症
も
完
治
し
な
い
頃
で

す
。
そ
の
﹃
北
風
﹄
の
切
な
い

歌
声
は
心
に
染
み
ま
す
。
そ
し

て
そ
の
10
年
後
に
新
宿
の
ラ
イ

ブ
で
の
彼
女
の
出
演
情
報
を
耳

に
し
て
聞
き
に
い
き
ま
す
。
歌

声
は
健
在
で
す
。
私
は
Ｃ
Ｄ
販

売
の
サ
イ
ン
会
に
並
び
ま
す
。

そ
し
て
い
き
な
り
﹁
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
へ
出
て
み
ま
せ
ん

か
？
﹂
と
声
を
掛
け
ま
す
。
す

 
梶
木
敏
巳
の
人
生

風
の
ま
ま
に

41

カーネギーホール

の約束
ステージに立った歌手たち

る
と
も
も
さ
ん
は
﹁
そ
れ
は
出

ら
れ
た
ら
誰
で
も
出
た
い
で
す

よ
〜
﹂
と
サ
イ
ン
を
し
な
が
ら

冗
談
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
よ
う

で
す
。
私
は
バ
ツ
悪
く
名
刺
を

渡
し
て
立
ち
去
り
ま
す
。
翌
日

工
藤
も
も
さ
ん
か
ら
連
絡
が
あ

り
﹁
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
に
出

た
い
で
す
﹂
と
返
事
が
来
ま

す
。
名
刺
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
私
のkajiki's show

 

を
確

認
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て

晴
れ
の
渡
米
で
突
然
の
中
止
。

そ
の
夜
に
も
も
さ
ん
は
バ
ン
ド

の
方
と
ホ
テ
ル
の
部
屋
か
ら
生

歌
を
ネ
ッ
ト
で
配
信
さ
れ
ま

す
。
私
は
何
だ
か
申
し
訳
な
い

気
分
で
す
。
私
は
心
に
年
内
に

再
び
お
連
れ
す
る
と
強
く
決
意

し
ま
す
。
後
に
聞
け
ば
も
も
さ

ん
は
中
止
決
定
の
当
日
の
お
昼

に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
の
館
内

を
見
学
を
さ
れ
、
ま
た
カ
ー
ネ

ギ
ー
ホ
ー
ル
の
外
観
の
写
真
を

撮
り
そ
れ
を
壁
に
貼
り
付
け
て

再
び
歌
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始

め
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
無
事

半
年
後
に
大
半
の
方
を
再
び
引

き
連
れ
ま
す
。
も
も
さ
ん
の
あ

の
繊
細
で
切
な
い
歌
声
は
健
在

で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
知
り

合
い
か
ら
は
﹁
素
晴
ら
し
い
歌

声
で
す
ね
。
ど
こ
か
ら
連
れ
て

き
た
の
で
す
か
？
﹂
と
驚
か
れ

ま
す
。
私
は
何
か
約
束
を
果
た

し
た
気
分
に
な
り
ま
す
。
今
回

も
コ
ロ
ナ
で
２
年
間
延
期
で
再

び
第
10
回
目
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
〜 kajiki's show

 

〜

で
す
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
仕
事

﹁
人
生
は
何
を
成
し
た
か
？
が

大
事
﹂
改
め
て
自
分
に
言
い
聞

か
せ
ま
す
。山
あ
り
谷
あ
り﹃
風

の
ま
ま
に
﹄
全
力
疾
走
で
す
。　

 ︵
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
︶

mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
http://snsrealty.com/
http://www.shoenrealty.com
http://www.startsnewyork.com
https://truetruth.hatenablog.com/
https://interiordesigncrafted.com/
http://www.nykoshin.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.furumoto.com
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米
ジ
ャ
ズ
界
の
巨
匠
、
サ
ッ

ク
ス
奏
者
の
ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト

レ
ー
ン
︵
１
９
２
６
〜
67 )

が

１
９
６
６
年
に
来
日
公
演
し
た

時
の
楽
屋
で
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
と
通
訳
と
の
心
の
交
流
を
描

い
た
舞
台
劇
﹁
日
本
の
コ
ル
ト

レ
ー
ン
︵
原
題

：C
oltrane 

in Japan

︶﹂
が
３
月
10
日
か

ら
27
日
ま
で
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ

ジ
の
劇
場
、
シ
ア
タ
ー
・
フ
ォ

ー
・
ザ
・
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
ー
で

上
演
さ
れ
た
。

　

コ
ル
ト
レ
ー
ン
の
通
訳
の
役

に
は
大
久
保
全
也︵
お
お
く
ぼ
・

ま
さ
や
、
34
︶、
コ
ル
ト
レ
ー

ン
を
取
材
す
る
ジ
ャ
ズ
音
楽
評

論
家
、
油
井
正
一
の
役
と
し
て

今
福
一
博
︵
い
ま
ふ
く
・
か
ず

ひ
ろ
、
34
︶
の
二
人
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
在
住
日
本
人
俳
優
が
出

演
し
た
。

　

コ
ル
ト
レ
ー
ン
は
来
日
時

に
、
９
都
市
を
廻
る
大
掛
か
り

な
公
演
を
行
っ
て
い
る
。
マ
イ

ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
の
バ
ン
ド
で

の
経
験
を
経
て
、
独
立
し
た
コ

ル
ト
レ
ー
ン
が
独
自
の
バ
ン
ド

で
訪
日
準
備
を
し
て
い
た
が
前

年
12
月
に
ド
ラ
ム
ス
の
マ
ッ
コ

イ
・
タ
イ
ナ
ー
が
退
団
。
２
幕

の
舞
台
劇
の
中
で
、
音
楽
で
し

か
知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

コ
ル
ト
レ
ー
ン
の
人
物
像
、
当

時
の
日
本
人
の
受
け
止
め
方
な

ど
が
、
短
時
間
な
が
ら
も
再
現

さ
れ
る
。

　

マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
と
プ

レ
ス
リ
ー
の
時
代
、
コ
ル
ト
レ

ー
ン
と
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
時
代
。

白
人
と
黒
人
の
対
比
も
含
め
、

来
日
公
演
の
翌
年
に
他
界
し
た

コ
ル
ト
レ
ー
ン
の
人
柄
を
日
本

人
的
な
記
者
と
通
訳
が
う
ま
く

引
き
出
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵
三
浦
︶

コ
ル
ト
レ
ー
ン
訪
日
公
演

舞
台
裏
で
の
ド
ラ
マ
描
く

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
拠
点
に

活
動
す
る
、
千
房
け
ん
輔
と

赤
岩
や
え
に
よ
る
ア
ー
ト
ユ

ニ
ッ
トexonem

o

︵
エ
キ
ソ

ニ
モ
︶
に
よ
る
特
別
イ
ベ
ン

ト
﹁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ヤ
ミ

市　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
デ
ッ
ド
﹂
が

４
月
16
日
︵
土
︶
と
17
日
︵
日
︶

の
２
日
間
、
午
前
10
時
か
ら

午
後
６
時
ま
で
、
ナ
ウ
ヒ
ア

︵N
ow

H
ere

：

ウ
ー
ス
タ
ー

通
り
40
番
地
︶
で
開
催
さ
れ
る
。

　

２
０
１
２
年
に
日
本
で
始
ま

り
世
界
に
拡
散
し
た
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
形
式
の
イ
ベ
ン

ト
﹁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ヤ
ミ

市
﹂
の
10
年
間
の
歴
史
を
ま

と
め
た
８
０
０
ペ
ー
ジ
に
及

ぶ
書
籍
﹃A

 D
E

C
A

D
E

 T
O

 
D

O
W

N
LO

A
D

﹄
の
出
版
記

念
イ
ベ
ン
ト
。
世
界
に
先
駆
け

て
お
披
露
目
さ
れ
る
本
の
展
示

に
加
え
、
約
30
組
の
出
展
者
に

よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
２

日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
る
。
マ

ー
ケ
ッ
ト
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
近
代
美
術
館
︵M

oM
A

︶

で
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品

に
、
Ａ
Ｒ
技
術
を
駆
使
し
て
自

ら
の
作
品
を
重
ね
合
わ
せ
た
展

覧
会
を
ゲ
リ
ラ
で
開
催
し
話

題
を
集
め
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

D
am

janski

や
、
グ
リ
ッ
チ

柄
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
が
人
気
の

ブ
ラ
ン
ドG

litchaus(R
)

な

ど
、
過
去
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ヤ
ミ
市
で
も
人
気
の
高
か
っ
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
参
加
す
る
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

は
４
月
15
日
︵
金
︶
午
後
６
時

か
ら
８
時
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttp://yam

i-ichi.biz/

を
参
照
。

インターネット

ヤミ市を開催
NowHere

　

テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
４
月

10
日
︵
日
︶
か
ら
新
・
連
続

テ
レ
ビ
小
説
﹁
ち
む
ど
ん
ど

ん
﹂
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
沖
縄

の
本
土
復
帰
か
ら
50
年
と
な
る

今
年
、
沖
縄
料
理
に
夢
を
か
け

た
ヒ
ロ
イ
ン
と
兄
妹
た
ち
を
通

し
て
本
土
復
帰
の
歩
み
を
描
く

﹁
家
族
﹂
と
﹁
ふ
る
さ
と
﹂
の

物
語
。
そ
の
ほ
か
ド
ラ
マ
は
綾

瀬
は
る
か
主
演
の
﹁
元
彼
の
遺

言
状
﹂、
木
村
拓
哉
が
高
校
ボ

ク
シ
ン
グ
部
コ
ー
チ
役
に
挑
む

学
園
ド
ラ
マ
﹁
未
来
へ
の
10
カ

ウ
ン
ト
﹂、
二
宮
和
也
と
多
部

未
華
子
共
演
の
﹁
マ
イ
フ
ァ
ミ

リ
ー
﹂、
高
橋
一
生
と
柴
咲
コ

ウ
共
演
の
犯
罪
ミ
ス
テ
リ
ー

﹁
イ
ン
ビ
ジ
ブ
ル
﹂。
さ
ら
に
山

下
智
久
主
演
の
お
仕
事
コ
メ
デ

ィ
﹁
正
直
不
動
産
﹂、
特
選
時

代
劇
﹁
雲
霧
仁
左
衛
門
﹂、
夜

ド
ラ﹁
卒
業
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
﹂

や
、
北
村
匠
海
主
演
の
日
英
共

同
企
画
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ

﹁
名
探
偵
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
ズ
﹂、

川
端
康
成
の
代
表
作
﹁
雪
国
﹂

を
映
像
化
し
た
ド
ラ
マ
﹁
雪
国

-SN
O

W
 C

O
U

N
T

R
Y

-

﹂

も

放
映
す
る
。

　

映
画
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小

説
を
映
画
化
し
た
﹁
コ
ー
ヒ
ー

が
冷
め
な
い
う
ち
に
﹂
と
、
池

井
戸
潤
原
作
、
野
村
萬
斎
主
演

の
企
業
犯
罪
エ
ン
タ
メ
﹁
七
つ

の
会
議
﹂
の
２
作
品
。
バ
ラ
エ

テ
ィ
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、

子
ど
も
番
組
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
新
レ
ギ
ュ
ラ
ー

番
組
も
ス
タ
ー
ト
す
る
。

新・連続テレビ小説「ちむどんどん」

連続テレビ小説

「ちむどんどん」
スタート

4 月のテレビジャパン

http://yami-ichi.biz/
http://yami-ichi.biz/
http://yami-ichi.biz/
http://yami-ichi.biz/
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 EVENT　 
■ NY タ ー タ ン デ ー・ パ レ ー ド ＝ 4/9　
14:00　6 番街 45 〜 55 丁目　アイリッ
シュ系のセントパトリックスデー・パレー
ドに続き、スコットランド系移民による
パレード。タータンチェックの民族衣装
をまとった多くのバグパイプ・グループ、
女性ダンサーたちやスコットランド系
NYPD も登場。沿道の見物人もタータン
チェックの服を着て集まる春のイベント。
詳細は https://nyctartanweek.org/
■メイシーズフラワーショー＝ 4/10 まで　
Macy's Herald Square（151 W 34th St.）
メイシーズデパートのショーウィンドー
や 1 階フロアに色とりどりの春の花が咲
き乱れ、華やかな空間が花のアロマに包
まれる毎春の恒例イベント。
詳細は www.macys.com/s/fl ower-show/
■ ジ ョ ー ジ・ タ ケ イ 講 演 会 ＝ 4/14　
18:00　コロンビア大学ミラー劇場（2960 
Broadway, 116th St.）テレビシリーズ「ス
タートレック」で宇宙船エンタープライ
ズの操縦士を演じた俳優ジョージ・タケ
イ氏が、波乱万丈の半生を語る。講演は
英語。入場無料、要予約。
詳細は http://www.keenecenter.org/
■ オ ー キ ッ ド シ ョ ー「Jeff Leatham's 
Kaleidoscope 」 ＝ 5/1 ま で　The New 
York Botanical Garden（2900 Southern 
Boulevard,Bronx）NY 植 物 園 で 毎 春 恒
例のラン展。今年はパリ・フォーシーズ
ンズホテルの芸術監督でフラワーデザイ
ナーのジェフ・リータムによるカラフル
な作品が展示される。万華今日のような
入り口のインスタレーションや虹色の光
のトンネルは一見の価値あり。入場料：
一般 $30、学生・シニア $28、2 〜 12 歳
$15、2 歳以下は無料。
詳細は www.nybg.org/

CLASS/SEMINAR
■ NY エンタメの会主催「ポストコロ
ナ時代のエンタメのこれから」＝ 4/4　
19:30　RESOBOX（ 91 E 3rd St.）NY
のロックダウンから 2 年、サバイバルし
てきた方法をテーマに同会を主宰する中
澤利彦さんが対面方式で講演する。参加
者による 1 分間自己紹介コーナーも行わ
れる。参加費：一般 $15、学生 $10　予
約はメール ny.entame@gmail.com まで。

MUSIC
■ コ ン サ ー ト「M2 デ ュ オ・ リ タ ー ン
ズ・トゥ・ロックウッド」＝ 4/3　17:00　
Rockwood Music Hall Stage 3（196 Allen 
St.）バイオリニスト小澤真智子と作曲
家・ピアニスト松村牧亜の 2 人によるコ
ンサート。オリジナル曲やアルゼンチン
の作曲家アストル・ピアソラの作品を演
奏する。入場料：$20　
詳細は https://rockwoodmusichall.com/

THEATRE/DANCE
■何かあったら入れる！

ART
　

■ MoCCA アートフェスト 2022 ＝ 4/2・
3　Metropolitan Pavilion（125 W 18th 
St.）イラストレーターズ協会主催。世界
から 500 人以上のアーティストが参加し
アニメや漫画、イラストを楽しめるイベ
ント。入場料：1 日 $18、両日 $25。
詳細は https://www.moccafest.org/
■アートエキスポ・ニューヨーク 2022
＝ 4/7 〜 10　Pier 36（299 South St.）
1978 年から続く世界最大のアートの祭
典。注目のアーティストを世界中から招
き作品を展示する。入場料：1 日券（前
売り）は一般 25 ドル、学生・シニアは
20 ドル、12 歳以下無料。　
詳 細 は www.redwoodartgroup.com/
artexpo-new-york/　
■ バ ス キ ア 展 覧 会「Jean-Michel 
Basquiat：King Pleasure」 ＝ 4/9 〜　
Starrett-Lehigh Building（601 W 26th St.）
ジャン＝ミシェル・バスキアの 200 点以
上の未公開・希少作品を集めた展覧会。
絵画、ドローイング、マルチメディア、
印刷物、工芸品などさまざまな作品を展
示する。入場料：一般 $35 〜、学生・シ
ニア $32 〜、2 〜 13 歳 $30　
詳細は https://kingpleasure.basquiat.com/
■アンディー・ウォーホル展「Revelation」
＝ 6/19 ま で　Brooklyn Museum（200 
Eastern Parkway）ポップアートを代表
するアーティスト、アンディー・ウォー
ホルの特別展。ウォーホルとカトリック
をテーマに、最後の晩餐、十字架や聖母
子などをモチーフにした作品のほか、写
真やオブジェなどを展示。入場料：一般
$25、学生・シニア $16、4 〜 12 歳 $10、
3 歳以下・会員無料。
詳細は https://www.brooklynmuseum.org/
■ テ ィ フ ァ ニ ー グ ラ ス 展「Tiffany's 
Lamps: Lighting Luxury」 ＝ 2023 年 春
ま で　Queens Museum（New York City 
Building,Flushing Meadows Corona Park）
クイーンズ美術館常設展のほか、ノイシュ
タット・コレクション主催の同展も開催。
数多くの貴重なコレクションが見られる。
入場料：任意（推奨 $8、シニア $4）、18
歳以下無料。月・火曜休館。
詳細は https://queensmuseum.org/

● Plaza Suite（ハドソン劇場：西 44 丁目１４１番地）３月 28 日開幕　

● Take Me Out（ヘイス劇場：西 44 丁目２４０番地）４月４日開幕　

● Paradise Square（エセル・バリモア劇場：西 47 丁目２４３番地）
４月３日開幕　

● Birthday Candles（アメリカン・エアライン劇場：西 42 丁目２２７番地）
４月 10 日開幕　

● American Buffalo（サークル・イン・ザ・スクエア劇場：
西 50 丁目２３５番地）４月 14 日開幕　

● Funny Girl（オーガスト・ウィルソン劇場：西 52 丁目２４５番地）
４月 24 日開幕　

● How I Learned to Drive（サミュエル・Ｊ・フリードマン劇場：西 47 丁目
２６１番地）４月 19 日開幕　

● The Little Prince（ブロードウエー劇場：ブロードウエー１６８１番地）
４月 11 日開幕　

● Macbeth（ロングエーカー劇場：西 48 丁目２２０番地）４月 28 日開幕　

● Mr. Saturday Night（ネザーランダー劇場：西 41 丁目２０８番地）
４月 27 日開幕　

● The Skin of Our Teeth（ビビアン・ビューモント劇場：
西 65 丁目１５０番地）４月 25 日開幕　

● For Colored Girls Who Have Considered Suicide/When the Rainbow is Enuf
（ブース劇場：西 45 丁目２２２番地）４月 20 日開幕　

● The Minutes（スタジオ 54：西 54 丁目２５４番地）４月 17 日開幕　

● A Strange Loop（リセ劇場：西 45 丁目１４９番地）４月 26 日開幕　

● Beetlejuice（マーキース劇場：ブロードウエー１５３５番地）４月８日開幕　

● Hangmen（ジョン・ゴールデン劇場：西 45 丁目２５２番地）４月 21 日開幕　

● POTUS（シューベルト劇場：西 44 丁目２２５番地）４月 27 日開幕　

● Mrs. Doubtfi re（スティーブン・ソンドハイム劇場：西 43 丁目１２４番地）
４月 14 日開幕

● To Kill a Mockingbird（ベラスコ劇場：西 44 丁目１１１番地）６月１日開幕

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
で
２
０
２
０
年
３
月
、
す
べ

て
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
作
品
が

ク
ロ
ー
ズ
し
て
か
ら
２
年
。
今

年
６
月
12
日
︵
日
︶
に
ラ
ジ
オ

シ
テ
ィ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー

ル
で
予
定
さ
れ
て
い
る
第
75
回

ト
ニ
ー
賞
に
向
け
、
今
後
２
か

月
以
上
に
わ
た
り
19
の
シ
ョ
ー

が
オ
ー
プ
ン
、
ま
た
は
再
開
さ

れ
る
。
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
リ
ー

グ
は
４
月
30
日
︵
土
︶
ま
で
、

す
べ
て
の
劇
場
に
お
い
て
観
客

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
マ
ス
ク
着

用
を
義
務
付
け
て
い
る
。
こ
の

春
オ
ー
プ
ン
す
る
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
作
品
は
次
の
通
り
。

新
作
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

作
品
が
続
々
登
場

 

星
の
島
句
会

鳥
帰
る
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
水
蹴
っ
て 

月
野
ぽ
ぽ
な

白
酒
の
残
り
香
に
酔
う
仔
猫
か
な 

深
雪

摘
み
ゆ
け
ば
指
眠
た
そ
う
蓬
の
香 

森
本
由
美
子　

菜
の
花
に
口
つ
い
て
出
る
唱
歌
か
な 

斉
藤
テ
リ
ー

手
の
ひ
ら
に
レ
タ
ス
空
気
を
抱
く
や
う
に 

さ
く
は
ら
あ
や

hoshinoshima819@
gmail.com

　

書
道
家
で
文
字
で
絵
を
書
く

書
道
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
原
愛
梨

が
４
月
10
日
︵
日
︶
午
後
２
時

と
５
時
か
ら
の
２
回
︵
各
30

分
︶、
7
番
街
46
丁
目
と
47
丁

目
の
間
で
書
道
ア
ー
ト
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
開
催
す
る
。

　

原
は
１
９
９
３
年
福
岡
県
出

身
。
２
歳
か
ら
書
道
を
始
め
、

最
年
少
文
部
科
学
大
臣
賞
受

賞
。
文
字
を
使
っ
た
書
道
ア
ー

ト
で
ス
ポ
ー
ツ
の
作
品
を
メ
イ

ン
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
投
稿
し
た

と
こ
ろ
、
各
界
の
ス
ポ
ー
ツ
選

手
か
ら
大
き
な
反
響
を
呼
び
、

メ
デ
ィ
ア
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

幅
広
く
活
躍
す
る
。
文
字
で
絵

を
書
く
と
い
う
新
し
い
ス
タ
イ

ル
で
、
原
に
と
っ
て
初
の
海
外

進
出
で
あ
り
初
の
Ｎ
Ｙ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
と
な
る
。
日
本
の
文

化
を
新
し
い
現
代
ア
ー
ト
と
し

て
形
成
し
、
書
道
の
楽
し
さ
と

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
。

文
字
で
絵
を
書
く
若
手
書
道

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

Ｎ
Ｙ
を
拠
点
に
活
動
す
る
ジ

ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
作
曲
家
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
浅
井
岳
史

が
４
月
14
日
、Fono B

ono 
R

ecords

か
ら
ニ
ュ
ー
ア
ル

バ
ム
﹁T

rio V
ol. V

I

﹂
を
発

売
す
る
。
同
ア
ル
バ
ム
は
浅
井

の
本
領
で
あ
り
原
点
で
あ
る
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ピ
ア
ノ
に
、

バ
ー
ク
リ
ー
音
大
時
代
か
ら
の

パ
ー
ト
ナ
ー
、
ベ
ー
シ
ス
ト

B
ob G

ingery

と
Ｎ
Ｙ
で
の

レ
ギ
ュ
ラ
ー
ド
ラ
マ
ーB

rian 
W

oodruff

を
迎
え
て
臨
ん

だ
。
出
世
作
フ
レ
ン
チ
ト
リ
オ

を
含
め
て
ト
リ
オ
の
ア
ル
バ
ム

は
こ
れ
で
6
作
目
。
浅
井
の
自

宅
ス
タ
ジ
オ
、D

T
C

 M
usic 

Productions N
ew

 Y
ork

で
昨
年
12
月
に
レ
コ
ー
デ
ィ
ン

グ
さ
れ
た
も
の
で
、
書
き
下
ろ

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
９
作
と
、

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
テ
イ
ラ
ー
の
不

朽
の
名
作
が
含
ま
れ
る
。

　

Ｃ
Ｄ
、ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
で
、

世
界
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か

ら
購
入
可
能
。

　

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://w
w

w
.takeshiasai.

com
/

を
参
照
す
る
。

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト

浅
井
岳
史

NEWアルバム

To Kill a Mockingbird  「アラバマ物語
（邦題）」は 1930 年代の南部、架空の町
メイカムで弁護士を営むアティカス・
フィンチとその子供たちの兄妹（ジェ
ムとスカウト）を中心にスカウトの回
想として進んでゆく。

FUNNY GIRL ブロードウェイスターで
映画女優、コメディアンでもあったファ
ニー・ブリスの人生とキャリアをベース
に、実業家でギャンブラーのニック・ア
ーンスタインとの波乱に満ちた関係を描
いた半伝記的作品である。原題は「My 
Man」。

独自のコンテンツも充実

「週刊ＮＹ生活ウェブ版」
スマホやタブレットからもご覧下さい！

デジタル版バックイシューも 10 年分保存！

www.nyseikatsu.com

https://nyctartanweek.org/
http://www.macys.com/s/fl
http://www.keenecenter.org/
http://www.nybg.org/
mailto:ny.entame@gmail.com
https://rockwoodmusichall.com/
https://www.moccafest.org/
http://www.redwoodartgroup.com/
https://kingpleasure.basquiat.com/
https://www.brooklynmuseum.org/
https://queensmuseum.org/
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
http://www.takeshiasai.com
http://www.nyseikatsu.com
http://kkobo.com/
https://www.hondag.com
tel:7182684956
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 BOOKS
　

特
別
擁
護
学
校
で
子
供
の
頃

か
ら
勉
強
を
す
る
環
境
が
周
り

に
な
く
、
地
元
の
高
校
を
卒
業

後
、
自
動
車
部
品
工
場
に
就

職
、
年
収
２
５
０
万
円
の
生
活

か
ら
い
つ
く
か
の
ス
テ
ッ
プ
を

踏
み
な
が
ら
、 

30
歳
ま
で
の
間

に
大
企
業
で
一
流
大
卒
の
エ
リ

ー
ト
た
ち
と
肩
を
並
べ
て
年
収

１
０
０
０
万
円
に
な
る
ま
で
に

や
っ
た
こ
と
の
す
べ
て
を
こ
の

一
冊
に
ま
と
め
た
。

　

外
資
系
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
、
日
系
大
手
メ
ー
カ
ー
、
Ｉ

Ｔ
メ
ガ
ベ
ン
チ
ャ
ー
へ
と
、
新

卒
で
入
れ
な
か
っ
た
会
社
に
入

社
、
中
途
採
用
さ
れ
る
方
法
を

紹
介
し
て
い
る
。
著
者
が
初
対

面
の
人
に
経
歴
を
話
す
と
、
必

ず
２
種
類
の
答
え
が
返
っ
て
く

る
と
い
う
。
一
つ
は
﹁
す
ご
い

大
逆
転
！　

相
当
努
力
さ
れ
た

ん
で
す
ね
﹂
と
い
う
反
応
と
も

う
一
つ
は
﹁
へ
え
、
も
と
も
と

地
頭
が
よ
か
っ
た
ん
で
す
ね
﹂

と
い
う
も
の
だ
。
形
は
違
っ
て

も
、
ど
ち
ら
に
も
共
通
し
て
い

る
の
は
、﹁
あ
な
た
は
派
手
な

下
克
上
が
で
き
て
よ
か
っ
た

ね
。
運
が
よ
か
っ
た
ん
だ
ろ
う

ね
。
ま
あ
、
自
分
に
は
関
係
な

い
話
だ
け
ど
﹂
と
い
う
ニ
ュ
ア

ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
て
違
和
感

を
常
に
感
じ
て
い
た
そ
う
だ
。

　

著
者
の
山
下
さ
ん
は
断
言
す

る
。
現
在
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア

を
歩
ん
だ
の
は
、
決
し
て
﹁
が

む
し
ゃ
ら
な
努
力
﹂
や
﹁
地
頭

の
よ
さ
﹂の
結
果
で
は
な
い
と
。

ま
し
て
や
運
が
よ
か
っ
た
か
ら

で
も
な
い
と
。
東
大
卒
が
ゴ
ロ

ゴ
ロ
し
て
い
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
界
に
、
高
卒
の
著
者
が

入
れ
た
の
は
、
日
本
の
転
職
市

場
の
特
異
性
に
よ
る
お
蔭
だ
と

い
う
。
日
本
で
は
新
卒
の
一
括

採
用
で
は
学
齢
が
非
常
に
重
視

さ
れ
る
が
、
ひ
と
た
び
﹁
転
職

市
場
﹂
と
な
る
と
仕
事
の
﹁
実

績
﹂を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

学
齢
や
修
士
号
の
有
無
、
大
学

や
大
学
院
で
専
門
的
に
学
ん
だ

内
容
は
選
考
過
程
で
参
考
に
さ

れ
る
く
ら
い
だ
。
著
者
が
勧
め

る
の
は
﹁
わ
ら
し
べ
転
職
﹂
と

い
う
ス
タ
イ
ル
だ
。
昔
話
﹁
わ

ら
し
べ
長
者
﹂
の
貧
乏
な
お
じ

い
さ
ん
が
旅
を
す
る
中
で
、
わ

ら
し
べ
を
み
か
ん
と
交
換
し
、

反
物
と
交
換
し
、馬
と
交
換
し
、

最
終
的
に
大
金
を
手
に
入
れ
た

よ
う
に
３
回
の
転
職
に
よ
っ
て

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
、
目
の

前
に
あ
る
わ
ら
を
つ
か
ん
で
い

た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
遠
く
に

き
て
い
た
と
い
う
感
じ
だ
と
。

　

学
歴
の
な
い
著
者
が
、
日
本

の
企
業
社
会
の
中
で
﹁
転
職
﹂

だ
け
が
自
分
を
助
け
て
く
れ
た

と
断
言
す
る
。
平
凡
で
、
何
の

取
り
柄
も
な
く
﹁
人
生
は
ど
う

せ
こ
ん
な
も
の
﹂
と
あ
ら
ゆ
る

不
満
を
噛
み
殺
し
て
受
け
入
れ

て
生
き
て
い
る
﹁
僕
ら
﹂
を
救

う
の
は
転
職
の
み
で
あ
る
と
。

と
は
言
っ
て
も
、
同
じ
職
種
で

会
社
を
移
動
す
る
だ
け
の
転
職

は
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
は
な
ら

ず
、
自
分
の
可
能
性
を
狭
く
す

る
だ
け
だ
と
説
く
。
圧
倒
的
に

コ
ス
パ
︵
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
︶
が
い
い
の
は
﹁
出
世
よ

り
転
職
﹂
だ
と
。
コ
ス
パ
な
ど

と
紹
介
す
る
と
﹁
楽
し
て
稼
ぐ

方
法
﹂み
た
い
に
聞
こ
え
る
が
、

決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
他
の

者
た
ち
と
競
争
の
同
じ
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
つ
け
て
さ
え
い
れ

ば
負
け
る
こ
と
の
な
か
っ
た
者

が
、
逆
境
を
乗
り
越
え
て
い
く

た
め
の
知
恵
を
絞
っ
て
き
た
結

果
が
記
さ
れ
て
い
る
と
思
え
ば

い
い
。
同
書
で
﹁
新
卒
で
入
れ

な
か
っ
た
会
社
に
入
社
す
る
５

つ
の
戦
略
﹂が
書
か
れ
て
い
る
。

適
職
を
探
す
よ
り
波
に
乗
れ
、

成
果
よ
り
思
考
の
プ
ロ
セ
ス
を

語
れ
、
人
生
相
談
す
る
よ
り
情

報
を
聞
き
出
せ
、
出
世
の
た
め

よ
り
転
職
を
前
提
に
働
け
、
生

ま
れ
つ
き
の
容
姿
よ
り
圧
倒
的

な
身
な
り
の
清
潔
感
を
、
と
書

い
て
あ
る
。
身
な
り
の
清
潔
感

に
つ
い
て
は
、
ど
の
世
代
に
も

役
立
つ
内
容
だ
。　

　︵
三
浦
︶

転職で人生を好転させる
山下良輔・著

 ダイヤモンド社・刊

■世界を旅する黒猫ノロ（平松謙三、河出文庫）黒猫の「ノ
ロ」は 2001 年から 21 年まで、飼い主の平松さんと一緒
に世界 37 か国と日本中を旅行した。ヨーロッパを中心に
アフリカから中近東まで、各国の旅のエピソードに加え、
まるで写真集のように美しい風景と可愛いノロの写真が満
載されている。■タイムマシンに乗れないぼくたち（寺地
はるな、文藝春秋）人知れず抱えている居心地の悪さや寂
しさ。そんな感情に寄り添い、ふと心が軽くなる瞬間を鮮
やかに掬い取る 7 つの短編集。孤独と戦うわけではなく、
乗り越えるでもなく、孤独とちょうどよい距離を保ちなが
らともに生きていこうとする人たちの物語。■ 50歳から
の人生が変わる痛快！「学び」戦略（前川孝雄、PHP ビ
ジネス新書）」 ｢ やりたいことが見つからない」「自分は本
当は何がしたいのだろう」長年会社からの要求にこたえる
べく真面目に働いてきたミドルほど、こうした悩みを抱え
ている。著者自身の経験と豊富な事例をもとに、第 2 の職
業人生で本当にやりたい仕事を「学び」を通じて見つける
方法を指南する。■赤い追憶（阿刀田高、集英社文庫）夫
は妻の仕事をよく知らずに結婚。ある日、妻が薔薇を手に
町を歩く姿を目撃し尾行する「薔薇配達人」や、毎年冬の
ひと夜外泊をする妻に疑念を抱く夫「女系家族」ほか、人
間の裏に隠された妖しく不気味な謎を鮮やかに描いた 11
篇のミステリーを収録。阿刀田高の背筋が凍るような不気味な短編集。■黛
家の兄弟（砂原浩太朗、講談社）「未熟は悪でござる」兄弟の誇りを守るため、
少年は権力者になった。神山藩で代々筆頭家老の黛家。三男の新三郎は兄た
ちとは付かず離れず、穏やかな青春の日々を過ごしていたが、大目付を務め
る黒沢家に婿入りし、政務を学び始める。そんななか黛家の未来を揺るがす
大事件が起こる。時代小説の新潮流「神山藩シリーズ」第 2 弾。■後悔の経
済学　世界を変えた苦い友情（マイケル・ルイス、文春文庫）「人間の直感
はなぜ間違うのか」その命題を突き詰めてあらゆる学問の常識を覆したのは、
2 人の天才心理学者だった。生い立ちも性格も全く違うカーネマンとトヴェ
ルスキーの共同研究は、やがて経済学にも革命をもたらす。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

世
界
37
か
国
を
旅
し
た
黒
猫
の
ノ
ロ
。
心
を
軽
く
す
る
７
つ
の
短
篇
集
。
第
２
の
人
生

に
夢
と
希
望
が
ふ
く
ら
む｢

学
び
の
ス
ス
メ
﹂。
阿
刀
田
高
の
短
編
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。
時

代
小
説
﹁
神
山
藩
シ
リ
ー
ズ
﹂
第
２
弾
。
２
人
の
天
才
心
理
学
者
の
苦
い
友
情
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

﹁
嘘
つ
き
は
泥
棒
の
始
ま
り

っ
て
い
う
け
ど
、
う
そ
を
つ
い

て
な
い
人
な
ん
て
い
る
？
﹂
と

い
う
文
章
で
始
ま
る
絵
本
。

　

本
当
は
38
歳
な
の
に
25
歳
と

言
っ
て
い
た
お
母
さ
ん
。
お
ね

し
ょ
を
し
た
の
に
コ
ッ
プ
の
水

を
こ
ぼ
し
た
と
言
っ
た
ぼ
く
。

お
父
さ
ん
が
総
理
大
臣
だ
と
言

う
友
達
。
社
会
や
日
常
の
な
か

に
﹁
う
そ
﹂
は
溢
れ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
が
作
っ
た
オ
ム
ラ
イ

ス
は
﹁
ち
ょ
っ
と
ま
ず
か
っ
た

け
ど
、
す
ご
ー
く
美
味
し
い
！
﹂

と
言
っ
た
ぼ
く
。
嘘
を
つ
く
こ

と
は
人
を
悲
し
ま
せ
た
り
し
て

良
く
な
い
こ
と
が
多
い
け
ど
、

実
は
人
を
思
い
や
っ
た
り
喜
ば

せ
る
嘘
も
あ
る
の
で
す
。

　

最
後
の
ペ
ー
ジ
で
作
者
は

﹁
う
そ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。
ひ

と
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
﹂
と
い
う

言
葉
を
投
げ
か
け
る
。
ど
ん
な

時
に
、
ど
ん
な
場
面
で
、
ど
ん

な
気
持
ち
で
人
は
嘘
を
つ
い
て

し
ま
う
の
か
、
４
月
１
日
の
エ

イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
と
こ
の
本
を

き
っ
か
け
に
、
親
子
で
嘘
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
く
な
る
本
。

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
﹁
嘘
﹂

を
描
い
た
、
子
ど
も
の
た
め
の

哲
学
絵
本
。　
　
　
　

（
高
田
）

さ
ま
ざ
ま
な
嘘
を
描
い
た
哲
学
絵
本

 『うそ』
作・中川 ひろたか　絵・ミロコマチコ
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。

　

在
米
の
日
本
人
女
性
の
た
め

の
婦
人
科
系
疾
患
の
啓
発
団

体
、
Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設

立
し
て
今
年
17
年
に
な
る
。
コ

ロ
ナ
禍
の
過
去
２
年
間
は
オ
ン

ラ
イ
ン
な
ど
で
セ
ミ
ナ
ー
を
行

っ
て
き
た
が
、
５
月
１
日
︵
日
︶

に
３
年
ぶ
り
に
対
面
式
と
オ
ン

ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
で

乳
が
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

す
る
。
参
加
・
視
聴
は
無
料
で
、

講
師
に
テ
キ
サ
ス
Ｍ
Ｄ
ア
ン
ダ

ー
ソ
ン
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
上
野

直
人
医
師
が
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
し
、
最
新

の
検
査
に
よ
る
乳
が
ん
個
別
化

治
療
に
つ
い
て
、
ま
た
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
病
院
産
婦
人
科
准
教

授
の
常
盤
真
琴
医
師
が
、
更
年

期
と
閉
経
と
婦
人
科
系
が
ん
に

つ
い
て
解
説
す
る
。
当
日
は
、

山
本
さ
ん
自
身
も
乳
が
ん
再
発

患
者
と
し
て
の
16
年
間
と
題
し

て
乳
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
ス
ト
ー

リ
ー
を
話
す
予
定
だ
。

　

乳
が
ん
に
か
か
る
年
齢
は
、

米
国
人
の
場
合
が
50
代
後
半
か

ら
が
多
い
の
に
対
し
て
、
日
本

や
韓
国
、
中
国
な
ど
東
ア
ジ
ア

地
域
の
女
性
が
乳
が
ん
に
か
か

る
の
は
40
代
後
半
か
ら
と
比
較

的
若
い
年
齢
と
な
っ
て
い
る
と

い
う
。
ま
た
一
生
涯
に
か
か
る

乳
が
ん
の
確
率
、
い
わ
ゆ
る
罹

患
率
は
、
こ
こ
10
年
で
米
国
で

８
人
か
ら
９
人
に
一
人
と
言
わ

れ
て
横
ば
い
な
の
に
対
し
て
日

本
人
の
場
合
は
30
人
に
一
人
だ

っ
た
の
が
10
人
か
ら
12
人
に
一

人
と
急
増
し
て
い
る
。

　

こ
の
数
字
に
異
変
に
つ
い
て

は
、
日
本
女
性
の
乳
が
ん
に
対

す
る
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
日

本
国
内
で
の
マ
ン
モ
グ
ラ
ム
な

ど
の
検
診
率
が
高
ま
り
早
期
発

見
率
が
高
ま
っ
た
と
も
言
え
な

い
こ
と
も
な
い
が
、
山
本
さ
ん

は
﹁
日
本
は
ま
だ
マ
ン
モ
グ
ラ

ム
検
診
率
が
4
割
前
後
の
た

め
、 

7
割
前
後
の
欧
米
に
比
べ

る
と
乳
が
ん
の
早
期
発
見
の
確

率
が
低
い
と
思
い
ま
す
。 

ぜ

ひ
毎
年
の
検
診
に
乳
が
ん
検
診

を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
米
国
で
は
、
健
康
保

険
を
保
持
し
て
い
る 

50
歳
以

上
の
女
性
は
、
無
料
で
毎
年
の

マ
ン
モ
グ
ラ
ム
が
受
け
る
こ
と

が
可
能
で
す
﹂
と
話
す
。

　

米
国
で
は
、
乳
が
ん
に
つ
い

て
は
誰
も
が
か
か
り
得
る
病
気

と
の
認
識
で
、
大
概
の
民
間
保

険
に
も
検
診
費
用
が
無
料
で
受

け
ら
れ
る
よ
う
組
み
込
ま
れ
て

い
る
上
、
い
ざ
、
乳
が
ん
に
か

か
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
治
療

も
日
本
の
よ
う
に
長
期
の
入
院

な
ど
も
な
い
た
め
、極
端
な
話
、

医
療
費
を
負
担
で
き
る
経
済
的

な
力
が
な
い
場
合
で
も
、
救
済

の
方
法
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

が
充
実
し
て
い
る
の
は
米
国
の

方
だ
と
い
う
。

　

﹁
こ
れ
を
し
て
い
れ
ば
、
こ

れ
を
食
べ
て
れ
ば
安
全
と
い
う

こ
と
は
な
い
が
、
健
康
な
体
と

免
疫
力
が
あ
っ
た
方
が
、
治
療

の
幅
も
広
が
る
の
で
、
健
康
な

体
と
体
力
作
り
は
大
切
﹂
と
話

す
。︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真

は
本
人
提
供
︶

  BC ネットワーク代表

山本眞基子さん

日
本
人
女
性
に
乳
が
ん
啓
発
活
動

　

一
雨
ご
と
に
春
め
い
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
皆
様
お
元
気
に

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
カ
ジ

ェ
プ
ッ
ト
︵C

ajeput

︶
、
聞

き
慣
れ
な
い
植
物
名
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
カ
ジ
ェ
プ
ッ
ト
の

精
油
は
か
の
有
名
な
タ
イ
ガ
ー

バ
ー
ム
に
も
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
ユ
ー
カ
リ
と
同
じ
仲
間
で
、

な
か
で
も
テ
ィ
ト
リ
ー
と
近
縁

の
、
東
南
ア
ジ
ア
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
を
原
産
と
す
る
常
緑
樹

で
す
。
白
っ
ぽ
い
、
剥
が
れ
や

す
い
樹
皮
が
特
徴
で
﹁
カ
ユ
プ

テ
﹂
は
マ
レ
ー
語
で
白
い
木
を

意
味
し
て
い
ま
す
。
繁
殖
力
が

強
く
、
湿
地
帯
に
植
え
る
と
土

壌
を
乾
燥
さ
せ
る
特
性
が
あ
り

ま
す
。
若
い
葉
や
小
枝
を
蒸
留

し
て
精
油
を
得
ま
す
。

︻
香
り
︼
ユ
ー
カ
リ
様
の
樟
脳

的
な
清
涼
感
の
中
に
甘
く
フ
ル

ー
テ
ィ
で
や
や
薬
品
的
な
香
り

が
混
じ
っ
た
、
ユ
ー
カ
リ
よ
り

も
マ
イ
ル
ド
で
、
テ
ィ
ト
リ
ー

よ
り
も
爽
や
か
な
香
り
で
す
。

︻
効
能
︼
風
邪
、喉
の
痛
み
、咳
、

気
管
支
炎
、
筋
肉
痛
、
関
節
炎
、

リ
ウ
マ
チ
、
神
経
痛
、
ま
た
香

り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
現
状
を
受

け
入
れ
自
分
の
ゴ
ー
ル
に
向
か

っ
て
前
進
し
状
況
を
向
上
さ
せ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

︻
使
い
方
︼
単
独
で
も
、
他
と

ブ
レ
ン
ド
し
て
も
使
い
や
す
い

精
油
で
す
。
気
管
支
系
に
は
テ

ィ
ッ
シ
ュ
や
手
の
平
に
一
滴
付

け
吸
入
、
体
の
痛
み
に
は
ス
プ

ー
ン
一
杯
の
植
物
油
に
３
滴
混

ぜ
部
分
的
に
擦
り
込
む
。
デ
ィ

フ
ュ
ー
ザ
ー
で
拡
散
さ
せ
る
。

価
格
も
手
頃
で
手
元
に
置
い
て

お
く
と
便
利
な
精
油
で
す
。

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に
て

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品

や
精
油
の
調
合
を
実
施
す
る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

63

 絵・古舘みどり

カ
ジ
ェ
プ
ッ
ト
／
カ
ユ
プ
テ　
　

お
手
元
に
一
本

　

Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
５
月

１
日
︵
日
︶
午
後
１
時
か
ら
４

時
45
分
︵
米
東
部
時
間
︶
ま
で
、

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
︵
西
45
丁
目
49

番
地
11
階
︶
で
﹁
日
本
人
乳
が

ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＠
イ
ー
ス
ト

コ
ー
ス
ト
・
サ
ウ
ス
を
開
催
す

る
。講
師
は
上
野
直
人
医
師︵
テ

キ
サ
ス
Ｍ
Ｄ
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が

ん
セ
ン
タ
ー
︶﹁
最
新
の
検
査

に
よ
る
乳
が
ん
個
別
化
治
療
﹂、

常
盤
真
琴
医
師
︵
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
病
院
産
婦
人
科
准
教
授
︶

﹁
更
年
期
と
閉
経
と
婦
人
科
系

が
ん
﹂。
参
加
・
視
聴
無
料
。

講
師
は
会
場
で
講
演
。
申
し
込

み
は
Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

http://bcnetw
ork.org

乳
が
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

５
月
１
日
に
開
催

mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://bcnetwork.org
http://bcnetwork.org
http://bcnetwork.org
http://op-ed.jp
https://www.licensepower.net/
tel:2014031647
http://www.idocenter.com
https://kj-artist.jp/
https://www.skindeepnyc.com/
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